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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章『風の孤独』


第二章『交差地平線』


第三章『灰と炎』
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　封印都市オステイアの復活を最初に知ったのは人でもネズミでもゴキブリでもなく、闇やみ色の翼つばさを持つ烏からすたちだった。


　太陽が西の湖面に沈しずむ夕暮れ、ゴミ溜ための片かた隅すみで最初の一羽が「カー」と鳴く。隣となりの一羽もと同意して、鳴き声はたちまち群れの意志となって飛び上がり、真っ赤な空に一いち握あくの黒雲がぽかりと浮うかぶ。


　夕日が雲を下から照らして、あべこべの影かげが宇宙にむかって伸のびている。烏は食べ過ぎて重たくなった体をどうにかこうにか気流に乗せて眼下の街を見おろした。街にはぽつぽつと灯ともり始めたあかりと、湿しつ気けをたっぷりとはらんだ炊すい事じの煙けむりが立ち上っていた。


　カー、いいところだと、烏は東の夜に向かってそのようなことを叫さけぶ。


『カー』と、皆みんなが同意した。


　この辺りはつい最近までぎらぎらと輝かがやく湖面と、影ばかりが長い廃はい墟きよの群れしかなかった。ところがいまは魅み力りよく的なゴミ捨て場があり、からかいがいのある人間達がうようよしている。嘆かわしい事だが、最近は、人間どもの集落であっても生ゴミを出さないところもあるのだ。まったく、生ゴミを出さない人間にいかほどの価値があろうというのか。そういう場所にはおもしろい人間も少ないものだ。その点、ここの人間達は大変よろしい。うるさくて、元気が良くてすれていない。そのうえゴミ溜めもたっぷりとある。できれば明日あしたとか明後日あさつても共にあらんことを願う。


　そう思いつつ、烏たちが東の丘おかに近づいた時だった。


　ガー!!


　警けい戒かい信号。羽とくちばしはたちまち乱れてこだまのように叫びあう。長おさは地上で獣けものに襲おそわれた時の声を上げてぐんと背筋を伸ばし、先頭を切って眼下を示した。脅きよう威いは丘のてっぺんにいた。


　それは烏の大好きなゴミ溜めによく似ていた。丘の頂上、もとは学校があった広い敷しき地ちにありとあらゆる廃はい棄き物ぶつが積み上げられてなにかの建物のまねをしている。正常なものなど一つもなく、壊こわれかけたものを複雑に組み合わせて作ったゴミ屋敷。


　そのゴミ溜めが、暴れていた。


『ガチガチガチガチガチ』


　まるで悪夢を切り取って体に貼はり付けたような異形の裁判所はそれ自体が生きているかのごとく、その身を怒いかりに震ふるわせていた。欄らん干かんに取り付けられた鬼瓦ガーゴイルが叫び、外がい壁へきが鞴ふいごのように蠕ぜん動どうする。通気口の一つ一つがガチガチと牙きばを鳴らしている。


　烏はギャーギャーと警戒しながら丘の上を旋せん回かいする。日にち没ぼつまでの間に出来るだけ情報を集めようと、建物の奥底に視線を注ぐ。


　化け物は古い骸むくろのようにぽっかりとその胸もとが吹ふき抜ぬけており、心臓をさらすように中心のホールがのぞき見れた。


　烏はそこに、宝石を見つけた。


　宝石は少女の形をしており、ゴミ溜めのただ中にあって仁に王おう立だち、自らを汚よごすもの達を正面からにらみつけていた。その身には墓はか守もりの服も、ショベルも、そして夢すら身につけてはおらず。ただ命だけを抱かかえて前を見ていた。


　ふと、目があった気がした瞬しゆん間かん。宝石はすうぅぅぅと大きく息を吸い込んで、


「わああああああああああああ!!」


　いきなり叫んだ。


　それは若いオオカミが月夜の晩にどうしようもなく叫ぶ遠とお吠ぼえのようであり、初めて飛んだ烏が叫ぶ震えた声のようだった。


　カー、長は若い獣けものに一度応こたえた。群れの仲間達が感応して大喜びで叫び出す。できればずっと叫んでいたいような切なさを感じる。


　だが長はすぐに冷静を取り戻もどして弧こを描えがき、群れを山へと誘ゆう導どうする。なんだか楽しくなってしまっている烏を問答無用で黙だまらせる。もう夜はすぐそこまで迫せまっている。


　長は最後に一度だけ背後を見た。そこでは若い獣が二匹ひき、踊おどるように駆かけ出していた。


　願わくば、明日も明後日も彼らと共にあらんことを。
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　破は壊かいと混乱。打だ撃げきと剣けん戟げき。爆ばく炎えんと光線。


　裁判はもう、めちゃくちゃだった。


　大気には粉ふん塵じんが満ち、異形の家具達はメキメキと音を立てて立ち上がって人々に襲いかかっている。ベンドー達老おいた政治家は徒と手しゆ空くう拳けんのまま意外に強いところを見せて化け物達を張はっ倒たおし、ディーが頭を抱えて机の下に逃にげ込んでいる。


　そのなかで二人、アイとアリスだけが取り残されたように立ちつくしていた。


　天を見上げて大きなため息を吐つきながら、アリスがいった。


「これでオスティアと魔女旅団カヴンは戦争状態だな……」


　いま、この瞬間に、両者は敵対関係に陥おちいった。


　戦いはすでに、始まっていた。


「……たくさん、死ぬんだろうな……」


　アリスが瞳ひとみを細めて言った。


「……後こう悔かい、してますか」


　アイはちらりと、見上げた。


「ちょっとな」


　アリスは隠かくさずに答えた。アイが初めて見るような、子供のような素す直なおな笑えみだった。


「でも、俺は、生きるよ。そう決めた」


　ん──とアイはうつむくように小さく答えた。生きろと、泣きながら彼に叫んだことが、いまさらのように少し、はずかしかった。


「そう言うお前はどうなんだ。後悔してないのか？」


　今度はアイが聞かれた。


「すこし、してます」


「…………」


「夢を裏切ってしまって……裏切りを肯こう定ていしてしまって、いまでも私は体が引き裂さかれそうです。でもだからって、私は私自身を裏切っていいわけでもないって……分かったんです」


　アイはそっと目を伏ふせて、自分の胸に手を当てた、そこでアイ・アスティンがトクントクンといじましく脈打っていた。


「だから、いまはこのまま、いきます」


　迷いが晴れたわけではなかった。心が決まったわけではなかった。


　ただ生きる理由は、まだあった。


「そっか……」


　アリスもまた迷っているようだった。だがそれでも決断をして、両手をアイの前に差し出した。


　そこには被ひ告こく人にんを捕とらえる鉄の鎖くさりが嵌はまっていた。


「これ、はずしてくれ」


「はい。……いしょっと」


　梃て子この原理と持ち前の腕わん力りよくを使って、アイは鎖を外してやった。


　凝こりをほぐすように、アリスは二、三回肩かたを回して、


「いこうぜ、アイ。一いつ緒しよに、さ」


　笑っていった。


「はい」


　アイは答えた。


「いきましょう。アリスさん」


　そうしてアイはまったくの唐とう突とつに雄お叫たけびを上げる。


「うわあああああああ!!」


　一いつ拍ぱく遅おくれてアリスが笑い、


「うおおおおおおおお!!」


　そうして二人は世界へ帰った。





　目の前の現実はお祭り騒さわぎのようだった。
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　異形ながらも荘そう厳ごんだった裁判所は刻一刻とその正体を露ろ見けんしていった。壁かべや床ゆかがベキベキと割れて切り絵のような人型となり、燭しよく台だいの竜りゆうが炎ほのおを咥くわえて地をはった。椅い子す達は人間に座られるのを止やめて人間に座ろうと立ち上がり、テーブルは晩ばん餐さんをみずから求めてひた走る。悪夢じみた異形の軍勢は虐しいたげられた家具達が反乱をおこしたようだった。


　その隙すき間まを、アイとアリスはつむじ風のように駆け抜ける。


「ディーさん！」


　大人おとな達は傍ぼう聴ちよう席の真ん中で動かなくなるまで壊した家具を積み上げて円えん陣じんを組んで化け物たちと戦っていた。アイとアリスはお互たがいをバックアップしながらマダムの横をすり抜けて傍聴席の階段を駆け上がる。


「ディーさん！」


　ディーは大人達の真ん中で防災訓練みたく縮こまっていた。


「アイ！」


　ひしっと、机の下から飛び出たディーはしっかりとアイを抱だきしめた。


「よかった！　よかったよぅ！　アリスも！　二人とも無事でよかったよぅ！」











[image: ]








「ディ、ディーさん。痛いですよ」


「とと、ごめんごめん。でも本当に良かったぁ……」


「話は後にしろ！」


　長イスとレスリングをやっているユリーが叫ぶ。


「……俺も今すぐ問い詰つめたいことがあるが。……我が慢まんする……」


　その目はなぜか暗く輝き、アリスを冷たく見つめていた。


「ふあーはっはっは！　来るがいい化け物ども！　手て頃ごろなサイズの薪まきにしてやるわ！」


　その周りではベンドー達、年老いた政治家たちが「あちょー」「ほあたー」と昔取った杵きね柄づかと押っ取り刀の二刀流で年寄りの冷や水を一気飲みしていた。


　戦いは五分と五分だった。


「……よくもやってくださいましたね……」


　だがそれも、今だけだ。


「よくも……台無しにしてくれましたわね……私の大事な裁判を……よくも……」


　マダム・エクスプレス・レギオンズ・ヘイヴ。


　化け物殺しの化け物は激げき怒どしていた。


　ホールの中央でメイド服を着た少女が怒りに震えていた。幼い面めん貌ぼうが暗黒に染まり、髪かみが白はく蛇だのように宙をのたうつ。唇くちびるが笑みの形につり上がり、やがて唇しん端たんを引き裂いて大たい笑しようとなった。


「来い鉄虫ども！　今すぐあいつらを制圧しなさいぃぃぃ!!」


　号令と同時に、天てん井じようの吹き抜けからさらなる異形が姿を現した。鉄虫と呼ばれる化け物達は家具とは違ちがい戦せん闘とうに特化した兵卒だった。


　千の刃やいばで出来た蟷螂かまきりがカシャカシャと這はい回り、カノン砲ほうを角つのとする甲かぶと虫むしが暗い砲口を一同に向けた。裁判所は武器禁制であるという建前はいま、この瞬間に破られた。


　だが、それはこちらにも言えることだった。


「いいもん持ってきてくれたな」


　とんっ、と敵どころか味方の認にん識しきすら置き去りにして、アリスが鉄虫二匹にはりついた。


「!?　やりなさい！」


　二匹の鉄虫を見捨ててマダムは号令を下した。残りの虫たちは味方をまったく気にする事なく体中の重火器を発砲した。大小数百発、十キログラムの殺意がアリスをおそう。


「ちょっと借りるぜ」


　その中心で、しかしアリスは小こ雨さめに降られた程度にしか感じていないようにひょうひょうと笑い、傍かたわらの鉄虫二匹をすっころばせ、右みぎ腕うでと左腕をもぎ取った。


　その右腕は自動式の散さん弾だん銃じゆうであり、


　左腕は七ミリのチェーンガンだった。


　ジュァアアアアアアアアン！　と、もはや銃声ではなく油に水をぶちまけたような音を立てて、弾だん丸がんが宙に放たれた。


　空間が波は紋もんに満たされる。一つ一つが弾丸の衝しよう突とつによって出来た波紋は、広がりきる前に新しい波紋によって書き換かえられた。鉄虫たちの殺意は荒あれ狂くるう豪ごう雨うのように狭せまい空間を千ち々ぢに乱した。


　だがどんな嵐あらしも、湖底に達することは無いように、


　弾丸は一発も、人の命に触ふれなかった。


　カツーン、


「拳銃喰らいブザービーター」


　空っぽの銃を弾丸の山に捨てて、アリスが言った。


「俺の前で、銃に仕事はさせねぇよ」


「ぐ、ぐぬぬぬぬ……」


「アイ！　いまだ！」


　言われなくても。


　アイは一いつ瞬しゆんで背後にまわり、マダムの腕を捻ひねりあげた。


「降参してください！」


「な!?　いつのまに!!」


「降参して、いますぐあのお化け達を引かせてください！」


　両腕をロックして締しめ上げる。


「いたたたた!!　痛い痛い！　アイ様痛いですわ！　ひどいですわ！」


　マダムは幼い子供の表情でこびを売った。アイはこういうのに弱い。


「だ、だったら早く攻こう撃げきをやめてください！　さもないと──」


「さもないとどうするんですか！　腕を折るんですか!?　そんなひどいことをするとアイ様はおっしゃるのですか!?　この人でなし！」


　え、わたし腕を折るんですか？　と自分でびっくりしたアイはマダムの細い腕をみて大いにひるむ。マダムの腕をこのまま折ることなど赤子の手を捻るようなものだが、アイにとって赤ん坊ぼうの手を捻るのはとても難しいことだった。


「痛い痛い！　もう折れそうですわ！　ひょっとするともう折れてしまったかもしれません！　お願いですアイ様！　どうかほんの少しだけゆるめて……」


　アイがおろおろとうろたえて、うっかり腕の力を緩ゆるめようとしていたその時だった。


「やすい芝しば居いはそれくらいにしときなよ」


　ディーが、ずかずかと安全地帯テーブルの下から出てきた。


「アイ。そんなつまらない口上に騙だまされるんじゃないよ」


　カツン、とマダムの前に立って傲ごう然ぜんと見下ろす。


「く……」


　マダムが憎にく々にくしげに顔をしかめる。ディーは彼女の様子をあっさりと無視して自分の話を切り出した。


「さて、マダム、交こう渉しようしようか」


「交渉？」


　マダムだけではなく、これには他の人間も驚おどろいていた。


「……聞き間違いでしょうかディーさま。交渉は決けつ裂れつしたばかりだと思うのですが……」


「ちっちっちっ、分かってないなぁマダムは、いいかい、交渉は決裂したくらいじゃ終わらないのさ。決裂を前提に、話し合おうじゃないか」


「どういうことですか……？」


「少し整理しよう」


　言って人差し指をピッと立てる。


「マダムの目的は『黒面の封ふう鎖さとアリスの封ふう印いん』であり、これはアリスとの事前交渉によって確定していた。しかし現状アリスは心変わりし、市民の反対も強くて反ほ故ごになった」


「ええ……」


　ぎりぎりと奥歯をかみしめてマダムがうめいた。ここだけ聞くとマダムは被ひ害がい者しやでもあることが分かる。彼女はアリスとの取引通り行動したに過ぎない。


「ただ、これは双そう方ほうにとって望ましい状じよう況きようとは言えない。僕たちはもとより、マダムだってこのまま戦争なんてしたくないでしょう？　──だからさマダム、キミ、止まってよ」


「それは……どういう意味でしょう」


「いろんな意味でさ」


　ディーはにこりと微笑ほほえんだ。


「ねえマダム。どうしたらキミは止まってくれるかな？　なんでも言ってよ。腕を砕かれなきゃ止まれない、心臓を抜かれないと倒れられないっていうのならそうしてあげるよ」


　その微笑みは慈じ悲ひすら含ふくんでいた。


「そう、されなきゃ止まれないっていうのなら。ボクが、そう、してあげるからさ」


「……あなたはとんでもない人ですわね……」


　マダムは初めて、目の前の人間がもつ恐おそろしさに気づいたようだった。


「私を殺してくれると、言いますか」


「うん」


「…………でもそれは、無理ですわね」


　マダムは一瞬だけ逡しゆん巡じゆんし、


「あなたなら分かるでしょうディー・エンジー。『そう』されて止まるような場所に、私たちはもういない」


　にこりと嗤わらった。


「……手足が、なんだというのですか。心臓が、なんだというのですか」


　ごきり、


　アイの腕の中で、とてもいやな音が響ひびいた。


「へ？」


　音はそれだけでは止まらなかった。


　ごきべきぱきぽきぺきばきぼきり。


「あわわわわわわわわ」


「肉体がぁ、どうだといぅのですかぁ。精神がぁ、どうだといぅのですかぁぁぁぁ」


「マダム！　待て逃にげるな！」


　アイの腕の中でマダムの体が崩ほう壊かいしていく。腕が折れ、腸わたがはみ出し、人形の中身を露ろ呈ていしながらついには首すら落ちてしまう。


『あははははははははは！』


　ぽーんと、子供の手から落ちた鞠まりのように、マダムの頭は階段を跳はねた。


『うふふふふふふふふふ！』


　行き着く先はホールの中央。アリスが打ち砕いた鉄虫たちが積もったがらくたの上。


　壊こわれた人形が捨てられるように、マダムもまたゴミの頂にぽとりと落ちた。


　そして、生首は嗤いだした。


『ガチガチガチガチガチガチガチガチ!!』


「な!?」


　マダムは嗤う。壊れた家具にかじりつき、大口をあけて大笑した。ガラクタたちがマダムの笑みのなかでさらに壊れて飲み込まれていく。いかなる異能か神の呪のろいか、喉のどを越こえたガラクタたちは途と端たんに彼女の血肉となった。貯金箱の蓋ふたが食道をうみ、折れた燭しよく台だいが背骨となる。内臓、筋肉、胴どう体たい、手足、マダムの体はあっという間に再建された。


『フゥシュウウウウウウ』


　それはガラクタを組んで出来た巨きよ人じんだった。


『──心臓を抜いて、私を止めるというノなラ。どうぞそのようにしてくだサイ』


　背せ丈たけはアイの五倍以上。体重は五十倍でも足りないような直立するゴミ溜ため。


『サァアアアアアア、心臓をオオオオオ、抜いてご覧ナサイイイ！　もっともォ！　私にそんなものが残っていればの話ですがネェエエエエエエ!!』


　ゴミ溜めの巨人はガチガチとその全身をふるわせて嗤った。巨人の肉体はそのすべての場所が牙きばであり、口でもあった。


『喰くらえェエエ!!』


　マダムは裁判長席と弁護人席と被ひ告こく人にん席を混ぜ合わせて作った拳こぶしをただ単純に振ふり下ろした。


　アイは躱かわせる。巨大になって動きが遅おそくなったマダムの一撃など寝ねていたって躱せる。


　しかし、周りにいる人々はそうはいかない。


　よせ!!　刹せつ那なの瞬間、アリスが瞳ひとみだけで叫さけんでいた。


　アイは拳の前で両手を広げる。もとより止められるとは思っていない。


　ただ、逸そらすくらいなら、出来るかも知れない。


　そのあと自分が、どうなってしまうかは分からないが。


　それでもアイは破壊の前に立つ。












　　　　II




　拳、光、炎。


　ホールを三色の光が荒れ狂った。破壊はさらなる破壊によって覆くつがえされた。


「いかんなマダム。いきなり皆みな殺ごろしなどどうかしているぞ」


　白熱する拳を構えて、男が言った。


「そうだね。そこの拳こぶしの言うとおりさ」


　光とともに宙に浮うく少年が肩かたをすくめる。


「…………」


　最後に炎のドレスを纏まとった貴婦人が無言でにらむ。


『ガガ……ガガガガチ……ガガガガチガチ』


　たった三撃。個人による三度の攻撃によってマダムはボロボロになっていた。


　破は壊かい拳けん。マキア・エレクトス。


　塵ちり。ダストビリーバー。


　第三天使。ノイレフェーン


　陪ばい審しん員いんとして集められた、いずれ劣おとらぬ異能の主は、すんでの所でアイ達を救った。


「こらー！」


　ぴゅー、と真っ先に逃げていたディーが戻もどってきてマキアの胸をポカポカ叩たたいた。


「おそいよみんな！　もっと早く助けてよ！」


「勘かん違ちがいするな」


　大車輪パンチを右みぎ腕うで一本で遠ざけて、マキアが答える。


「俺たちは別に、お前達の味方というわけではない。──ただ、今回はさすがにやりすぎだから止めただけだ」


『ガガ……ガガガ……なぜ……』


　焼けただれた肉体から声が響いた。


『なぜです。皆様。なぜ……私めにこのような……』


　マダムはすでに再生を始めていた。砂を折ることが出来ないように、水を切ることが出来ないように。すでに壊れたガラクタで作られたマダムの体を破壊することはこの三人にしても容易ではない。


「これは違い反はんだと言っているのだよ。マダム」


『違反……？』


　マダムの郵便ポストで出来た顔が疑問にゆがんだ。


「そうだ。貴様らは勝手に法律を作って勝手に曲解するというのに、その上自分たちは法律を守らないとはやり過ぎだろう」


　マキアはさらに言いつのる。


『私が……法律……違反』


「違うというのか？　ならばこの状況をなんとする。貴様はアリスの判決を出したが、街の妨ぼう害がい行こう為いについてはまだ審しん議ぎすらしてないだろう。それともまさかこの場の懲ちよう罰ばつだけで街一つを滅ほろぼすつもりか？」


『私……私が……法律違反』


　聞いているのかいないのか、マダムは砕けた唇くちびるでその言葉だけをつぶやき始めた。


　なにか、嫌いやな予感がした。


「おうとも。ここはひとまず間をおくべきだろう。アリスの封印を街の者が妨害するというのなら、その妨害に対して判決を下し、それから動くのが筋だ」


『私が、法律違反……』


「……？」


　アイはディーと目線を交かわした。彼女の目にも同じような困こん惑わくがあった。マキアが今しゃべっていることは、おそらくさっきまでディーが言おうとしていたことだ。理路整然とした説得はしかし、今この瞬間も腐ふ敗はいして、ただならぬ悪あく臭しゆうを発し始めている。


「それに貴様らの背後にいる連中もこんなことはのぞんで──」


『私が法律違反など……するわけがないデショウ…………』


「──ん？」


　ようやく、マキアも不ふ穏おんの気配に気づいたようだ。


『私は……法ノ守護者……正義ノ基幹……ソノ私ガ……ワタクシガ……』


「おい、マダム？」


　ガラクタの顔が憤ふん怒ぬの表情を作り出す。あまりに大きな怒いかりは巨人の体ですら小さいようで、引き結ばれた唇は体を裂さき、ふるえは肉体を崩壊させていった。


『ワタクシガ……ワタクシガ……ワタクシガ……ワタクシガガガガガ──────』


「おい！」


　そして、巨人は唐とう突とつに崩くずれ落ちた。


　灰は灰に、ゴミはゴミに、ガラクタの体はガラクタに戻ってガラガラと崩れた。


　歪ゆがんだ皿の一つがカラカラと転がり、わざわざアイのところまで来て力ちから尽つきた。


　それっきり音は絶え、辺りは沈ちん黙もくが支配した。


「……なんですかこれ」


　身が痛くなるような静けさの中で、アイがつぶやいた。この崩壊を素す直なおに喜ぶものなど一人もいなかった。勘かんの鈍にぶいものでさえ現在の沈黙が手ひどく破られるために存在しているのだと肌はだで感じていた。





『カーンカーカーン』





　沈黙は槌つちの音によって破られた。


『判決……』


　ガーンガーンガーン。


　どこからともなく、槌の音が鳴っている。


『オスティア市、並びに陪審員三名に告ゲル……』


　出所の分からぬ声が告げる、


『法ほう廷てい侮ぶ辱じよく罪……執しつ行こう妨害……正義背任罪ニヨリ……以上スベテノモノヲ……」


　ガンガンガンガンガンガン。


　槌の音はもはやなんの威い厳げんも生まず、煩わずらわしい蟬せみ時雨しぐれのように皆みんなの鼓こ膜まくを激しく叩いた。


　ガンガンガンガンガンガンガンガン！


　そして、


『極きよつ刑けいに処す』


　ガチッ。


　マダムは巨大な笑みとなった。


　ガチガチガチガチガチガチガチガチ!!


「まじかよ……」


　アリスが蒼そう白はくになっている。


「……うそでしょ。このタイミングで……」


　アリスとディー、それに陪審員の三人が真っ青になっている。いったいなにが起きているのか、アイにはまったく分からない。





「マダムが〝墜おちた〟……」





　その言葉は不ふ吉きつと絶望を千も孕はらんで夕ゆう闇やみの中に広がった。


「魔女旅団カヴンが〝我が儘まま〟になるなんて……もう交こう渉しようも通じない……街が潰つぶされる……」


　がくりと、ディーが膝ひざから崩れおちた。


　壁かべの照明が次々と落ちていき、辺りは闇に呑のまれていった。ガチガチガチガチとマダムの嚙かみ音が時をおくごとに数を増やして四方八方を包囲していった。


「円えん陣じん！」


　虚きよ脱だつする者達を叱しつ咤たするようにユリーが叫んだ。誰だれも彼もが背筋を伸のばして文句も言わずに従った。


『ガチガチガチガチガチガチガチガチ!!』


　壁が、天てん井じようが、大地がふるえ、異形なれど瀟しよう洒しやだった裁判ホールが崩ほう壊かいして嗤わらいの波に呑まれていた。


　円陣は大波にゆられる小船のように破壊の海にかろうじて浮かんでいた。


「アイ！　マダムを探せ！　どこにいる!?」


「やってます！」


　アイはその鋭するどい聴ちよう覚かくで音の出所を探さぐっていた。全方位から聞こえる音をよく聞いて、本物の声の出所を探す。しかし、


「アイ！　早くしろ！　マダムはどこにいる！　これはいったいなんなんだ!?」


「ま、待ってください！　こんな、こんなこと──」


『ガチガチガチガチガチガチガチ!!』


「いいから言え！　どれが本物だ！」


「どれも本物ですよ！」


　アイは叫んだ。


「私たちは、マダムさんの中にいます！」


　そしてマダムはにこりと嗤った。


　その笑みのなかで、人間たちは蒼白になった。





　　　　[image: ]





　こんなことならユリーの言うことなど聞かなければ良かったと、傷ス持カちーは思う。





　正門前でもまた、戦せん闘とうは始まっていた。


「戦線を維い持じしろ！　街には一いつ匹ぴきたりとも行かせるなー！　撃うて撃て撃ちまくれ!!」


　髭ひげ面づらの警備隊長率ひきいる市民兵が雄お叫たけびを上げながら正門の鉄虫を撃ちまくっている。その武装は無む反はん動どう砲ほうからフリントロック銃じゆうまでと規格も年代もばらばらで、まるで歴史博物館の展示物をまるごと持ってきたかのようだった。なかにはフルプレートの鉄甲かつ冑ちゆうまで運びこまれており、なぜか着ている奴やつまでいる。


「あの、私も戦闘に参加しなくていいのですか？」


　正門から五十メートルは下った喫きつ茶さ店てんの廃はい墟きよで、唯ゆい一いつ生き残っていた椅い子すに座らされながら傷ス持カちーが聞いた。


「もちろんっすよ！」


　若い、そしてそれ故ゆえにこの場所に配置された少年兵が答える。


「傷ス持カちーさんの仕事はもう終わってますからね！　そこで座っててください！」


　仕事、というのは傷ス持カちーの優ゆう秀しゆうな五感でもって裁判所内部の状じよう況きようを観察し、裁判がぽしゃった最適のタイミングを計ることにある。これはとても重要な仕事で、傷ス持カちー以外には出来ないことだ。だからキミはセリカとともに外にいてくれ──と、ユリーは説明したが、今考えるとこれはどう考えても体ていのいいやっかい払ばらいだろう。


「二人はドンっと構えててください！　僕が必ず守りますから！」


　やー！　たー！　と、なぜかフルプレートで槍やりを振ふり回しながら少年が答える。どうもこの少年のなかで傷ス持カちーは「守るべきか弱い婦人」という位置づけにあるようだ。


　実際は逆なのに。


「……はあ」


「さっきからため息多いっすね」


「……そうですね、以前はしたこともなかったのですが」


「なんか心配事でもあるんですか？」


「……心配なんていくらでもあります」


　傷ス持カちーはため息と同じ角度で愚ぐ痴ちをはく。


「まず目の前のあなたが心配ですし、そこの戦線も心配です。中に入ったユリーの事も心配ですし、街の様子も気になります。洗せん濯たく物ものも干してきたままですし、今日の夕食はどうするのでしょう」


「あ、あの傷ス持カちーさん」


「それに──『あの声』の事も……気になります」


「声？」


　少年の問いに、しかし傷ス持カちーは物思いに沈しずんで応こたえない。


　そう、『あの声』。


　傷ス持カちーが戦せん端たんを開く決意をさせた、あの声。





（あああああああああ!!）





　アイの、叫さけび声。


　思い出しただけで背中が寒くなる声だった。傷ス持カちーはアイのあんな声を初めて聞いた。絶望と悲ひ哀あいが形になったような声だった。


　いったいどれほどの不幸があの子を襲おそったというのか。どれほどの絶望があの子の心を痛めつけたのか。


　アイは、今どうしているのか。


　傷ス持カちーは悩なやむ。


（泣いているでしょうか？　それとも泣けないでいるのでしょうか？　だれかそばにいるのでしょうか？　どうして私はそこにいないのでしょうか？）


　こんなことならユリーの言うことなど聞かなければ良かったと。傷ス持カちーは心の底から後こう悔かいした。


「だ」


　その頰ほおをぺちぺちと叩たたく手があった。


「……セリカ？」


「う～」


　いつの間に目覚めたのだろう。空腹満腹大明神。唯我独尊乳幼児。セリカ・ヘクマティカがいっぱいに手を伸ばして傷ス持カちーの頰を叩いていた。


「……お腹なかがすいたのですか？」


「う！」


　違ちがう！　とでも言いたげにセリカは唸うなる。傷ス持カちーはそんな赤子の主張を無視して「はいはい」とおむつや肌はだズレを確かく認にんする。


　だが、どれも違うようでセリカのぐずつきはなおらなかった。


　めったにぐずらない子なのに……。全すべての手段を試ためしてもまだ暴れるセリカを前に、傷ス持カちーが途と方ほうに暮れかけたときだった。


「『大だい丈じよう夫ぶ』って、そう言ってるんじゃないですか？」


　少年が、セリカの気持ちを代弁した。


　フルプレートの鎧よろいをがちゃがちゃと鳴らして、少年が赤子の頭をやさしく撫なでた。途と端たんにセリカは満足した様子で同じように傷ス持カちーを撫でる。


　今度は傷ス持カちーにも伝わった。


「……ええ、きっとそうですね」


　感謝を伝えるように、傷ス持カちーはセリカをそっと抱だいた。


「きっと、きっとアイは大丈夫です。みんなも無事で、帰ってきます」


　傷ス持カちーはそう信じて、待つことにしたその時だった。


『ギイイヤアアアアアア!!』


　裁判所の入り口がすさまじい叫び声を発した。


「なにごとです!?」


　目を疑う光景だった、異形とはいえ至し極ごくまっとうな建物だった裁判所が蛇へびのようにのたうっていた。


「二人とも下がって！」


　蛇は嘔おう吐とを堪こらえるように入り口を閉とざして転がり回った。その口の先ではいまも、すさまじい光と破は壊かいが暴れていた。


　そして裁判所は火薬を嚙んだように爆ばく発はつした。


『ギイイヤアアアアアア!!』


　ボロボロになって開け放たれた入り口からぽろぽろとこぼれ落ちる者達がいた。裁判所は蜂はちを呑んだ蛙かえるのように嘔え吐ずく。はき出されたのは人間達だ。


　入り口は最後に大きく鎌かま首くびをもたげ、折れた歯をはき出すようにその二人を宙に投げた。


「アイ！」


　傷ス持カちーはすぐに走り出した。
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「きゃ～～～～！」


「うわ────！」


　何とか逃にげ延びたと思って飛び出した先は空だった。十五メートルばかりの空中からアイは地上を見み渡わたす。見慣れた正門と見慣れない鉄虫、銃を構えた人々と『撃ち方止やめ！』を必死で叫ぶ警備隊長。先に下りて、心配そうにこっちを見ているディーやユリー。なんだかみんなミニチュアみたいにやたらと小さい。


　正面には赤く染まるオスティアの街があった。


　ギラギラと光る湖面のさざ波が見えた。百メートルも影かげを落として巣に帰るカラスの群れが見えた。下町のキャンプでビックリしてこちらを見つめる誰だれかがいた。


　ただいま。


　アイはどうしてか、その誰かにそんな風に言いたくなった。


　落下が終わる。


　重力に捕つかまった体が地面に近づく、たっぷり八メートル分の衝しよう撃げきに備える。


「アイ！」


　その落下地点に、なぜか傷ス持カちーがいた。


「す、傷ス持カちーさん!?　なんで！」


　自身も墓はか守もりである傷ス持カちーだ、この程度の高さでアイに危険がないことなど分かっているだろう。それなのに傷ス持カちーは左手にセリカを抱き、右手をいっぱいに空へと伸のばす。


「よっしゃ！　アイ～！　アリス～！　こっちだよ～！　ほらマキアもっと右！」


「命令するな！」


　それどころか次から次へと人が集まってきた。


「み、みなさん退どいて！　退いてください！」


「さあこい娘むすめよ！　この父の胸むな元もとに！」


「聞いてくださいよ！」


「大丈夫だ！」


　会話の通じない大男は両りよう腕うでを広げる。


「絶対おまえを、受け止めてやる！」


　断っても無む駄だだぞ！　と、ユリーはガハハと大笑いした。


「……！」


　もはや答える言葉も時間もなく、アイは人々の中に落ちていった。受けるはずの衝撃はたくさんの手を伝わって小さな傷すらつけなかった。


『～～～～!!』


　柔やわらかな手に沈みながら、アイは心から何かが逃げ、何かが入り込むのを感じていた。


「アイ！」


　傷ス持カちーがセリカと一いつ緒しよくたにアイを抱だきしめた。


「アイ！　無事でしたか!?　怪け我がは!?　痛いところは!?　苦しくないですか!?」


　びっくりするほど傷ス持カちーが心配していた。


「大丈夫ですよ傷ス持カちーさん」


　アイはそっと抱かれる力に負けないほどに、傷ス持カちーとセリカを抱き返した。


「ご心配かけて、すみません」


　傷ス持カちーはパチクリと瞬きをし、


「……はて、本当に大丈夫みたいに見えますね」


　だう！　と『だからいっただろう』とでも言いたげにセリカが威い張ばった。


「あとで、お話しします。私になにがあったのか。でも今は──アリスさん！」


「了りよう解かい──っていうわけでおっさん。そろそろ下ろしてくれよ」


「むしろ早く下りろこの野や郎ろう!!」


　なぜかユリーのところに落ちていたアリスがいやそうに飛び下りて一同をみた。


「みんな、今すぐ逃げてくれ」


　そう言って背後を指さす。


「出来るだけ遠くに、街から離はなれるんだ」


　そこではマダムが自分自身を食らっていた。


　裁判所はもはや建物とは言えない存在に変化していた。ガラクタで出来た粘ねん菌きんのような流動物が内側から壁かべや柱を飲み込み、警備についていた鉄虫たちがきーきーと鳴きながら喰くわれていった。


　マダムは、別の何かに生まれ変わろうとしていた。学校のフェンスいっぱいに広がる肉のパイは成長しきった卵にも繭まゆにも──あるいは腐くさりきった膿うみにも腫しゆ瘍ようにも見えた。


　いまはまだ、マダムは自らを作り替かえるのに忙いそがしくてこちらに向かっては来ない。だがアリスに言われるまでもなく、誰の目にも明らかだった。


　こんなものと戦えるわけがない。


「だめだね」


　しかし、そんな恐きよう怖ふをあっさりと一いつ蹴しゆうする魂たましいがあった。


「ボクは残るよ」


　ディーが、古い型の突とつ撃げき銃じゆうを抱かかえてやってきた。みな、面食らっている。似合う似合わないの問題ではない、少女と銃の組み合わせは禍まが々まがしいほどの痛ましさを人々に与あたえた。


　しかし、ディー本人はなんの感想もないようで、銃は銃としてヒョイと担ぎ、


「ここで逃げたら、ボクたちはずっと逃げることになる。そんなのごめんだ」


「馬ば鹿かな！　死ぬぞ！」


『伊だ達て市長』ことオスティア市を率いるベンドー・グラムが顔を真っ赤にしていった。


「死ぬだけさ」


　慣れない手つきで初しよ弾だん装そう塡てんをしたディーは重たそうに銃を掲かかげた。


「いつか死ぬんだ。ならボクはべつに、今日でもいい」


「馬鹿を言うな！」


「死にたくない人は逃げてもいいよ。ボクが守ってあげるからさ」


　挑ちよう発はつするようにニコリと笑い、


「──ところでこの銃ってトリガー引いたらもう撃うてるの？　よく分かんないんだけど」


「……安全装置がかかったままです。ディー・エンジー」


　すっと、髭ひげ面づらの警備隊長が歩み出てディーの銃を見てやった。


「……我々も残りましょう。あなたとともに」


　隊長の部下達が次々と続いた。彼らは託たく宣せんに打たれた教徒のように、ディーの言葉を受け入れていた。


　しかし、ディー本人はあくまで素っ気なく、「そっ」とうなずくのみだった。


「待て！　待ってくれ！　それしか道はないのか!?」


「ない。さもなければオスティアは二度と復興なんか出来ない」


　あっさりと告げられた未来に、全員が背筋を凍こおらせていた。だが彼らにはディーがいう以上の方法など持ち合わせてはいなかった。





「だったら俺がやる」





　アリスが言った。


「俺が、マダムを止める」


「……どうやってさ」


　苦虫を千匹びきもかみつぶしたような顔で、ディーが問うた。


「もちろん俺の能力でだ……説明は難しい。とにかくみんな俺を信じて街に逃げてくれ」


「！　またそうやってキミは……ちょ、こら、放せベンドー！」


　わーわーとわめくディーを押さえてベンドーが言った。


「小こ僧ぞう、貴様の言うことを聞いてもいい。……手があると、貴様が言うのなら本当にあるのだろう。だが一つだけ答えてもらう」


　彼を誕生の頃ころから知る男はがっしりとアリスの肩かたを抱いた。


「──ちゃんと、帰ってくるんだろうな？」


「…………」


「貴様また、皆みんなを逃がすために自分の命を投げ出す気ではないだろうな？」


「……ああ」


　アリスは応こたえた。


「そんな気はないよ。こいつ等にも残ってもらうつもりだしな」


　そう言って、アリスはアイの頭をぽんっと叩たたいた。アイはちょっとびっくりした。てっきり逃げろと言われると思った。


　アリスは「なんだよ」と少し怒おこったような顔で言った。「なんでもありません」とアイも笑った。


　ユリーと傷ス持カちーも当然という顔でうなずく。ディーが「ボ、ボクも残るからね！」とあわてて付け足している。


「そうか……」


　ベンドーは笑って、納なつ得とくしたようだった。


「決まりだ！　アリス以下数名がこの場でマダムを引き留める！　ほかの者は全力で街に下り！　避ひ難なんの手伝いに当たれ！」


「しかし市長！」


「隊長！　この場での決定権は市長である私が持っている！　従ってもらうぞ！」


「～～！　仕方がない。急げ！」


『応！』


　それからの動きは速かった。人々が蜘く蛛もの子を散らすように駆かけ出して、止めてある車に飛び込んでいく。武器も防具も人間もなにもかも適当にぶち込んでエンジンを回す。


『ガチガチガチガチ』


　人が散るのと同時に、マダムの表面が泡あわだった。ガラクタで出来たパイは発はつ酵こうがすすんだようにボコボコとはじけ、泡の一ひと粒つぶ一粒から誰にも望まれない子供達を生み出していた。お菓か子しの空箱で出来たサイ。船と車を組み合わせた犬。新聞紙で作られたウェディングドレス。マダムが生み出すのは子供が形だけまねして作った玩がん具ぐのようなものたちばかりで、その殆ほとんどが役に立たずに転がっていった。


　だが中には機能するものもあった。


『ガチガチガチガチ！』


　拳けん銃じゆうで作られた歩兵、のこぎりで作られた蟷螂かまきり、包丁で作られた雀すずめ蜂ばち、虫のように小さなものから古いにしえの竜りゆうほど巨きよ大だいなものまで、同じものなど一つとしてない異形の軍団が泡からこぼれて走り出した。


「出せ出せ出せ！」


　最低限の撤てつ収しゆうを終えた車が次々と正門を離れて坂を駆けていく。


「なにやってるんだ、すぐに出せ！」


　そのなかでエンジン始動にもたついた一台があった。


「まて！　せかすな！　よしかかったぞ！」


　羽を持った五匹先行、弾だん丸がんのような速度で広場に落ちる。一体はアイ、一体はアリス、残りの三体は異能者達が引き受ける。


　六体目の雀蜂が車を襲ったのはそのときだった。


「うわぁぁぁぁぁ!!」


　アリスがすばらしい反応を見せた。目の前の一匹ぴきを牽けん制せいしながらいつのまにか手にしていた自動小しよう銃じゆうで車を襲おそう鉄虫の眼めと羽を吹ふき飛ばしていく。


　しかし、


『なに!?』


　運転手とアリスの顔が驚きよう愕がくにそまる。鉄虫はもう『破は壊かいされれば破壊される』ような柔やわな存在ではなくなっていた。


『ガチガチガチガチ！』


　砕くだけた眼球が砕けたまま機能し、折れた羽は折れたまま再生した。


　もはやすべての鉄虫がマダムそのもの。


　水を切ることは出来ないように。砂を折ることは出来ないように。


　壊こわれているものを壊すことは、出来ない。


『うわぁあああああ!!』


　再生した鉄虫がガヅンっと車にとりつく。アリスがさらに発はつ砲ぽう。鉄虫は再び破壊される。


『ガチガチガチガチ』


　だが死んでいるものを殺すことは出来ない。


「も、もうだめだ～～～～!!」


　それが出来るのは──、





「駄だ目めだなどと、いうものではありません」





　一いつ閃せん。


　戦場の隅すみで銀の刃やいばが閃ひらめき、一いち握あくの土つち塊くれがはじき飛ばされた。土塊はゆっくりとほどけながら十メートルの距きよ離りを飛び、鉄虫の背中に当たるとぱしゃりとはじけた。


　それだけのことで、


　どう、と不死身の怪かい物ぶつは大地に還かえった。


「しっかりしてください。人間とはもっと、生き汚ぎたないものでしょう」


　銀の刃は鈍にぶく輝かがやくショベルであり、その持ち主の胸むな元もとには輝く赤子がいた。


　右みぎ眉まゆに傷を持つ墓守。傷ス持カちー。


「セリカ。危ないのでじっとしているのですよ」


　だう！　と元気に返事をし、セリカは世界一安全な場所で丸くなる。


　傷ス持カちーは抱だき布をしっかりと縛しばると、反対の手にもショベルをとった。


「アイ！」


　左ひだり腕うでが振ふるわれる。アイは反射的に目の前に飛んできた物体を摑つかまえる。


　それはアイのショベルだった。
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「どうやら私たちの技わざは有効のようです！」


　言う間に傷ス持カちーは動いている。目にもとまらぬ速度でショベルをふるい、鉄虫たちを片かたっ端ぱしから崩ほう壊かいさせていく。


「アイ！」


　促うながす声を聞きながら、しかしアイは三秒だけ躊躇ためらうことを自分に許した。


　母が死んでからずっと、アイのそばにいたショベル。いつだってアイの虚きよ勢せいを支えてくれた夢と希望の象しよう徴ちようだったショベル。何度も助けてくれたショベル。


　でも一度も救ってはくれなかったショベル。


「ん……」


　アイは冷たい刃におでこをくっつけて、離した。


　ショベルはいつもどおり、なにも答えはしなかった。


　ズシャリ。銀の刃が大地に突つき立つ。アイはショベルにすがるように顔を伏ふせて鉄虫をまった。すでに羽を持たぬ者達も這はい寄っている。ヘドロの象が脚あしを振り上げ、宝石の案か山か子しがエメラルドの手で殴なぐりつけてくる。


　銀光閃く。


　ぱしゃりと、水がはじけたような音がそこかしこで響ひびいた。それだけで鉄虫たちはもう動けなくなっていた。ただ、一握土をかけるだけの略式埋まい葬そう。以前のアイなら絶対に選ばなかった手段。


「さあ！」


　ショベルを突き立ててアイは宣言する。


「この場は私たちに任せて、早く逃にげてください！」


「！　わかった！」


　最後の一台が坂の下へと消えていった。


　しばし、アイの意識は白く染まり、剣戟の中に身を投じた。


　気づいた時には残骸の中に立ちつくしていた。


「わりーわりー助かった。まさか鉄虫まで不死身になってるとはな」


　取り残された武器を回収して一人一個小隊みたいになったアリスがやってくる。


「大だい丈じよう夫ぶですか、アリスさん。あなたの『案』とやらは」


　アイは不安に顔をゆがませた、アリスが鉄虫を食い止められると言ったのは敵の不死性が判明する前の話だ。もしかするともう使えないかもしれない。


　だがアリスは「問題ない」とうなずくのみだった。


「それより街のみんなは全員脱だつ出しゆつしたか？　ディーはどうした？」


「マキアさんが持っていきました」


「持っていった？」


「ええ、ディーさんは『ボクも残る～～～～～～!!』と叫さけんでいましたが、マキアさんが問答無用で、こう麦むぎ袋ぶくろみたく、担かついで」


「ナイスマキア。──じゃあ残ったのはこの三人か」


「そんなわけがなかろう！」


　声が響いた。


「この俺が！　娘むすめ達をこんな危険なモノのそばに置いて逃げると思うか！」


「あ！」


　遠くから、懐なつかしい青い車がやってきた。


「おーおっさんこっちこっち──って近い近い！　おっさんブレーキブレーキ！」


　車はアリスを轢ひくぎりぎりのところで停とまった。


「……ああ、そうだとも。こんな危険なモノのそばに娘を置いていてはいけない……早急に削さく除じよすべきなんだ……」


「おっさん！　おっさーん！　なんで俺を見る!?　危険なモノはあっちだろ!!　アイ！　おまえからもなんか言ってくれ!?」


「くるまだー」


　アイはなんか言って目の前にやってきた青色をなでた。


　車はアイの旅を助けた。あの青い車だった。その色は記き憶おくにある懐かしい色よりもかなり霞かすんで、深くなっていた。


「三人とも遊んでないでどうするのか決めてください。第三波と四波、同時に来ますよ」


　一いつ瞬しゆん、和なごんだり、首を絞しめたり、絞められたりしていた三人はハッと我に返った。鉄虫たちはいつの間にか単純に突とつ撃げきすることをやめてこちらを包囲しはじめていた。それだけではなく第四波からの個体は傷ス持カちーの放つ土塊をよける動作まで始めている。


　鉄虫たちは成長していた。


「みんな乗り込め！　おっさん出せ！」


「おうさ！」


　ユリーがアクセルを踏ふみつぶす。


　青い車は元気よくガソリンを消化してすばらしい加速で包囲を抜ぬけた。


「うおおおおお!!」


　足の速い三匹びきが回り込んできた。アリスが羽を打ち抜いて落っことす。アイは窓から身を乗り出して箱乗りし、地面をひっかくようにして土塊を飛ばす。


「よっしゃ抜けた！　ざまあみろ！」


　ぱんぱんにふくらんだタイヤがガラクタを蹴け散ちらし、オスティアの下り坂へと一気に駆ける。


　ぱすん。


　その五メートル手前だった。


「あれ？」


　青い車は快晴に放たれた屁へのような音を立てて、加速をやめた。


「え？　な、なにごとですか」


「整備不良だろうなぁ。なんせ半年もほったらかしだったから」


　ユリーが『納なつ得とく』みたいな感じで言った。妙みように癪しやくにさわる声だった。


「ど、どどどどうするんですか!!」


「外に出て押してくれ！　とにかく坂に落としさえすれば！　──いや、もういい！　じっとしていろ！」


「どっちですか！」


「じっとしてるほうだ！　全員衝しよう撃げきにそなえろ！」


　アイは体を捻ひねって後部ガラスを見つめた。


　その向こうでは波のようにひしめく鉄虫たちがいた。


「口を閉じてろよ！」


　アイはそのようにした。


　二秒後、車内はミキサーにかけられた。


　アイは、自分は死んだら苺いちごのジェラートになるんだと思った。


　意味はよく分からなかった。
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　水すい滴てきが集まって水となり、水が集まって川となり、川が集まって海となるように。


　ガラクタは集まって、波となった。


「アイ、起きろ！」


「うううん……いいえ私は苺です……」


「起きろ苺！」


「……ほえ？」


　目覚めるとそこは懐かしい青い車のなかだった。


　だがどうもおかしい。青い車はこんなに車高が高かっただろうか？　それこそ民家の屋根を飛び越こすくらいに……。


「な、ななな、なんですかこれ!?」


　アイは目をむいて窓に飛びついた。


　青い車はさながら急流に浮うかぶ木の葉のように、鉄虫の波に乗っていた。


「しー！　騒さわぐな！　こいつら、まだ俺たちに気づいてないんだ！」


「えええ～～!?」


　信じがたい話だが、どうやら本当のようだ。第三世代の鉄虫たちはアイ達の攻こう撃げきを学習して物量作戦で攻せめてきたが、しかし学習する理由についてはからっと忘れてしまったようで。「はて、自分たちは何をしているのだろう？」とばかりにドロドロドロドロ坂を下っている。


「ユリーさん！　はやく！　はやくエンジンかけて！」


「いまやってる！」


　きゅるきゅると、セルモーターを回す音が周囲に響く。だがその音は同時に、鉄虫の興味を引いていた。


　車の周囲の鉄虫たちが『なんかこれちがくない？』『どれー？』とばかりに青い車に興味を示している。遮しや断だん機きの蟷螂かまきりがごいんとボンネットを叩たたき、信号機のクモの目が青から赤に変わる。


「ユリーさん……はやく、もうすぐ気づかれちゃいますよ……」


「分かってる……」


　おそらくもう一度、セルを回したら鉄虫たちは気づくだろう。ユリーは大きく深呼吸すると一、二の三で……、


　きゅるきゅるきゅるきゅる！


　鉄虫たちが『これ違ちがう！』と気づいた。


「頼たのむ！　かかれ！」


　波が割れ、鉄虫たちが各おの々おのの武器を振りかざした。だがお互たがいに連れん携けいがとれているわけではない攻撃は百足むかでが蹴け躓つまずくようにこんがらがってぐちゃぐちゃに絡からんだ。


　青い車は鉄虫の波を滑すべり落ちて地面に衝しよう突とつしようとした寸前、


　ドルルン。


「ようしかかった！」


　車はいままでの不調など知らぬ顔でなだれ落ちてくる鉄虫をサーフィンのように凌しのいだ。テールスライドから波を駆かけ上り、トップスに飛び出すカットバックドロップターン。


　ぼうん。サスペンションが悲鳴を上げて、青い車は大地に戻もどった。


「ユリーさんすごい！」


「わはははは！　どんなもんだ！」


　運五割と偶ぐう然ぜん四割を、全部自分の手て柄がらにしてユリーはわははと大いに笑う。助手席にいた傷ス持カちーだけが、ただ単にアクセルをベタ踏みにしていただけという事実を知って引きつっている。セリカはずっと寝ねている。


「おし、そろそろやるか」


　後部ドアを開けてアリスが、


「みんな、聞いてくれ」


　ジャンパーの裾すそをばたばたと煽あおがせて皆みんなにいった。


「今から一分だけ、俺を集中させてほしい」


「……それはいいですけど」


　アイもやはり、ベンドーの言葉が心配だった。


　アリスはやはり、自分の命を犠ぎ牲せいにするつもりではないのか？


「大丈夫だ」


　アリスはくしゃりとアイの頭を撫なでた。


「俺はもう、死ぬ気はないよ」


「……分かりました。一分ですね」


　ショベルを構え、自分も外に出る。


「私に任せてください」
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「ひゃっほーう！」


　こんなときだというのに、アイは歓かん声せいをあげていた。さっきユリーがやったのをみたときから、密ひそかにやりたいと思っていたのだ。


「こおらぁ────!!」


　ユリーが真っ赤になって怒ど鳴なっている。アイは聞こえないふりでショベルを踏み込みスピードを上げる。


　名付けて、波乗りならぬ鉄虫乗り。


「いやっほー！」


　アイはいま、ショベルをボードに、鉄虫を波に見立ててライド・オン・チューブ。浜はまの視線を独り占じめだった。


「危ない！　こら！　アイ！　やめなさい！」


「いや、でもおっさん、あれ意外と理にかなってるぜ。鉄虫の注意を引けるし、機動力もあるし、けして遊んでるわけじゃ──」


「そうですよ！　遊びじゃないんですよ！　ひゃっふーい！」


「……まあ、遊んでるけどな、あいつ」


　アイはローラーコースターから地面を削けずるスラッシュバック。雪崩なだれ落ちしてきたチューブを三十メートルも滑り抜けてボトムターンから月を飛び越えるようなオーバー・ザ・ムーン。


　ついでに土をはじき飛ばして車のほうにいく波を崩くずしておくことも忘れない。本当に、遊んでいるわけではないのだ。


「さてっと」


　ある程度波を落ち着けたアイはトップスを流しながら青い車の天てん井じように視線を転じた。


「──────っ」


　そこで、アリスがすさまじい集中力を発揮していた。もはや鉄虫すら眼中にない様子で宙を見つめている。


（いよいよですね）


　アイは、アリスがなにをしようとしているのかぼんやりとだが予測していた。


　マダムは「義手義眼を自己として認にん識しきし操あやつれる死者」である。目の前に迫せまる鉄虫たちは、いわばマダムの義手義足なのだ。いくら自己を肥大化しようがその関係性が『本体と擬体』であることは変わらない。


　つまり、マダム本人の死体は別に、存在するということだ。


　ではその死体はどこにあるのか。一カ所に固まっているのか？　それともバラバラになってガラクタ達と混ざり合っているのか？


　おそらく後者だろうと、アイは予測する。


（サァアアアアアア、心臓をオオオオオ、抜いてご覧ナサイイイ！　もっともォ！　私にそんなものがァァァ！　残っていればのォ話ですがネェエエエエエエ!!）


　先ほどマダムはそう叫さけんでいたが、「残っていれば～」と言う言葉は少しおかしい。普ふ通つうなら「見つけ出せれば～」と言うはずだ。この言葉から推測するに、もしかするとマダム自身も自分の心臓がどこにあるのか知らないのかもしれない。


　さらに裁判中に忍しのび込んだ裁判所の内部構造もアイの推理を裏付ける。あの建物が人体を模した構造になっていたのは部位ごとに拡散した結果だろう。


　アリスはおそらく、その拡散した本体を拳銃喰らいブザービーターで撃うち抜ぬくつもりなのだ。アイは青い車へと視線を飛ばす。アリスはいまごろ集めた重火器をセットしているはずだった。


　だがアイの予想は外れることになる。


（え？）


　風になぶられるアリスが持つのはただ一本の火か炎えん瓶びんだけだった。
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〝拳銃喰らいブザービーター〟


〝投げたものを狙ねらった場所に当てる能力〟


　アリス・カラーは自分の異能をいつもそのように説明する。


　だがそれは説明を簡素化したもので、アリス自身はもう少し違う形で自己の異能を認識していた。


（拳銃喰らいブザービーターの真の力。それは『命中確率を底上げすること』だ）


　ボンネットの上で風にあおられながら、しかしアリスはそんなものをすべて無視して集中を高める。自身の能力を強きよう烈れつに意識し、深層心理にまでたたき込んでいく。


（百分の一を先頭に。千分の一を真っ先に持ってくる。俺にはそれが出来るはずだ）


　アリスは自身の能力を〝確率操作〟だと認識している。


　たとえば能力名の由来となった銃じゆう弾だんを撃ち落とす技わざがそうだ、アリス自身は銃弾など見えていないのに能力は問題なく発動する。この現象は拳銃喰らいブザービーターの狙う対象が『概がい念ねん』であり、その本質が『確率の操作』であることを示している。


　これは彼の能力の生おい立ちに由来する。


　アリスが能力に目覚めたのは『二十五メートルも離はなれた場所からのシュートを決めたかったがため』であり、本人はその不可能性をよく知っていた。二十五メートルという距きよ離りはもはや視覚的な『狙い』など意味のない領域にあり、そうでなくともアリスは生来『狙う』という行こう為いが苦手だったのだ。それは彼がどれだけ努力してもレギュラーメンバーになれなかった原因の一つでもあった。


　だからそのとき、アリスは当然『狙って』などいなかった。ただ、投げれば入るかもしれないという、その可能性に賭かけただけだ。


　故ゆえに、拳銃喰らいブザービーターもまた、『狙い』などしない、ただ可能性をいじくり回す。


　百分の一を先頭に、千分の一を真っ先に、万分の一を引き当てる。


　だがしかし、ここでいう確率はアリスの認識に左右される。アリスは[image: ]パーセントの確率を引き当てるが、その反対に99パーセントの確率を外すことがある。


　たとえば、もしもアリスが１メートル先にいる赤ん坊ぼうを撃ったとする。しかしその弾だん丸がんは、むしろ確実に外れる。


　なぜこんなことになるのか？　それは拳銃喰らいブザービーターが底上げする確率が客観的なものではなく、あくまでアリスの認識を参照するからだ。


　アリス・カラーという人間は、万分の一の弾丸を撃ち落とす絶無の可能性を容易に想像してのける。だが、彼は、自分が赤子の手を捻ひねり殺すことを、どうしても想像することが出来なかった。


　それはあなたがやさしいからですよ、とアイならば言うだろう。


　だが、今は──


（それじゃ駄だ目めなんだ！）


　アリスはどう猛もうな笑えみを浮うかべて虫の波をみやる。


　拳銃喰らいブザービーターはアリスの本質に従って『暴力』を忌き避ひする。


　だがそれでも、撃たねばならない時がある。本質に逆らって破は壊かいの力を振ふるわなければならないときがある。そんな時はどうすればいいのか。


　答えをアリスは知っている。過去の自分に学んでいる。


「うぉぉぉおおおおおおおおぉお!!」


　叫ぶ。獣けもののごとく、悪あつ鬼き羅ら刹せつのごとく叫び声を上げて火炎瓶に火をつける。


　もし、それでも破壊を望むというのなら、


　本質の方を変えればいい。


　強く、強く思う。相手を殺せる自分を思う、やさしくない自分を、修しゆ羅らのごとき自分を、赤子の手を捻り、友を殺し、世界を殺す自分自身を。ただただ強く思い描えがく！


　バリン！　アリスの手の中で瓶が砕くだけた。油が右手をつめたく冷やし、次いで地じ獄ごくのように熱し始めた。


「アリスさん！」


　アイの声、もう聞こえない。


「アリスさん！」


　熱も痛みも感じない。アリスは炎ほのおを鷲わし摑づかむ。





「燃やしつくせ」





〝終わりの笛ブザービーター〟





　魔ま炎えんはいま、放たれた。
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　その炎はゆっくりと飛んでいった。


　炎はアリスの手から一ひと滴しずくだけ抜けだした蠟燭ろうそくの火よりもはかない人ひと魂だまだった。人魂は海に落とされたランタンのように心細く沈しずんでいった。


　波はたやすく光を呑のんだ。


「アリスさん！」
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　波の最頂点を蹴けって、アイは一息にボンネットへ飛ぶ。


「なんてことを！」


　車の上はなにかの錯さつ覚かくのように奇き妙みように明るかった。アリスの右みぎ腕うでに炎がからみついている。アイは泣きたくなる気持ちを押し殺してジャンパーの袖そでを引っこ抜く。


「なんてことするんですか！」


「わめくな……頭が痛い……」


「わ、わめくなとはなんですか！　いったい何のつもりで──」


「……見ろ」


　アリスが指さす。いうことを聞く気なんてなかったのに、焼けただれた右手の迫はく力りよくが有う無むを言わせず視線を操った。


　火の粉は鉄虫の一いつ匹ぴきにへばりついて、まだかろうじて燃えていた。


　その鉄虫が炎に気づいた、蟷螂かまきり型の右手を煩わずらわしげに振り上げ、小さな炎を無造作にたたきつぶす。


　しかし、炎は消えるどころか、その腕うでにとりついて逆に大きくなっていた。


　鉄虫は少しあわてて腕を振り回し、辺りに押しつけて消そうとする。


　しかし、炎はいかなる偶ぐう然ぜんか、消えるあと少しのところで生き延びて少しずつ大きくなっていった。


　鉄虫はいよいよ焦あせりだして炎をばたばたと叩はたいたが、その度たびに炎は大きくなって、やがてその個体を火だるまにした。


　その段になってようやく鉄虫の免めん疫えき系が動き出した。火だるまの個体はすぐさま病変認定されてキラー個体に八やつ裂ざきにされた。炎はようやく消し止められて、わずかな火の粉ことなって辺りに散らばるのみだった。


　その数およそ百。


　──そして火の粉は鉄虫の上に降り注ぎ、


　同じことを始めた。


「これは──」


　波が燃える。


　ぱちぱちと、今や音に聞こえるほどの勢いで、火の粉が鉄虫を焼いていた。宵よい闇やみに異い臭しゆうが立ちこめる。西の湖に沈んだ太陽が、東の山を焼き始める。


『ギイイイイイヤアアアアアア！！！！！！』


　鉄虫たちは炎を消そうと懸けん命めいの努力をした。消火器の熊くまがその中身を盛せい大だいにぶちまけ、バッタの飛行機が炎から逃のがれようと飛び上がった。


　しかし、炎は呪のろわれているかのごとき幸運で消火を免まぬかれ、宙を舞まい、鉄虫を焼く。


「こ、こんな──」


　アイは戦せん慄りつとともに目の前の光景を見つめる。


　不死身の鉄虫たちは地獄の責め苦のごとく延々と焼かれ続けた。尋じん常じようではない炎はいかなる偶然か鉄虫だけにしがみつき、街には一いつ切さいその舌を伸のばそうとしない。この光景がアリスによって作り出されたのだとは分かる。あの炎は味方だと、理解はできる。


　だが、この禍まが々まがしさはなんだ。この、吐はき気けに似たおぞましさはなんなのだ。この燎りよう原げんの火は、いったいどこの地獄から漏もれ出たものなのか。


「アリスさん……」


　アイはぎゅっと袖を握にぎった。


「なんだ……？」


　そうのぞき込む瞳ひとみには、まるでそこが始まりの場所だったかのように地獄の炎が映り込んでいた。


　一いつ瞬しゆん、誰だれか知らない人かと思った。


「……わりぃけど、質問はあとにしてくれ……」


　だがアリスはすぐにいつもの笑みを浮かべ。


「もう、俺げんかい──」


「え？　え？　えええ～～!?」


　がっくりと意識を失ってアイの体に倒たおれかかった。


「ちょ、ちょっと！　ええ!?　これ、どうすればいいんですか!?」


　アイが叫さけぶ間にも、青い車は遁とん走そうし、鉄虫は炎の中に取り残された。


　こうして、この夜はひとまず、オスティアの勝ちに終わった。





　末すえ恐おそろしいことにセリカは最後まで起きなかった。












　　　　IV




　アイは全く知らなかったが、三万の市民達はここ数日、大いに揉もめていたらしい。それはマダムと戦う戦わないというレベルのものではなく、共同体の存続に関かかわる議題だった。


　現在のオスティア市民は──一部の地元民をのぞけば──『アリスに助けられた』という共通点しか持たない集団でしかなく、この街にとどまる価値を見いださないもの達は千人単位で存在した。また、残るもの達にしても、マダムとの敵対を望まず、アリスの自己犠ぎ牲せいを受け入れよと主張する者も当然のごとく存在した。


　全員をまとめ上げるのは、もとより不可能な事だった。


　そこでベンドー等、市議会員はオスティアを二つに分断することにした。


『戦わない者』ならびに『戦えない者』は湖こ畔はんを挟はさんだ反対側の街へと避ひ難なんし、山側には戦いを望んだ者達だけが残っていくつもの基地を作っていた。


　このキャンプもそのひとつだ。





　パチパチと燃えるドラム缶かんの横で、アイはアリスの手当てをしていた。


　辺りには同じ規格のテントが複数並び、赤々と燃えるドラム缶が点在していた。ここは、オスティアのガイドブックには必ず載のっている老舗しにせホテル。スカーゲンの駐ちゆう車しや場じようだった。


　ちらりとアイはよそ見をして、背後の建物を仰あおぎ見る。百年の歴史を誇ほこる建物はこの十数年の風害をものともせずにどっしりと構え、今は前線基地として市民達を支えていた。ときおり漏れ聞こえる怒ど声せいはなかで行われている会議のものである。そこではいま街の行く末を占うらなう重要な会議が行われており、傷の手当てが終わったら二人もそちらに行かなければならない。


　そして手当てはいま、終わった。


「──はい、できました。微び調ちよう整せいは自分でしてください」


　包帯の端はしを折り込んで、アイはぽんっと肩かたを叩いた。


「サンキュ」


　アリスは簡単に礼をいって、早さつ速そく抜ぬき打ちの練習をして包帯が邪じや魔まにならないか確かめている。


　その姿を見てアイは「はぁ……」とあきれながら救急器具を片付ける。


「具合はどうですか？」


「悪くない。けど、ちょっとグリップが甘くなるかな」


「そういう意味で聞いたのではないのですが……」


『？』とアリス。本気で意味が分かっていなそうだった。


　はぁ……ともう一度ため息を吐ついてアイは救急箱を閉じた。


「……火傷やけどの具合を、私は聞きたかったのです」


「ああ、これか」


　アリスはなんでもないことのように右手を振って、


「別にたいしたことじゃ──」


「噓うそですね」


　言い終わる前に言ってやる。アリスは舌を嚙かんだような顔をして、


「う、噓ってなんだよ」


「言葉通りの意味です。自分で自分の手を焼いて、あんな事した人が何言ってるんですか。あれが『たいしたことない』んなら、この世に『たいしたこと』なんて存在しません」


「むぐ」


「……隠かくさないで、くださいよ」


　アイは膝ひざを抱かかえて遠くの丘おかを眺ながめた。なんだか、ひどく悲しかった。アリスのそんな態度が泣きたくなるくらい、悲しかった。


「……あの炎ほのおは、なんなんですか？」
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　そこでは未いまだ燃え尽つきぬ炎が鉄虫たちを焼いていた。


「あなたの能力は、あんな事が出来たのですか？　──噓をつかないで教えてください」


「っぐ、別に噓なんかつく気はねーよ」


「そうですね、本当の事を言わないだけですよね」


「…………」


「アリスさん」


「わかった、わかったよ、話す。……だからそんな顔すんな」


〝降参〟とばかりに両手を上げて、


「あれは、俺の能力の応用だよ……」


　アリスは話した、自身の持つ拳銃喰らいブザービーターに裏の性質があること。その性質が確率操作であり、炎をコントロールしたこと。


「……なるほど。そういうことだったんですか」


　一応、納なつ得とくした。


「でも。そんなことして……危なくないんですか？」


「実は結構やばい。もともと半自動的な能力だからさ、今回みたいに範はん囲いの広いことやると結果が予測つかないんだ。あの火もいつ燃え尽きるのかとかさっぱり分からん。これ、〝変成〟つって結構やばいことなんだ。本人にもコントロールの出来てない異能なんて天災と一いつ緒しよだからな、何が起こるか──」


「あ、いえ、そういうことではなく」


　言葉を途と中ちゆうで遮さえぎった。


「あん？　じゃあなんだよ」


　また、アリスはアイの言葉を勘かん違ちがいしている。『危なくないか』とは能力の事を聞いたのではなく、


「そうじゃなくて……あなたの体は、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」


　聞きたかったのは、そこだった。


　理り屈くつは分かった。理論も分かった。ただ、あれだけの炎。あれだけの地じ獄ごくを生み出すことに、リスクがないとは思えなかった。だからアイは聞きたかった。アリスに大丈夫だよと言ってもらいたかった。


「ああ、なんだそんなことか」


　なんでもないことのように、アリスが頭かぶりを振ふった。


　それを見た瞬間、彼が次に何を言うのか、分かっていた。





「大丈夫だよ」





　アリスは言った。


「この右手の火傷は本当にただの火傷だよ。安心してくれ」


　それは望んだ通りの言葉だったのに、


「それもお前が手当てしてくれたし、ばっちりだ」


　アイはもう、アリスの言葉など聞いてはいなかった。ただうつむいて膝ひざ小こ僧ぞうの間に頭を埋うずめた。


「他の傷もないから、安心してくれよ…………って、なんだよ、腹でも痛いのか？　拾い食いでもしたか？」


　下手なごまかしのようにアリスが笑う。その顔をゆっくりと視界に収めて、アイは彼を絶句させた。


　最初の涙なみだが顎あごから落ちた。


「……アリスさんの、噓つきぃ……」


「な、なんだよ噓って」


　アリスはまだ、自分がなにをしたのか気づいていない。


「危険がないなんて、そんなの噓に決まってるじゃないですか……」


「…………!?」


　その顔色が初めて変わった。


「……アリスさん。あなたはさっき、どうして私が怒おこったのか、悲しかったのか、ちっとも分かってないんですね……」


「な、なんだよ」


「私は別に、あなたが危ないことをしたから怒ったわけでも、それで怪け我がをしたから悲しかったわけじゃないんです」


「…………」


「ただあなたが、それを隠そうとしたことが、悲しかったんですよ……」


「ち、ちが！　そんなことは……」


　ここまで言って、アリスはようやく、自分がした事に気づいたようだった。


「いや……お前の、言うとおりだな」


　過あやまちを認めてからは、彼は早かった。居住まいを正して深々と頭を下げて、


「ごめん」


「やっぱり、危険がないなんて、噓なんですね……」


「いや、まあ、少しだけ、な……」


「あなたは、いつもそうですね」


　微び動どうだにしない後頭部に向かってアイはまったく容よう赦しやのない言葉を吐はく。許してなんかやらないのだ。


「一人で決めて、一人でやって、周りのみんなには危険があったことさえ気づかせようとしない。それはとても誇り高い、優やさしいことだと思います。……でもね、アリスさん。それがばれたとき、周りの人は、私は、どんな気持ちになると思いますか？」


「…………」


「知りませんでしたか？　こういうとき、私は、悲しくなるんですよ……」


　言葉とともにもう一ひと粒つぶ、涙がこぼれた。


「私が危険を避さけられたって、あなたがその分だけ危なくなったんじゃ、全然……うれしく、ないですよ……」


「すまん」


　アリスはまだ頭を上げようとしない。


「俺が、悪かった」


　その顔は苦く渋じゆうに満ちみちていた。


「わざとじゃないんだ！　今だってお前に言われて初めて気づいて自分でもちょっとおどろいてるくらいで──」


「よけい悪いです」


「ですよねぇ！」


　めずらしくアリスが全面降こう伏ふくだった。その上とてもへこんでいる。


　アイはちーんと鼻をかんで、ひとまずのところ許してやった。


「本当の事を言ってください」


「……わかった」


　なにやら自分自身にショックを受けているアリスは、そこから先は誤ご魔ま化かさなかった。


「異能者にもさ、あるんだよ……死者が〝我が儘まま〟になり、墓はか守もりが〝壊こわれ〟、生者が〝狂くるう〟みたいな、デメリットがさ……」


　ぽいっとアリスが足あし下もとのゴミを拾ってドラム缶に投げた。ゴミは狙ねらい過あやまたずにドラム缶に入ってめらめらと燃えた。


「──異能は〝変成〟するって、そういう風に言われているんだ」


「変成……ですか？」


「ああ、俺たち異能者は願いに応じて異能を得る。……でもその異能は多くの場合、ちゃんと願いを叶かなえないんだ」


　もう一度、二度、と、アリスはゴミを投げ続けた。ゴミはすべてドラム缶かんに入った。


「そうなるとその人間は異能に引っ張られる。まるで百回も唱えれば噓が本当になるみたいに、異能をねじ曲げて本来の願いを叶えようとする。……そうなると異能はどんどん変化していって、そいつは人間とは別の存在になってしまうんだ……」


「だったらもう、そんなのはやめてください」


「……はい」


「今度やったら私また、悲しくなりますからね？」


「……はい」


「それでもやっちゃったときは、正直に白状してくださいね。誤魔化そうとしたら、また泣きますからね？」


「……はい」


「その時はちゃんと慰なぐさめるんですよ？　今日みたいにあとでお菓か子しとかお茶とか一いつ杯ぱいおごるんですよ？」


「……いや、駄だ目めな場合の約束するのは違ちがうだろ。っていうか俺、このあとお前におごるのかよ……」


「分かりましたか？」


「……はい」


「本当ですか？」


　はい。とアリスは一いつ切さい反論せずに返事し、


「いや、でも今回のはホント俺も凹へこんでるんだよ。全然意識せずに隠してたからさ……」


　それからアリスは途方に暮れたように遠くを見つめてため息を吐き、


「ごめん、アイ」


「なんです、いきなり？」


「先に言っとくけど、俺きっとまたお前を悲しくさせたり、泣かせたりすると思う……」


「ちょっと、止めてくださいよ」


「もちろん、出来るだけ避けようとはするけどさ。……土ど壇たん場ばのところで、きっと俺は自分の命を軽く見積もる」


　言って、アリスは包帯の巻かれた右手を見つめた。


「十五年間ずっと、自分の消しよう滅めつを願ってきた……偽にせ物ものの俺が完結するのを夢見てきた」


　息を呑のんだ。


「昔はこんなじゃなかった、はずなんだけど……それももう、思い出せない……」


　それは十五年前に消滅し、冥めい府ふの底から呼び戻もどされた彼だけが知る虚きよ無むだった。すでに存在すらしていないのに、それでも自らの消滅だけを求めて〝死に続けてきた〟彼だから知る絶望だった。


　言わばこれがアリスの〝変成〟。


「なんで、こうなっちまったのかな……」


　むろん、それは夢のため。それほどの覚かく悟ごで挑いどまねばならない夢をアリスが見たからだ。


　だが、描えがいた夢も叶って消えて、残ったのは夢の枠わく組ぐみだけになってしまった。


　その枠組みはもう、どうやっても、自らに価値を見いだせない。


「だったら私が、いつでも思い出させてあげますよ」


　だがここに、その枠組みこそに価値を見いだす人間がいた。


　役目を終えた残ざん骸がいをつかみ、連れて帰った人がいた。


　バチン、と、


　アリスの頰ほおを、熱くて小さな両手が勢いよく挟はさみ込み、燃える瞳ひとみがのぞき込んだ。


「あなたが内ない緒しよで危険を被かぶろうとしても、もう無む駄だです。私が必ず気づきますから」


「……アイ」


「あなたが誰だれも傷つかないようにして、自分を傷つけても、もう無駄です。私が必ず傷つきますから」


「…………」


「あなたは必ず思い出します。命の価値も、過去の自分も」


　言って、アイは氷のように固まったアリスの頭を抱だいて、ぽんぽんと撫なでてあげた。


「そう、かな……」


「ええ、そうですよ」


「そうだと、いいな……」


　普ふ段だんだったら絶対に嫌いやがっただろうアリスは、一切の抵てい抗こうもせずに抱きしめられていた。


　それは母のようであり、子のようであり、厳しさだけしか知らぬ獣けものが時折毛皮を寄せる暖かさのようだった。


　だから当然、長くは続かなかった。


「アイー？　アリスー？　どちらですかー？」


『！』


　二人は光と影かげのように飛び退のいた。


「あ、ここにおりましたか」


　ホテルから出てきた傷ス持カちーが、ぽんぽんとセリカを弾はずませてやってきた。


「外にいたのですか、少し探しましたよ。……どうしましたか？」


「い、いえいえなんでもありますん！」


「すん？」


　はて、と傷ス持カちーが首を捻ひねるがアイはそれ以上の言い逃のがれが出来ない。なぜなら激しく打ち付けた舌がものすごく痛いから。


　なのでアリスにフォローして！　と目で訴うつたえたが、こういうときのアリスはものすごく役に立たない。普段は調子よくいらないことまで喋しやべるのに今は照れ隠かくしして明後日あさつての方向に顔を逸そらすだけだ。


「まあいいです」


　しかし幸か不幸かこの場にいたのは傷ス持カちーだった。言い訳は最初から必要なかった。


「それよりも、ユリーが、『二人を呼んでこい』と言っています」


「……会議に動きがありましたか」


「いえ、『なんかとても嫌なオーラを感じるから』だそうです」


「なんですかそれは……」


　嫌な汗あせが出る話だった。なんなんだ最近の中年の無駄な直感は。


「まあそれはそれとして、会議のほうは私もお呼びしたほうがいいかと……」


「分かりました」


　傷ス持カちーの判断ならそうなのだろう。アイはさっさと立ち上がってショベルを取った。


「行きましょうか、アリスさん」


「おう」


　言って、二人は歩き出した。目の前には会議に揺ゆれるホテルがあった。そこでは敵同士ではなく、味方同士で争う新たなる戦場が広がっていた。
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　蒸気のような熱気だった。


　三人は「すみません」「通してください」と人の波をかき分けてホールの中央へと進む。そこには巨きよ大だいなテーブルが据すえられて街の主立った人間すべてが集まっていた。


「──ここから先は二人に話してもらいましょう」


　やっと来たか。という視線を向けて、ユリーが二人をテーブルの前に招き入れる。


「ふむ、ま、かまわんだろう」


　どっしりと、テーブルの真ん中に座ったベンドーがさっさと認めて会議を再開させた。


「では……アリスに聞く。……やはりあの炎ほのおはお前が起こした現象なのだな？」


　じろり、とホール中の視線が二人を刺さす。


「ああ。その通りだ」


　大樹の化石で出来た巨大なテーブルの端はしに立って、アリスが言った。


「では、アレをもう二、三回やってもらうことはできるか？」


「あ、それは無理です」


　アリスが何か言おうとするのを遮さえぎって、


「あの攻こう撃げきはたしかにマダムさんにダメージを与あたえましたけれど、本質的な部分での損傷はゼロなんですよ。マダムさんの本体をどうにかしない限り、あの鉄虫さんはいくらでも補ほ充じゆうができますから」


「ふむ、だが破は壊かいは出来るのだろう？」


「無理ですよ。たとえ灰になっても、灰から鉄虫は新しく作れますからね。時間稼かせぎにしかなりません。……それにあの攻撃は、アリスさんにもよくありません」


「そうか、分かった」


　なおも食い下がろうとする人々を遮って、宣言するようにベンドーがいった。


「……ではアイ君に聞くが、君の墓守の技わざというのはどうなのかね。あれでその本体とやらを埋うめられないのかね？」


　軽く計算してみる。


「一体ずつ、十年がかりなら可能です……ただし、マダムさんが抵抗せずに、あれ以上増えなければの話ですが」


「それは君一人ならの話だろう？　ほかの墓守が来れば──」


「たぶん、私がいるから、ここにほかの墓守は来ないでしょう。来たとしても一人でしょうね。マダムさんがどんなに強力な死者でも、数の上では一人でしかありませんから」


　ふうむ……とベンドーは聞きたいことをすべて終え、視線をはなして周囲に向けた。


「では、残念ながら賊ぞくを物理的に追い払はらうのは不可能というわけか……」


　ホールにどんよりとした空気が満ちるのを振ふり払うようにベンドーが、


「結局、交こう渉しようするしかないか」


「交渉──ですか？」


「うむ。幸いこちらは一度奴やつらを打だ倒とうしている。それなりの条件で妥だ協きようできるだろう。──皆みんなに資料を配ってくれ」


　ベンドーの秘書が印刷された紙を皆に配り始めた。そこには魔女旅団カヴンの詳しよう細さいな分ぶん析せきデータが記き載さいされていた。


　──〝魔女旅団カヴンは実質、マダム・エクスプレス・レギオンズ・ヘイヴ（本名不明）一名で構成された組織である。その活動は十数年前、すでに〝我が儘まま〟になっていたマダムを〝魔女〟が改造したことによって始まった〟


　──〝魔女によってある程度の理性を固定されたマダムはそれ以降〝魔女旅団カヴン〟を名乗り、大規模な奇き跡せきを潰つぶす活動を開始する。その手段は彼女らが作った法律を適用して裁く魔女裁判であり、シレノス法を元に告発者側が有利になるよう作られた外法である。その勝率は99％をこえ、確かく認にんされた唯ゆい一いつの敗退はディー・エンジーの支し援えんを受けたアリス・カラーの事案のみである。また、その勝率にもからくりが存在し、彼女たちは自分たちでは勝利できない異能者を〝超ちよう法規指定〟とし、その裁判を無かったことにする。この事から分かるとおり、魔女旅団カヴンは決して公明正大を旨むねとする組織ではなく、自分たちの目的を追求する利益組織である。その事実を知っていれば対処自体は難しいものではなく──〟


「これは……」


　そこには魔女旅団カヴンの詳細すぎる資料と報告書があった。資料のなかには〝仕様書〟などというとんでもないものまである。一体誰がこんなものを見つけてきたのか……アイはテーブルの端で未いまだに沈ちん黙もくを続ける少女を見つめた。


「この資料にあるとおり、魔女旅団カヴンは話の通じぬ化け物でも、法に囚とらわれた現象でもない、交渉は十分に可能だ」


　おお、とホールに弛し緩かんした空気が広がった。タフな事案となるだろうし、戦せん闘とうもあるだろうが、とりあえず終わりは見えたといっていいだろう。


　しかし、





「交渉は無理だよ」





　ディー・エンジーが初めて、発言した。


「……どういうことだねレィディ？」


　テーブルの片かた隅すみ、アイとベンドーと三角形を描く場所で腕うでと足を組み、瞼まぶたすら開けないままディーは、


「そこの資料はもう全部無駄さ。マダムは墜おちて〝我が儘になった〟からね」


「……なんだねレィディ、その『墜ちた』とか『我が儘』とは？　もう少し分かるように説明してくれ」


　いらだたしげにベンドーがいい、他の者達も同調する。彼らオスティアの民たみは十数年間引きこもっていた者も多く、外の常識に疎うとい。なかには動く死者を見たことが無いものすらいる。


　それは当然『幽ゆう霊れい』を知らぬ事にも繫つながり、この場の視線は彼女を生意気な小こ娘むすめ程度にしかみていない。


　だがディーはそんな視線など気にもせず、


「──生者で言えば、発はつ狂きようってとこかな……」


　瞳ひとみが初めて見開かれ、居並ぶ生者をねめつける。


「あのね、死者ってのはみんな、〝我が儘になる〟リスクを背負って生きているんだ。精神が腐くさって、理性が溶とけて、そうなると一つの事しか考えられない化け物になる……みんな、忘れちゃったの？　墓はか守もりが生まれるまでの数年間と、オルタスが死後処理を発明するまでの十数年間は本当に地じ獄ごくのような日々だったのに……みんな封ふう印いん都市で平和に過ごして、忘れちゃったの？」


　そこかしこで息を呑のむ音がする。


「……マダムみたいに自分を〝薄くする〟タイプの死者はとくに危ないんだ。自我崩ほう壊かいとセットみたいな能力だからね。遅おそかれ早かれ〝また壊こわれる〟んじゃないかってずっと言われてた。いくら魔女が作り直したっていってもこればっかりは止められない。──よりによって今ここでって感じだけどさ」


　故ゆえに交渉は不可能。とディーは結論づけた。


　誰だれも喋る者はいなかった。彼らはまるで思いも寄らぬ場所から殴なぐられたかのように困こん惑わくしていた。


　ベンドーだけがしつこく、


「……で、あるならば、マダム自身との交渉ではなく、その背後にいるもの達と交渉するのはどうだ？　それこそ、その魔女とやらに頼たのんでみては……」


「その発言こそが、君の無知を証明しているよ」


「なに？」


「後ろをごらんよ」


　老おいた政治家が振り返ると、そこには常識の断絶が色分けされたようにわかりやすく記しるされていた。古くから入ったオスティアの民はきょとんとした困惑顔、対してここ数年入った者達は顔面を蒼そう白はくにして『正気か？』とばかりにベンドーを見つめている。


「ま、今の反応が全すべてかな、あの女が絡からむなんて冗じよう談だんじゃないよ」


「そのようだな……」


　さすがのベンドーも引いたが、まだまだへこたれたりはしない。


「ではオルタスや、フェルミゴーラはどうだ？　彼女はその二カ国の意向を汲くんでいたのだろう？」


「その手はすでに打ったよ」


　ディーがあっさりと答えて背後を見やる。


　そこにはここ数日、三人の異能者が離はなれることなく控ひかえていた。だがいまその影かげは一つだけ、豪ごう腕わんのマキア・エレクトスが腕を組んで立つのみだった。


　紅の貴婦人ダストビリーバーと、浮遊する少年ノイレフエーンの姿はなかった。


「二人にはすでに本国へ飛んでもらった」


『おお』一同が驚きよう嘆たんする。ディーは大いに鼻を高くする。


「ふふん、そろそろみんな、ボクの影えい響きよう力を分かってくれたかな？　彼らはボクの忠実な仲間だからね」


「噓うそをつけ」


　我関せず、を貫つらぬいていたマキアが思わず、といった具合に言う。


「貴様は奴らが勝手に飛び去るのを、ぴょんぴょん跳はねて怒おこっていただけではないか」


「さ、さーてなんのことかな」


　汗あせをだらだら流しながらディーが明後日あさつての方角を見やる。


「……いい仲間を持ったみたいだな、ディーよ……」


　ベンドーが珍めずらしく心配そうな顔でディーを見て、


「ちなみにマキア殿どのは我が方に味方する気はあるのですかな？」


「ない」


　即そく答とうだった。ベンドーが眉み間けんをもんでさらに心配そうな顔で、


「……彼らは本当にキミの仲間なのかね、ディーよ……」


「ち、ちがうもん！　みんな照れてるだけだもん！　ホントはすっごく仲良しだもん！　いざとなったらアレだよ！　すごいんだよ！　ひとりはみんなのためにだよ！」


　一同は優やさしく微笑ほほえんで『そうだね』とうなずいた。


「あ、憐あわれまれた!?　やめて!!　優しくしないで!!」


「ちなみにオルタスやフェルミゴーラなんぞと交渉しても無む駄だだぞ。〝我が儘になった〟者との交渉ラインを持たないのは奴らも同じだ。そこの口だけの小娘に出来ることなどなにもない」


「キミはもうちょっとボクに優しくしろよ!!」


　ディーが半泣きで大男をポカポカ殴る。マキアはうざったそうにおでこを押して遠ざけると、


「……とはいっても、どうも俺はマダムの発狂を一押ししてしまったようなのでな。対岸の街の護衛くらいはしてやろう」


「おお！」


「だが『戦闘』には手をださんぞ。戦うというのなら、貴様らは戦士だ。そちらは手助けする謂いわれはない」


「無論です。市民を守っていただけるだけで十分です」


　ベンドーは権力者の笑えみを浮かべると拳こぶしを突つき上げて皆をあおった。


「諸君！　これで後こう顧この憂うれいはなくなったぞ！　これよりは存分に戦えよう！　死を恐おそれるな！　最後に勝つのは我々だ！」


　応！　と部屋の半分が賛成する、しかしもう半分は同意しかねるようだった。


「……しかし、はっきり言って勝ち目はありませんよ」


　ディーの傍かたわらに立つ、ひげ面づらの警備隊長がいった。


「おいおい、我が街の英えい雄ゆうはずいぶんと謙けん遜そんするではないか。正門での戦いは聞いたぞ？　圧勝だったというではないか」


「それはあの鉄虫どもが本気ではなかったからですよ。殺す気になっていたのは最後だけでした」


「ふむ……ではもしも、本気の鉄虫と、君の部隊が戦ったらどうなるかね？」


「〝戦い〟になどなりませんよ。あるのは一方的な虐ぎやく殺さつです」
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　ざわりと、戦いに参加しなかった街の者達が動どう揺ようした、だが、逆に、あの場にいた者は沈黙するだけだった。


　無理もないけどな、とアイは思う。隊長の言っていることは臆おく病びようだからでもなんでもなく、ただの事実だ。生者はマダムにも、鉄虫にも対たい抗こうできない。


　それが出来るのは墓ア守イと異ア能リ者スと、もう一種類の人間だけだ。


「連中の一いつ匹ぴきを壊す間に我ら全員が死ぬでしょう」


　隊長はそのどれでもない。


「ですので、戦いはそれから始まることになるでしょう」


　だが、最後の者にならば、簡単になれる。


「……まさか隊長、君は──」


　ベンドーがなにかを言いかけるのを遮さえぎって隊長が、





「我ら第三警備隊五十四名。街の未来のためにその命を捧ささげましょう」





　恭うやうやしく、頭を下げた。


　鉄虫に対抗できるのは墓守と異能者と、──そして死者だけ。


「しからば我ら不死の軍団に成り代わり、不ふ滅めつの怪かい物ぶつをも倒たおしましょう」


　マダムが『不ふ壊かい』というのなら、こちらも『不滅』となって戦うだけ。


　そう、隊長は言っていた。


　会議が揺ゆれた。ベンドーが叫さけんだ。


「いかんいかん！　いかんぞ隊長！　それはいかん！」


「なぜですか。あなたは先ほど死を恐れるなと言っていたではないですか。反対する理由はないでしょう」


「それは……そういう意味ではない！　死後を前提とするなどおぞましいことだ！」


「あなたも古い人ですね……」


　二人が争うのと同じように、人々が争い始めた。


「こうしなければどのみち全員死ぬのですよ」


「私は尊厳の話をしているのだ！　合理を持ち出す君は、アリスの救出を間ま違ちがいだったというに等しいのだぞ！」


「それは話の飛ひ躍やくです！」


　大混乱。


　まとめ役のベンドーが暴走してしまったせいで、会議はもはや個人同士の言い合いになってしまう。うなる暴言、飛び交かうプリント、事態はあっという間につかみ合いにまで発展した。


「あーもー！　皆みなさん話し合いましょうよー」


　アイはあっちをなだめ、こっちをなだめと声を上げるが、聞いてくれる者など誰もいない。ベンドーはキレているし、頼みの綱つなのディーはなだめるどころか火に油を注いでいる。


　これはもう、一いつ遍ぺん好きなだけ殴り合わないと終わらないかもなと、アイがあきらめかけたときだった。





「くはっ」





　嗤わらい声が響ひびいた。


「くっくっくっ、はっはっはっ、あ──はっはっはっはっはぁ！」


　もうおかしくてたまらないとでもいうような、声。


　混乱はぴたりと収まった。


　信念からのぶつかり合いである、本来、そんなもので静まるものではなかった。


　だが、その嗤い声に含ふくまれる虚きよ無むが、全てを止めた。


「馬ばっ鹿かじゃねぇのお前ら!!」


　まるで部外者のように、声は会議のすべてを嘲ちよう笑しようしていた。


　アイは声の主を探す。ホールの隅すみ、壁かべ際ぎわに座り込んでいる男がいた。


「あー腹いてぇ。あーおかし。くっくっくっく」


「……誰だ？」


　ベンドーがいぶかしげに言う。


　男は穿はき古したジーンズとよれよれのシャツを着て壁かべの隅に座り込み、酒さか瓶びんをあおりながら大笑していた。意外と若い、二十代の半ばほどだ。はて？　と首をかしげる。どこかで見たような気がする。だが自分の知り合いであんな不健康そうな男はいないはずだ。


「あー？　んだとこらぁ。誰だとはご挨あい拶さつじゃねーか、この爺じじい」


　うっぷ、男は真っ赤な顔で嘔え吐ずく。


「あ」


　思い出した。


　背中に担かついだ酒さけ臭くささ。土足で踏ふみ込んだ子供部屋。





「俺様は泣く子も黙だまる魔女旅団カヴンの裁判長さまだぞ！」





　男の名はショーン・サリバン。


　魔女旅団カヴンの片割れだ。
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「……はい、ええ、本当もう、マジすんませんした……反省してます。ごめんね。みんな真ま面じ目めにやってるのに、笑っちゃ駄だ目めだよね。そりゃ怒るよね。もうしわけない……」


　ショーンは五秒でボッコボコになり、三十秒で簀す巻まきにされて転がった。


「ホント反省してます……逃にげたりとかもしません……だから、アイちゃんお願い。……お酒ちゃんかえしてぇ……」


　アイはあきれる。


「〝縄なわをほどけ〟とでも言うのかと思ったら、この期ごに及およんでお酒ですか」


　縄はほどいても酒を与あたえる気はないアイは酒瓶を高い高いする。


「あーもーアイちゃんのいけずー！　いいよ！　だったら床ゆかにこぼれたお酒ちゃん飲むから！　ぺろぺろぺろぺろ！」


「こ、こら！　やめなさい！　汚きたないですよ！」
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　その時ようやく人々をなだめ終えたベンドーが乱れた髪かみをなでつけながらやってきた。


「……二人ともおふざけはその辺にしてもらおう」


　自分まで含めないでほしい。


「あ、これはこれは市長さん。……へへ、なんかすんませんね……へへ」


「単刀直入に伺うかがおう。君はなぜここにいる？」


　高圧的な問いに対してショーンはへらへらと、九十度傾かたむいた笑みを浮うかべ、


「いやぁ、なんでってほら、あの婆ばばあ〝我が儘まま〟になっちまったじゃないっスか。だからこりゃやべぇってんで、市長さん達と一いつ緒しよに逃げてきたんすよ」


「…………我々に混ざり込んでいたのか」


「全然気づきませんでした」


　確かにあのときは人が大勢いたし、ショーンは裁判の時の派手な格好ではなく普ふ通つうの格好をしているから、少し運がよければ分からなかっただろう。


「しかし、なぜ、君まで逃げる？　君はマダムの仲間ではないのかね？」


「いやなに言ってんすか。仲間だろうがなんだろうが、〝我が儘〟になっちまったら関係ないでしょ？　──ああ、そうか、あんたらこっちの世界は疎うといんだっけか。なるほどね、それでさっきもあんな、くっくっくっくっく……」


「何がおかしい」


　ベンドーがすごむ。


「いやぁ、すんません。もう笑わねぇんで。……きしししし」


「……遠えん慮りよするな、言ってみるがいい」


　そうっすかぁ？　とショーンは挑ちよう発はつするように唇くちびるの端はしをゆがめて、





「だってあんたら、笑えるほどぬるいんだもの！」





　ぎゃはははと、嗤った。


「いやだってよぅ、あんな。……ひひっ、いまさら……くく、いまさら生きるの死ぬの程度でぐだぐだ、言ってんじゃねぇってんだよ！　なんだそりゃ！　笑ってくださいっつってるようなもんじゃねーか！」


　誰だれよりも低い位置から、ショーンは皆みんなを嗤っていた。


「一体いつの常識でモノ考えてんだよ！　いまの時代で『戦争』すんなら当然、死んでからが勝負じゃねーか！　命なんて参加料みたいな小こ銭ぜにだろう!?　それをそこの髭ひげのおっさんは──ぷくく、まるでヒーローみてーに言いやがる！　かっかっか！　『僕様ちゃんの大事な大事な命を国に捧げまちゅー』ってお前！　自分の『生』にどんだけ価値があると思ってんだよ!!」


　ショーンは嗤った。警備隊長の覚かく悟ごも、皆の憤いきどおりも、すべてくだらないと嗤った。


「今時フェルミゴーラのお優しい軍隊だって死後攻こう撃げきは当たり前だっつーの！　あーはらいてぇ！」


　最初は怒いかり狂くるって真っ赤になっていた市民の顔が、だんだんと青ざめていく。


「いやもうすげーよ。ここまでおもしれえギャグは久しぶりに聞いたよ。俺もうこの時点で爆ばく笑しよう必ひつ須す。でも笑ったらお酒ちゃんぱくってんのばれちゃうじゃん？　だからみんなが笑うまで我が慢まんしてたの！　──それなのにさーくっくっく」


　ベンドーを始め、オスティアの民たみがようやく理解し始める。自分たちがいかに安全な場所に隠かくれていたかを、外の世界がいかに変わってしまっていたかを。


「なんと！　あんな爆笑ギャグを、みんな大まじめにきいてんの!!　しんじらんねぇよ！　お前等原始人かよ!!　くっくっく、かっかっか、あーはっはっは!!」


　きしししし、あはははは、くかかかか。


「……なんということだ」


　老おいた政治家の拳こぶしが震ふるえる。


「世界はもはや、そこまで変わっていたのか……」


「いやまぁ、さすがに庶しよ民みんはいいべ？　そんな覚悟なくてもさぁ。でもよりによって街のトップと兵隊がそこまでぬるいこと言ってちゃだめだろう。──なあ！　そうだろ!?」


　突とつ如じよ、ショーンは床に這はっていた顔を蛇へびのようにねめあげて言葉を投げた。


　部屋の隅、そこには腕うでを組んで目をつむり、壁に背を預ける少女がいた。


「なぁ……お前さんもそう思うだろう？　『幽ゆう霊れい』」


　毒リンゴを差し出す魔女のようにショーンは笑った。


　ディーは困ったように瞼まぶたを開いて、


「ま、その通りだけどさ」


　とあっさり毒リンゴにかじりついた。


　簡単に答えるその態度がまた、人々を動どう揺ようさせた。


「ショーン。キミの言うことの方が、いまの常識としてはよっぽど正しい」


　古い市民達はみな、おもしろいほどにざわめいた。


　ディーはそんな人々を悲しそうに、優しそうに見つめた。それは馬ば鹿かだけど愛らしい獣けものを見つめる超ちよう越えつ者の瞳だった。


「……だけどもう少し気を遣つかってくれないかな？　みんなにはもうちょっとやさしく。伝えたかったんだよね」


「お前さんの〝優しく〟ってのはヒーローごっこをあえてやらせてやることだろう？」


「なんだ？　どういうことだレィディ？」


「くっくっくっ、気をつけろよ市長さん。そいつは腐くさっても魔女、生き返っても幽霊なんだぜ？　気ぃ抜ぬいてると心の底まで操あやつられるぞ」


　ショーンはにやにやと笑った。それはカモをあざわらう詐さ欺ぎ師しの笑えみだった。


「そいつは『死んでもなお戦うなんてまっぴらだ！』って言ってる奴やつらに『喜んで死兵になります！』って言わせるつもりなのさ」


「そんな事が出来るわけがない！」


「それが出来るんだなぁ。いや、おれも幽霊の手しゆ腕わんは初めて見たけど鮮あざやかなもんだねぇ。勉強になるぜ。断言してもいいが、市長さんもそのうち死後も生きるようになるぜ。自分から、喜んでな。俺から見たらもう少しってとこかな、あんた等もう首元まで幽霊の罠わなにはまってるよ」


「馬鹿な！」


「そうかな？　隊長さんはもう落ちたぜ」


　酔よった瞳が警備隊長を捉とらえた。


「いやぁ、丘おかの上で真っ先に『残る』って言った、あの時のディー・エンジーは美しかったねぇ。全然似合っていない武器を抱かかえて、痛ましそうに死を覚悟してさ。隊長さんがほだされるのも無理ないよ。でも残念、あれには裏があったわけだ。あんた達がそう言いだすのを、あの幽霊は舌なめずりして待ってたってわけ。そっからさきは超ちよう簡単。こっちじゃ十年も前にはやった自己犠ぎ牲せいの英えい雄ゆう劇をダイジェストでやらせてやってさ。じわじわと……常識を書き換かえていくんだ。『囁ささやき』ひとつで……さ……現にあんた達はいま、絶対不ふ可か侵しんと思っていた死後について議論するまでになっている……」


「ディ、ディー!?」


　ベンドーが悲鳴に似た声を上げた。


「彼の言うことは本当なのか!!」


「うーん、ま、だいたいは」


「なんだと!!」


　ベンドーが怒ど声せいを発した。


　しかし、ディーは『うるさいなぁ』と顔をしかめるだけで、


「まあ、良い機会だからみんなにボクの考えを話しておこうかな。まず、大前提としてボクはいまの君たちの状じよう況きようを危機だともなんとも思っていない」


「バカな！　これを危機と言わずなんと言うのだ!?　せっかく建て直したオスティアは破は壊かいされ！　街の直上をどこの馬の骨か分からぬ化け物に占せん拠きよされている！　そうでなくとも復興は大おお幅はばに遅おくれてこの冬には死者が出るかも知れないのだぞ！」


「死ぬだけじゃん」


　酸欠の魚のようにベンドーはぱくぱくと口を開いた。


「いますぐみんな死んじゃえばいい。そうすれば復興は簡単だよ」


「それでは意味がなかろうが！」


「なぜ？　──って、意地悪はこの辺にしとこうか。──そうだね、分かるよ。キミたちの気持ちもさ。昔の常識ならこんなの認められないことだものね。──だから、もうすこし優しく壊こわして、あげたかったんだけど……」


　そこでアイは気づいた。ディーはとっくの昔に、誰よりも早く自らの目的のために動いていたのだ。丘の上で真っ先に死を覚悟して見せたのも、マダムの打だ倒とうを表明したことも、今この場で喋しやべっていることも、すべては、


「ボクの目的は黒面の奪だつ取しゆだ」


　ディーはあっさりと、この場の全員が気にもしていなかった事を言った。


　黒面。今はマダムに飲み込まれている、封ふう印いん都市の奇き跡せきの残ざん滓し。三万の市民のうち、ただ一人帰ってこなかった少女イソラが作り上げたとされる異世界への扉とびら。


　そのためにディーは囁いた。死を厭いとう人の常識を壊し、死後を嫌きらう人の常識を壊した。


　いや、ディーは壊してすらいない。壊すのはあくまで彼ら自身。彼女はただ、囁いただけ。彼らが自身で判断し、大事な大事な常識を自身の手で打ち砕くだくように差し向けただけ。


「レ、レィディ。君は……」


　ベンドーが、いや、この場の全員がディーを見ていた。


　彼らはようやく、目の前の少女がただの小こ娘むすめではなく、〝西方〟の名を冠かんした魔ま女じよであることに気がついた。


「──っけ、趣しゆ味みが悪いぜ」


　ショーンが端たん的てきに、ディー・エンジーという人物を評して見せた。


「あは、たしかにそうだね。みとめるよ。僕は悪趣味だ」


　とくに気分を害した風もなく、幽霊は認める。


「でも、ひとつ訂てい正せいさせてもらうよ。ショーン」


「はぁ？　なにをだよ」


「ヒーロー〝ごっこ〟じゃない」


　ディーは真っ向からショーンを見た。


「たとえボクが悪趣味でも、彼らの考えが古くても、そこに存在する物語は〝ごっこ〟じゃない」


　彼女の言葉は〝囁き〟というには強すぎ、その瞳は〝幽霊〟というには生きすぎていた。


「ボクは彼らを認める。この世界の悲劇と喜劇をすべて見てきたディー・エンジーが保証する。ここにある物語は古く、何度となく繰くり返されてきたありふれた悲喜劇だ、でも」


　ディーは自分の信じる言葉で語っていた。


「彼らの物語は本物だ。……それをボクは、認めるよ……」


　いきなり、ディーはホロリと泣いた。


　会議はかつて無い衝しよう撃げきに包まれていた。文武に秀ひいでた男達が、ただ一ひと滴しずくの水に動揺して、その理由をはからずにはいられなかった。彼女はなぜ泣いている？　彼女はいったいなにを見ている？


「泣いてくださいますか、ディー」


　隊長が困ったように微笑ほほえんだ。


「はは……最初に泣いてくれるのがあなただとは、思いませんでした。あなたはむしろ、そこの男と同じように笑うものだと思っていました……」


「泣くよ。そりゃあ──」


　こんこんと湧わく清水のように、その涙なみだはこぼれつづけた。


「悲しいことが、あったんだもの……」


　隊長は照れたように頭を搔かき、傍かたわらの部下とともにディーに向かって頭を下げた。


　その表情は、


　どこまでも、冷たく、


「まさか──」


　どうして気づかなかったのだろう。アイは振ふり返って傷ス持カちーを見つめた。傷ス持カちーは黙だまって顔を振った。


　いまや他の皆も気づき始めている。隊長の顔色が冷たすぎる事に。


「……なるほど、そういうこと」


　一線を越こえたのはやはりショーンだった。


「とんだ事後承しよう諾だくだな。おたくらもう死んでるじゃんか」


　アイは椅い子すと天てん井じようを蹴けって一いつ瞬しゆんにして隊長の前に立ち、問答無用でその手を取る。


　脈を測るまでもなかった。


　まるでそこから外気が漏もれているように、隊長から伝わる冷気が外と同じ温度で人々の心中を冷やしていった。人々は死、それ自体から逃のがれるように隊長達を遠巻きにして無む思し慮りよな悲鳴を上げた。


「どうして……」


　手を取ったまま、呆ぼう然ぜんとつぶやく。


「みんな助けた、はずなのに……」


「どうか気に病やまないでくださいアイさん。……あなた方が脱だつ出しゆつしたときにはすでに、私は死んでいたのですから……」


　隊長はどこかおぼつかない様子でアイを見つめた。


「他の二名は、恥はずかしながら戦せん闘とうですらありません、火気の暴発と、事故です……」


「そんな……」


「……戦争とは、三万人の市民とは、そういう数字ですよアイさん……あなたが助けようが助けまいが、人は死にます」


　慰なぐさめるために掛かけられた言葉は、むしろアイの心中をえぐった。


　その傷に気づかぬまま、隊長はふと、言い忘れた遺ゆい言ごんを残すように囁いた。


「……アイさん。この戦いが終わったら、あなたに頼たのみたいことがあります」


　顔は知っているが名前は知らない。そんな間あいだ柄がらの隊長は自分のような子供に馬ば鹿か丁てい寧ねいに頭を下げる。


「この戦いが終わったら、どうか我々を埋うめてください」


　アイはなにも答えられない。


「それを私の、誉ほまれとします」


　世界は一瞬たりとも回転を止めず、石いし臼うすのように人々の人生を砕いていった。





　その瞬間、炎ほのおに焼かれた鉄虫が悲鳴とともに飛び込んできた。











[image: ]








　　　　Ｉ




　白々と明け始めたオスティアの街は霧きりに埋もれていた。度を過ぎた白色は夜の闇やみと同じように視界を遮さえぎって、辺りは「明るい」という印象が全くなかった。


　だから、アイが夜明けに気づいたのはカーカーと鳴く声を聞いたときだった。


　ぴくり、と音に反応したアイは忘ぼう我がのうちに顔を起こす。


　風。


　湖から朝の風が吹ふき込んで濃のう霧むは紅茶の底にたまったミルクのようにかき混ぜられて薄うすれていった。


　三番町交差点で唯ゆい一いつ生き残った標識の上。そこでアイは片方の足を抱かかえて、もう片方の脚あしを霧に遊ばせていた。


　周囲にはガラクタの山が点在し、よくみると中心に一いち握あくの土が盛られていた。


　すべて、アイが埋まい葬そうした鉄虫の残ざん骸がいだ。


　霧が戻もどってきてガラクタを埋めた。アイも腕うでの中に顔を埋うずめた。


　三十余名。


　それがこの時点でアイが知る死んだ人の数だった。


　昨夕ゆうべ、アイ達は鉄虫の殆ほとんどを押しとどめたが、それは「殆ど」であり「全すべて」ではなかった。あの瞬間、会議室に飛び込んできた鉄虫のように、燃え尽つきる前に丘を下って暴れ回った鉄虫が数匹ひきいたらしい。


　乱入してきた鉄虫を埋めたあと、アイはそのことを隊長に聞き、すぐにホテルを飛び出して闇やみ夜よに燃える鉄虫達を埋め続けた。すこしでも死者を減らすためである。


　だがそれも、もう終わった。


　──ぱたたたたたた、と。


　遠くで銃じゆう声せいがなっている。アイはのそりと顔を上げた。


　三ブロック先の通りで炎を纏まとった鉄虫が市民兵と戦っていた。


「押せ！　回り込め！　そうだ、俺が押さえるからバラバラにしろ！」


　三対一と数のうえでは有利だが、とても戦いになる戦力差ではない。現に今も鉄虫の火ひ箸ばしで出来た右みぎ腕うでが一人の心臓を貫つらぬいた。


　しかし、


「よしいいぞ！　俺を気にせずやれ！」


　男はそのまま鉄虫を抱え込んで動きを封ふうじた。その隙すきに残り二人が発はつ砲ぽう、突とつ撃げき銃じゆうを電気のこぎりのように使って鉄虫をあっというまにバラバラにして焼き捨てた。三人は一時だけ歓かん声せいを上げ、すぐに表情を引き締しめてまた霧に埋もれていった。


　彼らが霧に埋もれるのを見届けて、アイは再び顔を埋めた。


　死者が三十を超こえた辺りから、攻せめられるばかりだった市民達は攻こう勢せいに出た。死によって止まることを忘れた彼らは一人一人が一いつ騎き当とう千せんの「戦死」となって鉄虫を討うった。


　現在、山からこぼれ落ちてくる鉄虫は死兵によって完全に食い止められている。ともなれば万が一死ぬ可能性のあるアイが前線に出る意味もなく、こうして言い含ふくめられて標識の上などに座っている。


　また、風。


　──なにか、こういうゲームがあった気がする、とアイは思う。鉄虫が人間を殺し、人間は抵てい抗こうする。殺された人間は大おお幅はばにパワーアップして戦線に戻る。だが人間側の勝利条件はなるべく死者をださないことだから圧あつ倒とうすることはできない。


　思い出せない。おそらくそんなゲームはないのだろう。むしろこれはゲームというより良くできた皮肉みたいな話なのかも知れない。


　そんな益やく体たいもつかぬことを考えていた時だった。


「アイ」


　ついに見つかった。


「はぁ、はぁ、はぁ……っ、探したぞ、こいつめ……」


　標識の下で、アリスが息を切らして立っていた。


「行くぞ」


　アイは瞳ひとみを閉じてアルマジロのように丸くなる。


「おい！　お前どんだけ心配かけたと思ってんだ！　とっとと下りてこい！」


　アリスが地じ団だん駄だを踏ふんで怒いかり狂くるう。だがアイは返事などしない。なぜなら自分はアルマジロだから。


「あーそーですか。一晩中探し回ってた俺にそーゆー態度をとってくれやがりますか」


　普ふ段だんよりすこしだけ意固地になっているアイと同じように、アリスもまた、普段より少しだけキレていた。


「うおりゃ！」


　回し蹴り。


「！」


　最初から斜ななめっていた標識はひとたまりもなかった。アイはわわわと空中を搔かいてすんでのところで足から落ちた。


「な、ななななにするんですか！」


「おおすげー。カブトムシみてー」


　その一いち撃げきで満足したのか、アリスは一ひと足あしはやく機き嫌げんを直して、


「なにふてくされてんだよ」


「ふてくされてるんじゃありません！　これは苦く悩のうしているんです！」


「苦悩！　苦悩ときたよ。前々から思ってたけど、そういう難しい言葉ってどこから拾ってくるんだ？　漫まん画が？」


「～～～～！」


　アリスの手口なんて全部知ってるアイである。これはちょっかいを掛けて怒おこらせて、空元気でもいいからむりやり元気にしようというつもりなのだ。対処法だって分かっている〝ありがとうございます、アリスさん。気き遣づかってくれたのですね。でもいいのです。お心だけ受け取っておきます〟とでも言ってやればいい。


　だが、このときのアイはまんまと罠わなに嵌はまりに行った。


「ひ、ひとが死生観と人生観の狭はざ間まで悩なやんでいるときになんなんですか！　帰るなら一人で帰ってください！」


「しせいかんってどういう字かくの？　くわしく」


「～～～～！　バーカ！　アリスさんのバーカバーカ!!」


「そうそう、そういう簡単な言葉で喋しやべってくれると助かる」


「初年度のテスト全教科赤点とったくらいバーカ！」


「……おい、そういう具体的なのはやめろ。っていうかどこで知った！」


「おバカさんには教えませんよーだ！」


「うっせバカ、うっせ！　バカって言ったほうがバカなんだぞ！」


　それから二人はバーカバーカと実に低レベルな罵ののしり合いを続けた。


　なるほど、バカと罵る人間はもうその時点でバカのうちにある。しかしそれが相手のバカを否定することではないとわからないアリスさんは、だからバカですね。その通りである、しかしバカにも上下があり、限りなく常識人に近いバカもいればバカのなかのバカもいる。俺は良いバカ、お前悪いバカ。バカに貴賤無しと昔の人は言ったんですよバーカ。ならそいつはきっと一番のバカで全員を自分の位置に引きずり下ろしたかっただけなのさバーカ。それはむしろバカじゃないんじゃないですかバーカ。


　そのあたりで唐とう突とつに、


　二人はまるで今までの会話が体を温める体操だったかのように罵り合いをやめた。


　ザッザッと音を立てて歩き出す。


「お前、隊長の頼みどうするんだよ」


　気が立っているマウンテンゴリラみたいな感じで肩かたを怒いからせながらアリスが言った。


「断るつもりです！」


　スピーっと鼻息を荒あらくしながらアイも答えた。


「なんで！」


「わかりませんけど。なんとなく！」


「よしわかった！」


　ぶっ飛ばしてやる！　みたいな感じで二人は会話を続ける。アリスが体まで動かし始めて前方の空気にしゅしゅっとワンツーを入れた。


「お前！　みんなが死ぬの嫌いやなんだろ！」


　拳こぶしは次に、遠くでうごめく死者をパンチ。


「嫌です！」


　アイもショベルをひゅんひゅん振ふり回して、その辺の看板をぱこーん。


「なんでだよ。しょうがないだろ戦争なんだから！　そりゃ人くらい死ぬさ！　お前オルタスは認めてるんじゃないのかよ！」


「わかりません！」


　本当に分からなかった。なぜ彼らがああなるのが嫌なんだろう。もはや死は当たり前だとアイも納なつ得とくしているのに。


「よしわかった！　俺もそうだ！」


　アリスはアイの中にわだかまっていた問題を引っ張り出しては「未解決」のラベルを張り付けて後ろに放った。アイもまるで目の前に問題そのものがあるかのごとくショベルを振り回してひっぱたいた。


「あのですね、アリスさん！」


「なんだ！」


「わたしいま！　すごくむかついて、ぶっ飛ばしたい事があるんですよ！」


「よっしゃぁ！　言ってみろ！」


　目にもとまらぬ早さでショベルを振るった。フェイントを八回も入れて正面を打った。


　それなのにそのなにかには手も届かない。


「でもそれがなんなのか！　わかんないんですよ！」


　しかもそれ以前の問題として、アイは自分がなぜ、そのなにかをぶん殴なぐりたいのかも分からなかった。いったいこの熱量がどこからでてくるのか分からなかった。


　もう夢はないのに。


　理由もないのに。


　それなのになぜ、自分の心臓はまだ、燃えているのか。


「わ～～～～～～～!!」


　アイはとりあえず叫さけんでみた。死者も生者も鉄虫までも「なんだあれ？」と二度見した。


「うお─────────!!」


　アリスも叫んで拳けん銃じゆうを太陽に突つきつけた。


　発砲。


　必中の魔ま弾だんはしかし、目標を知らずに消えていった。天につば吐はくように、アイとアリスは弾だん丸がんの行く末を睨にらみ付けた。


『よし！』


　二人はなにかを肯こう定ていしてからまた、何事もなかったかのように歩き出す。


「何叫んじゃってんだお前は、恥はずかしいやつめ」


「そういうアリスさんこそ鉄てつ砲ぽう撃うつのはやり過ぎじゃないですか？　自重してください」


　お互たがいにお互いをくさしながら、二人は霧きりの中を歩いていった。


「……ところで、どこへ向かっているのですか？」


　気持ちが落ち着いたところでアイが聞いた。こちらは丘おかへと向かう道だ。


「昨日お前が飛び出したあとに、市議会である作戦が提案された。これが成功すれば、これ以上死者が出ないままマダムを討とう伐ばつできる。──んだそうだ」


「本当ですか!?」


「俺も詳くわしくは聞いてないけど。とりあえずお前呼んでこいって、デあィいーつがさ」


　あいつ、の辺りでアリスは顎あごをしゃくった。霧の先、丘の袂たもとに簡単な基地が作られていて、ディーが手を振っていた。


「あ！　二人ともおっそーい！　早くー」


　その横にはベンドーに警備隊長、それに手て錠じように繫つながれたショーンがいる。


「作戦の立案者はショーンだ」


　油断無く視線を巡めぐらしながら、アリスは小さく囁ささやいた。





「あいつはマダムの埋まい葬そうを望んでいる」
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「それじゃあ現状を説明するよ」


　どこから見つけてきたのか、ディーは教きよう鞭べんをピコピコと振りながら一同をぐるりと見み渡わたした。


「調査隊の報告によると、マダムの母体は丘の上にへばりついて鉄虫を生み出すだけで自分からは動かなくなったそうです」


　丘の袂に張られた野戦テントにはアイやアリスをはじめ、前線の兵士達が集まっていた。


「で、その生み出す鉄虫にしても九割九分がアリスの炎ほのおによってすぐに焼かれて、残り一分の超ちよう大型鉄虫も三十余名の『死し霊りよう兵』によって完全に押さえ込めるまでになりました」


　パチパチとディーが拍はく手しゆするが、追従する者はいなかった。ベンドーなどは険しい顔で、


「ならば、もう戦う理由はないのではないか？」


「ん？」


「押さえ込めているのなら、それで良かろう。下手に薮やぶをつつくこともあるまい」


「おやおや、昨日の気勢はどこいったのかなベンドー？　びびっちゃった？」


「黙だまるがよい……」


　二人の間にバチバチとした火花が散った。この二人は昨日の夜から今の今まで、議論していたらしい。


「私は、これ以上の死者を容認できないと言っているのだ」


「またその話？　古いなぁベンドーは」


　ディーがばっさりと切り捨てて、傍かたわらに控ひかえる兵士たちに笑いかけた。彼ら、若い兵士達は板いた挟ばさみにされたように苦く笑しようした。


「死者は死ぬべき、か。気持ちは分かるけど、そういうのちょっと堪こらえてくれないかなぁ、市長がそれじゃ士気に関かかわるよ。ベンドー分かってる？　それって命を捧ささげた勇者達に、『ありがとう、でも君たちは死ぬべきだ』って言ってるようなもんだよ？」


「……君たちはなにも分かっていない」


　いつもぴしりとしたスーツを羽織り、老おいを知らない肉体が自じ慢まんだった伊だ達て市長はふいに、年ねん齢れいを思い出したかのように頰ほおの皺しわを濃こくした。


「君たちは、我々を頭の固い老人で、自分たちを柔じゆう軟なんな若者だと思っているだろう。……それは一面では事実だ。……だがその固さは、言わば足場なのだよ。人が生き、歳としを重ねる上で必ず必要になる固さなのだよ……柔やわらかいばかりでいいこともあるまい……」


「そのせいで滅ほろびてたら、わけはないけどね」





「……ならば問うがね、レィディ。そうやっていつまで生きるつもりなのかね？」





　ベンドーはディーではなく、その背後にたつ死者達に言った。彼らは不意を打たれたように立ちすくんだ。


「君たちは気づいているのかね？　自分たちが不死の存在になったということを。……自らの終わりすら自分で決めねばならなくなったことを……」


「自分たちは、この戦いが終われば墓はか守もりに……」


「それは怪あやしいものだと、私は思うよ。……君たちが嫌きらうような古い言葉で『一つの堕だ落らくは、全すべての堕落』とある。……〝死〟という最大の常識を売り渡わたしたものが、その後も堕落しないとは思えないのだよ……現に私がそうだ。昨日までは、仲間の死後すら認めようとは思わなかったのに。……〝最大多数の命を守るため〟という言い訳をして君たちの存在を認めている……」


　憎にくしみと言っていいほどの視線が、ディーを捉とらえた。


「……そこの小こ娘むすめの囁きによってな」


「心の底からおめでとうを言わせてもらうよ。ベンドー」


　ディー・エンジーは真っ向から迎え撃うった。


「そしたらキミは、生き延びられるさ。明日あしたも明後日あさつても、いつまでだってさ」


「ふん、おぞましい。俺は絶対に認めんぞ。──死者の存続が〝この戦いが終わるまで〟という立場も変わらん」


「と、いうことはベンドーも戦せん闘とうの早期終しゆう了りようには賛成ってことだよね？」


　ディーがにんまりと笑う。


「小康状態のマダムといつまでも小こ競ぜり合いをしてたら、それこそキミの言う堕落が進んでしまうからね。積極的に攻めるという方向で合意がとれてよかったよ」


「！　そういう話ではない」


　脱だつ線せんしていたはずの話がいつのまにか本筋を奇き襲しゆうしていた。


「詭き弁べんを弄ろうすな！　貴様は結局、その〝黒面〟とやらを奪だつ取しゆしたいだけだろう！」


「その通りだね！」


「ああ！　もうこの小娘は！　そういうところは素す直なおか！」


「そりゃ素直にもなるさ。あれは世界を救う鍵かぎだもの」


「理解できん……」


　これにはベンドー以外も同意しているようだった。彼らにはディーのもつ視点の高さが理解できない。


「ま、それもおいおい分からせてあげるさ。……でもいまはマダムについてだ」


　にっこりと笑って、ディーはぽかんとしているアイと、眠ねむそうにしているアリスと、寝ねているショーンを見つめた。


「頼たよりにしてるよ。三人とも☆」


　ウィンクとかいいから説明をして欲しかった。
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　昨夜。ショーンは嗤わらいをこらえきれなかったという間の抜ぬけた理由で会議の場に姿を現したが、あの場所にいた理由はそれだけではなかった。彼の本来の目的は『マダムの埋葬を手伝う』ことだった。


　アイにはそれが、不思議だった。


「どうしてあなたがマダムさんを埋うめようとするんですか？」


　ディーによるブリーフィングを終えて三時間、三人はいま、鉄虫の圏けん内ないにほど近い廃はい墟きよに集まっていた。時刻はすでに午後を回っている。


　作戦決行時間を待ちながら、アイは隣となりに座るショーンに聞いた。その姿は昨日と同じく薄うす汚よごれていたが、酒が抜けているせいか少しさっぱりしていた。


「どうもこうも、俺にもちょっとくらいは仏心があるって話さ。あの法律大好き婆ばばあが、〝我が儘まま〟になって人に迷めい惑わくかけまくってるってのはちょっと見るに忍しのびないっしょ。だから死に水くらいはとってあげたいわけ」


「なるほど……」


「分かってくれた？」


「ええ……どうもアリスさんと同じにおいがしますね」


「おい」


「ん？　ん？　ん？　なにそれなにそれ？　どういう意味？」


「噓うそではないけど、ホントでもないです」


「おおっとアリスくんってば憎い男だね。でもさーアイちゃん。この際、噓とか本当とかは関係ないっしょ？　おたくんとこの元幽ゆう霊れいもこれで納なつ得とくしてるんだしさ」


「それはそうですけれど……」


　確かにディーがゴーを出した以上、ショーンは噓をついていない──噓だったとしても、ディーが有益だと感じた噓のはずだ。


「二人とも駒こまなら納得しようぜー。──っと、始まった。時間通りだ」


　突とつ然ぜん、ショーンは視線を険しくして瓦が礫れきから瞳ひとみをのぞかせた。


　二時の方角、ならびに十時の方角で煙けむりが上がっていた。鉄虫たちがすぐに反応して二手に分かれて雪崩なだれ打つ。


「よーしよしよし、そのまま引きつけてろよー。二人ともみろよ。アレが婆の手だ」


「手？」


「そうとも、あの婆、あれだけでっかくなっても基本的に人の体のままなんだ。だからよアイちゃん、痒かゆい場所は二カ所しか搔かけないんだ」


　言って堂々と立ち上がる。


「いまなら気づかないぜ、〝背中側〟からとりつこう」


　素面しらふになって驚おどろくほど軽快な動きでショーンは走る。アイは思わずアリスと顔を見合わせる。


「意味分かりますか？」


「全然」


「何してんの二人とも。急いで！」


　すでに境界に立っているショーンが呼んだ。アリスが肩かたをすくめて走り出す。


　しかしアイは立ち上がるだけで進もうとしなかった。


「アイちゃん急いでってば！」


「ショーンさん。あなたは勘かん違ちがいしているようなので、先に言っておきます」


「な、なに？　急いでよ」


「私たちは駒ではありません」


「そんなことのために──分かった、了りよう解かい！」


「だから、あなたとは対等の相手として、二つほど条件を聞いてもらいます」


「わ、わかったよ。いままで俺らが接収してきたお宝の場所でも、やばい奴やつらの情報でもなんでも教えてやるから──」


「まず、お酒をやめてください」


「はぁ？　いまそんなこと──」


「次に、マダムさんのことを『婆』と言うのをやめてください」


　ショーンが黙った。


「あなたとマダムさんの関係を私は知りませんし、無理に聞いたりもしません。ただ、私の前で人を口くち汚ぎたなく言うのはやめてください」


「…………はい」


　ショーンはえらく素直に返事をした。


「わかった……酒はやめる。婆とも、言わない……」


　なにかに負けたように、とどめをさされたように、ショーンは隠かくしていた必死さを露ろ呈ていしていた。


「だから、頼たのむよ。……婆──俺の義か母あさんを、楽にしてやってくれ……」


　アイはこくりとうなずいて、ショベルの背中をそっとなぜた。


　今度は自分が試ためされる番だった。
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「……そろそろ燃え尽つきないとおかしいんだがな……」


　かっちりと領域を分わかつ街と鉄虫の境界線。その縁ふちで炎ほのおが通り過ぎるのを待ちながらアリスが言った。彼の予想ではそろそろ炎は収まり、マダムは回復に入るはずだった。しかし炎は未いまだに最初の勢いを失わず、アメーバのように伸しん縮しゆくしながら鉄虫達を焼いていた。


　街の者達はこれを僥ぎよう倖こうと思っているようだが、アリスの意見は違う。


「……行こう」


　まるで踏ふみ切きりで電車が去るのを待っていたかのように、三人は炎をやり過ごして鉄虫の領域に足を踏ふみいれた。


『…………』


　絶句。


　街は、灰になっていた。廃墟とはいえ、確かに存在していた街並みは消しよう滅めつし、思い出の場所は記き憶おくの中にしか存在しなくなっていた。


　アリスが我を忘れたように立ちつくしていた。彼はきっとアイの何倍もショックを受けているのだろう。必要だったとはいえ、生まれ故郷を焼き尽くしたのだ。


「こりゃすげえ……アリスくん半はん端ぱないわ」


　ぎろりとショーンを黙だまらせてから、アイはそっと、無言で背中に手を当てた。アリスはすぐに我を取り戻もどして『大だい丈じよう夫ぶだ』とでもいうように歩き出した。


「もう少し上に行こう」


　もう汗あせを搔きながらアリスが言った。


「大丈夫ですか？　火に囲まれたりしたら……」


「それは平気。あの火は鉄虫以外は絶対に焼かない。そういう風に投げた」


「……でしたっけ」


「もっとも、その炎が変質してるかもしれないって話なんだけどさ……」


「まーいーからちゃっちゃと行こうぜ。あつくて死にそうだ」


　無言で歩く。熱がひどい、靴くつの底がすでに温かくなっている。動くものは彼方かなたで揺ゆれる炎しかない。焼かれた街並みは石材をのこしてすべて燃え尽き、まるで知らない街のように見えた。


「あれ？」


　だからすぐには気づかなかった。


　まるで知らない街の『ように』ではない。


「……なんか、おかしくないか？」


　アリスも気づいた。


　この辺りの街並みは炎どころか十数年の風害も免まぬかれたようで、ずいぶんとそのままの姿が残っている。店の軒のき先さきも、八百屋の箱も、灰を被ってはいるが形を保っている。


　いや、違う。


　灰を被かぶっているのではない。


　灰で出来ているのだ。


「なんですかこれ……」


　全員が異常に気づいた。





　そこはオスティアではなかった。





「どういうことだよ……」


　鉄虫の残ざん骸がいである灰が、気づかないほどゆっくりと、アメーバのように動いて建物や石いし畳だたみを不格好に模も倣ほうしていた。


　気づけばそこは歴史を感じさせる美しい繁はん華か街がいのただ中だった。


「……どこだここ？」


　アリスが困こん惑わくの声を上げる。半年しかいなかったアイにも、この街がオスティアではないことがよくわかった。オスティアの石畳はこんな風に直線で並べはしないし、屋根と出窓の装そう飾しよくも雰ふん囲い気きが違う優ゆう雅がなものだ。





「アルムヘイム……」





　ショーンが言った。


「どこですかそれ？」


　判断力の失うせた顔で、酒の抜ぬけた青年がつぶやく。


「義母さんの、僕たちの街だ……」
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　灰の街は丘おかを登るごとにその造形を深めていった。


　ちょっと寄り道させてくれ、というショーンの言葉に従って、三人は灰の街を横方向に移動した。ショーンは一度も迷うことなく、最短ルートで目的の場所に向かっていた。灰は歩みを進めるたびにその解像度を上げていき、ついには人々すら再現し始めた。
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　着いた先はいかがわしげなスラム街だった。


「……ここに、なにかご用ですか？」


　どう見ても気分のいい場所とは言えなかった。灰が模した男達はみな武器を着込んで武装し、女達は毒花のような格好で路地の壁かべに寄りかかっている。暗がりに転がるふくらみは、明らかに何かの死体だろう。


　それら全すべては灰と過去で出来た、いまさらどうしようもないものだったが、それでもアイをせつなくさせた。


「きなよ……」


　直接の答えは返さずに、ショーンは大おお股またで荒あばら屋の一つに足を踏み入れた。表の偽ぎ装そうされた小屋を突つっ切きり、厳重に封ふうじられた扉とびらを蹴け破やぶって中に入る。警備とおぼしき灰人はまったくこちらに干かん渉しようしなかった。まるで透とう明めい人間になった気分。


　扉の向こうには数人の子供達が、物のように押し込められていた。


「……義母さん……」


　その中のひとり、右目が潰つぶれ、左足を持たない少女の前で、ショーンはどさりと膝ひざから崩くずれた。


　説明はない。


　時間だけが流れる。


「どういうことですか……」


　堪たまらずに、アイは聞いた。ショーンはしばらくうつむいたあとぼそりと、


「……この場所が、過去を再現していることはわかる？」


　うなずく。


「この場所は義母さんが記録された最初の場所なんだ。……調べたとおりだ」


「調べたって……じゃあ、あなた自身はこの場所の事を知らないのですか？」


「そりゃあそうだよ。僕が産まれる、七十年も前の話だもの……」


「だったら、あなたはいったい……」


「シィッ」


　ショーンが人差し指を立てた。


「それもこれから……上映されるんじゃないかな……」


　その時、三人の背後から丸々と太った灰人が部屋に入ってきた。





「誰だ、こんな駄だ目めなもん買ってきたのは」





　灰たちはついに音声すら再現し始めた。


「右目と足がつぶれてやがる。どうしようもねぇよ」


　男は商品の点検をするプロの瞳ひとみで少女を鑑かん定ていし、あとは見向きもしなかった。


　いま、死すべき運命が決まった少女はしかし、特に絶望もしていなかった。希望を知らなかったおかげだった。


「おい、こいつを捨ててこい」


　アイは目の前の男をいますぐにぶっ飛ばしてやりたかった。だがどんなに急いでも目の前の少女は助けられなかった。これはもう、ずっと前の話なのだから。


　だが、そのとき、奇き跡せきが起きた。


「警察だ！　抵てい抗こうするな！」


　小さな荒あばら屋に銃じゆうを構えた男達が突とつ入にゆうしてきた。彼らは男を地面に押しつけ、囚とらわれていた子供達をつぎつぎと助けていった。


「え？　え？　え？」


「行くよ……」


　事態についていけないアイをショーンが促うながし、連れ出された子供達を追いかけた。街は時間と空間を適当に誤ご魔ま化かして、場面は病院へと移り変わった。


　少女はそこでたくさんの予防接種と消毒剤ざい、それにシラミよけをまぶされて小さくくしゃみしていた。





「まるでお姫ひめ様になったみたい」





　少女が言って、職員を苦く笑しようさせた。


「そうかい？」


「ええ、あなたは白馬の王子様？」


「私は王子様というがらではないなぁ」


「……じゃあ誰だれが私を助けてくれたの？」


　少女が聞いた。


　職員は迷った。


「うーん。神様というほど、私は信心深くないし。かといって、区画整理をしてファミリー企き業ぎように金を流したかった市長のおかげ、というのもあれだしなぁ……」


「……答えられないの？」


「あ、いや、そうだね……」


　困った末に職員は答えた。





「君を助けたのは、法律だよ」





「法……律」


「そう。児童保護特別法さ。そしてほら、これも法律が君に与あたえたものだよ」


　そう言って、職員は彼女に作り物の瞳と足を与えた。


　少女はおっかなびっくり義足をはめた。


『法律……』


　その日から、その言葉は彼女の神だった。





　　　　[image: ]





　街の記き憶おくはずいぶんといい加減で、場所も時間も正確さにこだわらずに再現されていた。


　それから三人は少女の人生のすぐとなりを歩き続けた。少女は孤こ児じ院いんから学校に入った。成績は良かったようで、その後は資格をとって児童福ふく祉しに特化した弁護士になった。


　遅おそめの結けつ婚こん。相手はあの職員だった。幼い頃ころの傷のせいか、子供には恵めぐまれなかったようだが、それからの日々は穏おだやかに流れていった。


　気づけば、少女は老境といってもいい年になっていた。その頃には彼女は弁護士を引退し、引き取られた孤児院の院長の座に収まっていた。


「幸せ……そうですね……」


　石造りの建物の中庭で子供達が遊び、揺ゆり椅い子すに揺られる老ろう婆ばが眠ねむるような瞳で見守っている。灰で出来た孤児院はまるで、白黒写真に写った景色のようだった。


「…………ショーンさん？」


　アイはちらりとショーンを見つめた。しかし彼は物語の途と中ちゆうからなんの反応も返さなくなり、座り込んで動かなかった。


「……どうしましょうね、アリスさん。……アリスさん？」


　途と方ほうに暮れてアリスを見ると、彼もまた妙みような様子で辺りをきょろきょろと警けい戒かいしていた。


「どうかしましたか？」


　ようやくこちらの呼びかけに気づいて、


「あ、いや、なんでもないよ……」


「噓うそですね」


「な、なんだよそれ」


「言ったでしょ？　私はそういうの見み逃のがさないって。あなたが〝なんでもない〟っていうときはなにかあるときです。さあ、きりきりと白状しなさい」


「ぐぬっ、面めん倒どうな奴やつになりやがって。……なんでもないってのは訂てい正せいするけど、俺にもまだなにが起きているのか分からないんだ。──ただ、すげーいやな感じがするんだ」


　アリスは獣けものの臭においを嗅かいだ草そう食しよく獣じゆうのような瞳でそこら中を警戒していた。


「いったいなんなんだ、この違い和わ感かん……」


　その時、雪が降り始めた。


　根雪になりそうな、灰の雪だ。


「……どうしましょうね、これ。マダムさんはこんなだし、ショーンさんもあんなだし」


「一足先に冬になっちまったな」


「へくし！　うー、なんか寒くなったように錯さつ覚かくしますねこれ」


　辺りにはあっという間に雪が積もり、街は人々の手によって飾かざられた。


　そこには灰の平和があった。


　街は浮うかれていた。通りはリボンで飾りつけられ、窓や扉には聖者の生誕を祝うリースが打ち付けられていた。


「……え……」


　そのとき久しぶりに、ショーンが反応した。


「……まさか……」


　舞まい散る雪をみて、呆ぼう然ぜんとつぶやく。


「ショーンさん？」


　一滴も酒を飲んでいないのに、体がガタガタと震ふるえている。


「まさかこれは……あの日なのか？」


「ショーンさん！　落ち着いてください！　どうしたのですか!?」


　不健康に瘦やせた体がぶるぶると震え、立ち上がって顔面を摑つかんだ。


「噓だろ……やめろよ……やめてくれよ！」


　幸せそうな街のなかでただ一人、ショーンだけが取り残されたように絶望に染まっていた。両の手で顔面をわしづかみ、目を逸そらす事さえ出来ずに灰の過去を見つめていた。


　そして、


　街は炎ほのおに包み込まれた。


　きゅぼわっと、他の場所を焼いていた炎が街を焼きに来た。灰の建物が焼け落ちていく。灰の人々がばたばたと討ち倒たおされていく。


　老いた少女が炎から子供達を守るためにその身を投げ出し、


「やめろ～～～～!!」


　ショーンが叫さけんだ。








『ィィヤァァァァァアアアア!!』


　街が燃えていた。人々が燃えていた。孤児院が燃えていた。


　子供達が、燃えていた。


　少女が作り上げてきたすべてのものが燃えていた。


『アア、アアアアアア』


　孤児の亡なき骸がらを抱だきながら、少女は泣き叫んでいた。


『なぜ！　私たちがなにをしたというの!?　いかなる法律を破ったというの!?』


　少女はその身を焦こがしながらもなお、法律を疑うことはなかった。


　疑うべきは現実にあった。


『なぜ誰も……法を守らない？　なぜこの世界は、美しい法律を守ろうとしない。法はいつも、世界や人を、守ってきたのに、世界や人はなぜ、法を守ってやらない……なぜ……なぜ……』


　黒い炭になるまで、少女は最後まで問い続けていた。








「義母さん！　義母さん！　やめろ！　やめてくれ！」


「落ち着いてくださいっ！　アレはもう！　過去のことです！　いま助ける事なんてできません！」


　そんなことはショーンだって百も承知だったはずなのに、目の前の炎を見た瞬間に彼は正気を失っていた。


「アリスさん！　ちょっと！　こっち手伝ってください！」


「まじいぞ、これは……」


　だが、アリスはアリスで衝しよう撃げきに固まっていた。


　街を焼く炎は不思議と三人の周りには近寄ってこなかった。拳銃喰らいブザービーターは確かにまだ機能していた。


　だが変成は確実に始まっていた。


「義母……さん……」


　やがて炎は燃え尽つきて、ショーンがどさりと崩くずれ落ちた。


　アイは掛かける言葉を持たずに立ちつくした。ただ、背中を撫なでてやることしかできなかった。


「助けられ……なかった」


「あなたのせいではないですよ。あれは昔の事ですし、炎はアリスさんのもので……」


「違ちがう！　そんなことはない！」


　だがショーンには、まったく違う意味で聞こえていた。


「全部！　全部俺のせいなんだ！　俺がすべてを焼き尽くしたんだ！」


「どういうこと──」


　アイが聞こうとした、その時だった。


　街が、また、復活を始めた。


　建物が、道が、人々が、先ほどと寸すん分ぶん違たがわぬ形で再生し始めた。


　だがしかし、それもまた……。


「炎が燃え尽きない原因がわかったぞ……」


　アリスはふるえる声を押し殺していった。


「この場所は燃やされることを前提につくられているんだ。炎はもはや、この灰にとって敵ではなく、予定調和の一部でしかないんだ」


　アリスの力がマダムの鉄虫を変成させ、マダムの鉄虫がアリスの炎を変成させていた。


「俺の炎が、取り込まれた……」


　いまはまだ、灰の街は過去のまどろみに揺れている。


　だが目覚めたときどうなるかは、誰だれにも分からなかった。








「っくぅ！」


「あ、ショーンさん！」


　一瞬の隙すきを突ついて、ショーンが孤児院を飛び出し、丘おかの頂上に向かって走り出した。


　アイもすぐに追いかけた、だが墓はか守もりの脚きやく力りよくをもってしても追いつくことができない。ショーンの周囲の灰が奇き妙みようにゆがんで彼を中心としたスクリーンを描えがいて閉じこめられ、


　また、別の風景。





　二○三号室、と書いてあった。





「やめろ──!!」


　ショーンはすぐにその景色に気づき、殴なぐりかかるように近づいた、だが景色は彼を中心に展開され、まるで目の前につるされるニンジンを追う馬のように近づいた分だけ遠ざかった。


　アパートメントの一室に少年がひとりぼっちで残されて、外にいる両親を見つめていた。


　アイは思わず目をそらしそうになった。これは間違いなく、ショーンの記き憶おくだった。


　過去を再現する灰がさらに変成を起こし、ショーンの記憶に引きずられて別の景色を映し始めたのだ。よく見ればアイの足あし下もとでは山の景色が、アリスの周囲ではオスティアの街が小さく再生していた。





『一カ月したら、必ず帰ってくるからね』





　そう言って少年の両親は扉とびらを閉めて、出て行った。


「やめろ！　やめてくれ！」


　少年は待った。カレンダーに印をつけて待った。その日は古い聖人の誕生日でもあって、彼を祝福するように大きな印がつけられていた。


　カレンダーの日付に一つずつ×をつけて、少年は待ち続けた。食べるものはあまり残ってなくて、やたらと水を飲んで過ごした。空腹は寝ねてしまえばなんとかなった。少年は月日の殆ほとんどを寝て過ごした。


　そして一カ月が過ぎた。


　窓の向こうに見える街は白い雪に包まれてお祭りムードで、世界中が彼を祝福しているようだった。


　少年はそれを、死にかけた乾かわいた瞳ひとみで見つめていた。


　少年は待った。一カ月を待ったように、その日一日待っていた。


　そして、その日はあっけなく終わった。


　深夜零れい時じ、いまだ終わることのない祭りに彩いろどられた窓の向こうを見つめながら、少年はついに確信してしまった。


　自分は、捨てられた。


　目の前のガラスには違う世界の出来事が映っていた。その世界は光に満ちて、少年とは隔かく絶ぜつした場所だった。


　……みんな燃えちゃえば良いのに。


　言葉にはならなかった。涙なみだも出なかった。そんな事をする余力がもう、無かった。少年はただ、世界の終わりだけをのぞんでいた。





　その日、アルムヘイムは消しよう滅めつした。





　そして、過去と現在が混ざり始める。








「義か母あさん!!」


　ショーンは叫びながら丘を登った。


「義母さん!!　いるんだろう！　出てきてくれ！」


　その声は幼い子供の泣き声のようだった。


「お、落ち着いてくださいショーンさん！　その作戦は中止です！　まって！」


　ようやく幻まぼろしの壁かべが消え去って、アイがむぎーっとショーンを引っ張った、だが踏ふん張りのきかない灰の大地はさらさらと滑すべって軽い体を運んでしまう。


　ショーンとディーの立てた作戦とは、少数精せい鋭えいの部隊でマダムの中ちゆう枢すうまで入り込み、ショーンがマダムの本体を呼び出し、アイが埋うめるというものだった。


『どうやって呼びだすのですか？』と聞いたアイにショーンは『なーに、息子むすこである俺が呼ぶんだ、絶対くるさ』とふざけた調子で言って教えてくれなかった。


　だがしかし、


　もしかするとそれは、本気で言っていたのかもしれなかった。


　少なくとも、彼の本心は。


「義母さん!!」


　丘の頂には学校などひとかけらすら残ってはおらず、マダムの巨きよ体たいもなくなっていた。そこにあるのは見知らぬ街並みの燃え尽きた姿と、──そして、何事もなかったかのように浮うかぶ黒面だけだ。


「義母さん!!」


　ショーンは、声も嗄かれよと叫ぶ。


「ショーンさん！」


「やめとけ、アイ……」


　アリスがアイの肩かたを叩たたいて止めた。彼は最初からショーンを止めようとはしなかった。


「やらせてやってくれ……」


「でも」


「たのむ」


　彼はどこか、ショーンに感情移入していたようだった。


「義母さん……頼たのむよ……帰ってきてくれよ……あのときみたいに……来てくれよ……」


　ついにショーンは力ちから尽つき、腰こしから砕くだけて未いまだ熱を持つ灰を握にぎりしめた。


　アイもアリスも、何も言うことは出来なかった。二人は知らない。彼とマダムの間にどんな因いん縁ねんと過去があるのかを知りはしない。だからせめて邪じや魔まをしないように黙だまっていた。


「義母さん……」


　十四年前と同じ涙が灰におち、





『……だれカ……いるノ？』





　声が響ひびいた。
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　消し炭となった少女は翌朝、目覚めた。


　少女はきょとんとしたまま立ち上がろうとしてぼろりと崩れた。体は右目のガラス玉と作り物の左足以外はボロボロになって役に立たなかった。仕方がないので少女はその辺りに落ちていたなにかで適当に手足を補った。途と端たんに具合はよくなった。


　少女は歩き始めた。なにかをさがして彷さ徨まよった。いろいろな物を忘れてしまった気はするが、自分がなにかを求めているのだけは分かった。


　だがなにを探しているのかはわからなかった。


　それでも少女は歩き続けた。








『誰かいないの……？』


　少年は泣きながらつぶやいた。こんな事になるなんて思ってもいなかった。まさか、自分がみんなのなかに入っていなかったなんて思わなかった。


『誰かいないの……？』


　彼女はつぶやいた。心を焦しよう燥そうが占しめていた、子供がどこにもいなかった。





『誰か……いるの……？』





　そして、二人は出会った。


　すべてが輝かがやく朝のことだった。新雪の白も紫し炭たんの黒も、すべてが光に包まれていた。


　そのなかで、ガラクタの老ろう婆ばと孤こ独どくな少年は出会った。


「ああ、見つけた……」


　貯金箱の笑みを浮かべて、老婆は鉄道模型の手を差し出した。


「もう大だい丈じよう夫ぶよ。お母さんが、来ましたからね……」


　化け物のような老婆を前に、しかし少年は怖こわがったりはしなかった。


　なぜならそれは、ずっと彼がほしかったものだったから。


　異形の手を摑つかんで、少年は立ち上がった。


「行きましょう……ショーン」


　その日から、少年はショーン・サリバンになった。





　その名が、子供をもてなかった老婆が名付けた空想の子のものであると知ったのは、ずいぶん後のことになる。
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「義母さん……」


　奇き跡せきが起きていた。


　狂きよう気きに走った化け物が、子の呼びかけによって正気に戻もどる。


　そんな奇跡が。


「ダレか……いるノ……？」


　現れたマダムは最初、子供の姿をしていた。だが時を置くごとにどこからかガラクタが集まって年を重ねて老婆となっていった。


　老婆は最後には身の丈たけ三メートルを超こえる刃やいばと武器の鬼おにとなっていた。


「義母さん……」


　十四年前と同じように、ショーンは一いつ切さい気にせず近寄った。


「義母さん……おれだよ……」


　しかし、





「……ダレですカ？」





　怪かい物ぶつは変わらなくても、ショーンはすでに、変わっていた。


「だ、だれって、おれだよ！　ショーンだよ！」


「イイエ……あなたはショーンではありまセン……」


　歯車の顔を不快そうにゆがませて、


「ショーンは小さナ、子供なのデス」


　その瞬しゆん間かん、青年の大きな背が凍こおった。


「あなたはモウ、大人ではナイですか……」


　老婆はそれ以上青年にかまわず、ゆらゆらと揺ゆれていた。


「ショーン……ソウ、あの子はいない……イエ、いた？　あれ、あれれ……」


　そのままマダムは惚ほうけて揺れつづけた。


「やばいぜアイ……」


　いつでも銃じゆうを抜ぬけるように構えながらアリスが、


「たぶん、今あそこにマダムの本体が半分くらい集まってる」


　作戦は成功しかけていた。


「半分って、分かるんですか？」


「わかんねぇ。ただ、マダムの〝仕様書〟によると、前の十歳くらいのマダムが一割程度の本体で作られたらしい。ってことはあの五十くらいの婆ばあさんはそれよりも割合としては高いだろうな」


「…………」


「埋められるか？」


　アイは動どう揺ようした。確かにそれはこの場を収めるに足る手なのかもしれない。安全を考えれば司し令れい塔とうはつぶすべきだろう。


　でも。


　それなのに。


「……すみませんアリスさん。わたし、あのマダムさんを埋めたくありません」


　マダムはショーンを探してゆらゆらしていた。目の前にいるのも、分からずに。


「──変ですよね。夢はもうないはずなのに、マダムさんを埋めるのが、街のために正しいはずなのに」


　空っぽで、もう嗄れたと思っていた場所に、いつの間にか暖かい水が流れていた。


「そっか」


　アリスも無む理り強じいはしなかった。


「分かった。しかし、じゃあどうすっかな」


「ショーンさんを掠さらって逃にげましょう」


「……ショーン？」


　言葉に反応したのか、


　マダムは気分が悪くなるような速度で二人にせまった。


「ひっ！」


「ショーン……アラ、あなたタチ、ショーンを知ってるノ？」


「し、知りませんけど……」


「アラ、トイウカあなた……」


　マダムは包丁で出来た指先でアイをさし。


「ショーン、じゃない？」


「え？　えええええ!?」


「ちっちゃくテ……やわらかそうデ……ええ、トテモ、ショーンっぽい」


「わ、私そこまではちっちゃくないと思うのですが……十三歳ですし」


「あら、アラ、それは、ショーンじゃないワ……じゃあショーンは、どこカシラ？」


　カシラ？　カシラ？　とマダムはゆらゆらふらふら頭をかしげる。


　……これは本格的にまずいかもしれない。アイは冷や汗あせをだらだら垂らしながらアリスを見上げた。彼も同じ顔をしていた。


「……速そつ攻こうで逃げるぞ。アイ。お前ちょっとそのショベル貸せ」


「？　なにするんですか？」


「いいから。──危ないことはしねぇから安心しろ。そんでお前ショーンを捕つかまえてこっちに来い。あとは俺が何とかする」


「了りよう解かいしました……」


　こそこそと小声で相談して二人は行動を開始する。


「ショーンは……どこカシラ。ショーンはショーンはショーンは…………」


　眠ねむたいのを我が慢まんしているように、マダムが頭を振ふっていた。アイは忍しのび足かつ早足でその横をすり抜け、アリスはなぜか猛もう然ぜんと地面を掘ほり始めている。


「ショーンは、ショーンは、ショーンは……」


　マダムはフラフラフラフラと頭を振るって辺りを見つめる。東の頂、南の荒こう野や、北の曇どん天てん、南の湖。


　そしてそのまなざしは眼下の街に注がれた。





「……赤ちゃんはどこに、いるのかしら？」





　マダムは素そ朴ぼくにつぶやいた。
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　結局また蚊か帳やの外だ。


　傷ス持カちーはセリカを抱だきながらため息をついた。


　丘おかから遠く、湖こ畔はんにほど近い天幕のひとつに、傷ス持カちーはセリカといっしょに閉じこめられて不ふ機き嫌げんオーラを振りまいていた。周囲の隊員達はみな傷ス持カちーを恐おそれて、愛あい想そ笑いとともにお茶やら菓か子しやらを運んでくるが、二人ともそちらを見もしないでそっぽを向いている。


「無線は使うな、鉄虫に傍ぼう受じゆされているおそれがある、目視だけで判断しろ。──いやいや、すまんな二人とも、苦労かける」


　奥さん、なんとかしてください！　と若い兵士にせっつかれたユリーが、いかにも『忙いそがしいなかで無理をしてやってきた』という空気を醸かもし出しながらやってきた。だがそんなもので傷ス持カちーはへりくだったりはしない。むしろずるいと思う。こっちはこんなに暇ひまなのに。


　傷ス持カちーはぷくーっと頰ほおをふくらましてみた。アイがよくやるのをまねしてみたのだが、なるほど、これはたしかにこの気分に合っている。


　ユリーは早さつ速そくあたふたとしだしてセリカの顔をくすぐって気を引こうとしている。


「うぃーっす。ディーさん休きゆう憩けいはいりますよー」


　そのとき丁度ディーが天幕を撥はね上げて入ってきた。なんだかとても疲つかれた表情をしているのは連日の徹てつ夜やのせいだろう。


　その顔がこちらをみて喜色に染まった。


「おろ？　みんないたんだ。タイミングよかったね。お菓子もらうよー」


　にやにやと、なにやら元気になることでもあったのか、ディーは疲れが吹ふき飛んだかのごとく悪あく魔ま的に笑って傷ス持カちーの手元からセリカを掠っていってしまう。


「おかまいなく～」


　突とつ破ぱ口こうを取り上げられて、ユリーは仕方なく正面から、


「……なにか、不便はしてないか？」


　傷ス持カちーはじろりと大男を見上げる。


「全部です」


「ん？　それはどういう──」


「この状じよう況きようすべてが不便だと、私は言っているのです」


　できるだけ、この怒いかりが正確に伝わるように、傷ス持カちーは主にアイを参考にして怒りをその身に表してみる。眉まゆを寄せ、声を出来るだけ低くして『私は怒おこっています』と伝える。


「洗せん濯たくも出来ないし、料理も出来ません。セリカをおばあさま達に会わせてあげたいのにそれすら叶かないません。アイとアリスがいまどうしているのかも分かりませんし。あなたはそばにいると言ったのにずっとどこかに行ったままでした」


「いや、それは……すまん。──だがセリカのためなんだ」


　むっ、と傷ス持カちーはますます機き嫌げんを悪くした。そういう言い方はまったくフェアではないと思う。セリカも同じ気持ちのようで、ニヤニヤと笑うディーの腕うでの中で『ざっけんなこらー』と両手を振り回している。母子の気持ちはいま、ひとつになったといえよう。


　ならばこうだ。


　傷ス持カちーはディーの手元からセリカを抱だきかかえるとズイッとユリーに突つき出して、


『わたしは、へいきです』


　アテレコしだした。


『わたし、のぞみます。そとにでるのを』


　ユリーは最初ぽかんとしたあとすぐにうつむき、肩かたを震ふるわせてぷるぷるし出した。娘むすめの訴うつたえに心を打たれた様子だった。


「ぷっく……ごほん……あー、なんで、片言なんだ？」


『……ことば、まだ、むずかしい』


「そうか、考えてみればしゃべるのは初めてだもんな。すごいな、うちの娘は！」


　いついかなる時でも自分が褒ほめられるとうれしいセリカは自じ慢まんげにフフンと鼻を鳴らした。ユリーはさらにセリカを褒める。『天才だ！』『神童だ！』こーなるとセリカはすごい、なんと本当にしゃべれるつもりになった気になってあぶあぶとしたり顔で言い始める始末だ。


　そうなると困るのは傷ス持カちーだった。二人は自分を置いてけぼりにして仲よさそうにおしゃべりしている。「だうだう」「なるほど」「あうあ」「それは気づかなかった」


「あ、あの、ユリー？」


「なんだ傷ス持カちー。いまセリカと秘密の話をしているんだが」


「な、なんですかそれは!?　ずるいですよ！」


　ディーが机に突っ伏ぷしてぷるぷると震ふるえている。多分、菓子を詰つまらせたのだろう。テントの中にほのぼのとした空気が広がった、兵の一人が他のみんなを呼んでこようと無線を無断で使おうとした。


　そのときだった。


「？　どうしましたセリカ」


　腕の中のセリカが唐とう突とつに固まり、みるみるうちに笑顔えがおを崩くずした。


「なんだ、おむつか？」


　これ幸いにと話をずらそうとしたユリーは、だがすぐにその態度を改めることになる。


　セリカは手足を縮こまらせると、まるで命が損そこなわれようとでもしているように、





　うわ──ん！





　天幕に、赤子の泣き声が響ひびき渡わたった。


　普ふ通つうの泣き方ではなかった。食事やおむつでは断じてない、救命をさけぶ必死の泣き声だった。


　しんと、間。


　すぐに傷ス持カちーが動いた。もはや呼吸にひとしい動きでセリカをあやしながら天幕の外に視線を向ける。


「……ディー、三番ブロックから南の人たちをすぐに東へ逃にがしてください。大陸航路に出た人たちと下町に注意を出してください」


「了解」


　ディーはなにも聞かずに従った。


「ユリー。青い車を用意してください」


　ユリーもまた、「なぜ？」などとは聞かずにうなずいた。





「敵の狙ねらいは、おそらく私たちです」
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「ショオオオオオオオンンンンン！！！！」


　丘の頂上にまとわりついていた灰虫は、プディングに掛かけられたカラメルソースのように丘を下った。


「ショオオオオオオオオオオオオンンンンンン！！！！」


　ドロドロと、津つ波なみやマグマのように進路の全すべてを食らいながらひた走る。


「マダムさん!!」


　その先頭に、同じ速度で走るひとかたまりの影かげがある。


「マダムさん聞いて!!　止まってください！」


　悪路走破性能に特化した五百馬力のオフロードバイクが落下するような速度で廃はい墟きよの街を走っている。バイクは運転席にアリス、タンデムシートにショーン。そして、その後ろのカウルにバランス感覚だけで立つアイという驚きよう異いの三人乗りだった。


「マダムさん！」


　風に髪かみをなびかせながら、アイは必死で呼びかける。完全に無視。マダムの本体は雪玉のように廃墟を食らいながら転がるのみだ。


　そうこうするうちに、バイクの前方にひっくり返ったバスの死し骸がいが現れた。


「!!　アイ！　飛ぶぞ！」


　アリスが腰こしを浮うかして前輪を持ち上げ、


　拳銃喰らいブザービーター。


　バイクはわずかな傾けい斜しやを利用して飛び上がると、五センチも余よ裕ゆうのない窓まど枠わくをやり過ごして前方へと着地した。


　投とう擲てき、というにはあまりに無理のある力の使い方だった。現にアリスは偏へん頭ず痛つうを堪こらえるように額に血管を浮かせている。


「アリスさん！　無茶しないで！」


「しかたねぇだろ、これは！　──もういっちょいくぞ！」


「あ！　こらぁ！」


　つづいてボロ家の一いつ軒けんにつっこむ。一見ほかの廃墟と変わらないその建物にはしかし、アリスだけが知っている秘密の役割があった。


　リビングから子供部屋に飛び込んだバイクはそのままぬいぐるみの山を蹴け散ちらした。バラバラになったぬいぐるみからは、なぜか大量の手しゆ榴りゆう弾だんが転がり落ちた。


　炸さく裂れつ。


「ギィイィィイイイヤアアアアアア!!」


　手榴弾は何かの奇き跡せきのように、完かん璧ぺきな距きよ離りで炸裂した。


　アリスは街の復興のためにそこら中に物資のストックを作り、その全すべてを覚えていた。このバイクも、先ほどの手榴弾もその一つだ。アリスはさらに建材用に積んでおいた丸太を蹴って直ちよく撃げきさせ、酒屋に隠かくしてあったガソリンをぶちまけた。


　弾だん丸がんをばらまいてガソリンに着火。


「ああこら！　やめなさいって言ってるのに！」


「ごめん！　あとで菓子おごる！」


「そういう問題じゃありません！」


　全て、アイが見たこともないような能力の使い方であり、アリスは拷ごう問もんに耐たえているような険しい顔をしていた。


「よし！　逸それたぞ！」


　それもこれも、灰虫を街から引き離はなすため。


　なにが原因なのかさっぱり分からないが、突とつ如じよやる気を出したマダムの進路を変えるために、三人はこうしてがんばってきたのだ。


　その甲か斐いあってかマダムは湖こ畔はんに向かっていた体を傾かたむけて、その進路を山脈側へ変えた。


「よかった。……これでひとまずは大だい丈じよう夫ぶだ」


「そうですか。それはよかったですね。……ではアリスさん。ちょっと私の話につきあってほしいのですが……」


「か、帰ったら聞く！　聞くから今は勘かん弁べんしてくれ！」


　バイクの上に弛し緩かんした空気が戻もどりかけていたときだった。


「……なあ、おかしいぜ」


　シートに座ってじっと、動向を見ていたショーンが感情のない声で告げた。


「……進路が、まだ、変わっている。どんどん人ひと気けのないほうに誘ゆう導どうされてるみたいだ」


　アイは説教をすぐさま中止し、マダムの進行方向を見つめる。


「ショオオオオンンン！！！！　わたしのぉ!!　赤ちゃんんんんん!!」


　マダムはどんどん角度を浅くし、誰だれもいない山の麓ふもとへと進路をとっていた。


　その先には砂さ塵じんを巻き上げて走る、一台の青い車があった。





「見ィつけたあぁぁあああああ!!」
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「南へ！　急いで！」


　傷ス持カちーはセリカを抱だいて青い車に飛び乗った。ユリーが返事と同時にアクセルを踏ふみ込んだ。ぎりぎりのところで追いつけなかったベンドーの文句が遥はるか彼方かなたへ去っていった。


　セリカはまだ、泣いていた。


「大丈夫ですよ」


　傷ス持カちーは自らの不安を押し殺して微笑ほほえんだ。


「あなたにはお母さんもお父さんも、お兄さんもお姉さんも、ついているのですからね」


　窓を見る。丘おかの中腹では雪崩なだれのように迫せまり来る灰とその先頭で必死になって戦う子供達の姿があった。


「なにをやっとるんじゃうちの子達は────!!」


　その姿を見てユリーは半はん狂きよう乱らんで叫さけび、ハンドルをバンバンと叩たたいた。


「危ない!!　逃げろ馬ば鹿か者ものが!!　どうしてこっちについてくるんだ!!」


「おじさまおじさま。たぶん、向こうも同じ事叫んでると思うよ？」


　ひょこり、と後部座席から顔を出してディーが突つっ込こんだ。ユリーは血管切れちゃうんじゃないかと心配になるくらい驚おどろいていた。


「ディー!?　お前もなぜ乗り込んでいる!?」


　だって、とディーはふくれた。


「仲間はずれはやだもん」


「ですよね」


「言ってる場合か!!　ああ！　もう！　うちの連中はこれだから！」


　グァー!!　と獣けもののようにユリーが叫んだ。一いつ瞬しゆんビックリしてセリカが泣きやんだ。


　マダムは刻一刻と近づいてくる。


「……逃げられそうもないですね」


　傷ス持カちーは冷静に計算した。アイ達がだいぶ時間を稼かせいでくれたが相手が悪すぎた。


「あと五十秒で捕つかまります……」


「そうか……」


　それでもユリーはあきらめなかった。ハンドル操作を見直し、ブレーキングを最小限に抑おさえて五十秒を五十一秒にしようとした。


　墓はか守もりならば、愚おろかな事だと思っただろう。そんなことに何の意味があるのかと首をかしげたことだろう。


　だが傷ス持カちーは、そんなユリーの愚ぐ直ちよくさを、ただ微笑むだけだった。


「なんか、いいね。最近のキミの両親はさ」


　ディーが微笑みながらセリカをつつく。


「ほら、女の子だろ？　無む駄だに泣くんじゃないってんだよ」


　傷ス持カちーは赤ん坊ぼうを抱き布でしっかりと結びつけ、反対の手で銀の刃やいばを握にぎりしめる。


　最後まで、戦うつもりだった。


　いまなお、生き物としても現象としても中ちゆう途と半はん端ぱなこの身なれど、そんなことは一いつ切さい関係なく、自らのため、家族のため、その刃を最後まで振ふるうつもりだった。


　しかし、そのときプスンッと。


『ん？』


「ウワーン！」


　傷ス持カちーの計算もユリーの努力もすべてひっくり返す。間の抜ぬけた音が響ひびき渡わたった。





　　　　[image: ]





『なんですと!?』


　必死になってマダムの進路を変えようとしていた二人は青い車の行動に目を瞠みはった。


「ありゃエンストだな……」


　ショーンが冷静にぼそり。


　連日の酷こく使しがたたったのか、青い車はまたしても立ち往生となった。


「嫌いやー！　ユリーさんのばかー！　ちゃんと整備しないから!!」


「あのポンコツ！　帰ったらスクラップにしてやる！」


「二人とも言ってる場合じゃないっしょ……アリスくん。回り込んで」


「言われなくても！」


　バイクがさらに加速する。首が置いていかれそうな速度で丘を下って青い車の前に飛び出す。三人と四人が飛び降りて、アリスがユリーが傷ス持カちーがディーが、


「おっさん！　これ使ってみんなで逃にげろ！　俺とアイがここでなんとかする！」


「ふざけるな馬鹿者が！　俺が残るからお前達は逃げろ！」


「アイ、セリカをつれて逃げてください。私が迎むかえ撃うちます」


「ボクがなんとか話してみるからみんなは──」


　まとまるはずのない話だった。全員が全員の身をおもんぱかって身動きがとれなくなっている。アイは『ここは私が引き受けますから、皆みなさん逃げてください』という言葉を引っ込めて抜け駆がけする。


「あ！　こらアイ！」


　ショベルを剣けんのように構えて、一番先頭に立ってマダムと対たい峙じする。


「！　来ますよ！」


　誰が逃げて、誰が残るかなんて最初から、このメンバーで決められるはずがなかった。


「ショオオオオオオオンンンン!!」


　灰の波は一息に迫り、一行を呑のんだ。
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　まるで、落ちる夢を見たときのように、あるいは上っていた階段の最後の一段がなかったときのように。


　予想していた衝しよう撃げきはこなかった。


　わーんわーんと、泣き声が響いている。


「……止まった？」


　いつまでたってもやってこない衝撃を待ち飽あきて、アイは引き結んでいたまぶたをそっと開いた。


　辺りは急激な気圧変化によって霧きりが生じていた。その純白の闇やみの中に、セリカの泣き声だけが響き渡っている。


　霧がはれる。


「…………ア……ア……」


　セリカを抱かかえた傷ス持カちーの前で、マダムはぴたりと止まっていた。


「……アア……ア……」


　だれも身動きできなかった。流石さすがの傷ス持カちーも冷や汗あせをかき、雷らい撃げきを受けたかのように固まっていた。


　ぎゅう、アイはショベルの柄えを握りしめる。


「アアア……アア……」


　ぴりぴりと張り詰つめた空気の中で、しかし時間はいつまでたっても流れ出さずに固まっていた。


　マダムは、ただ、泣くセリカを前にふらふらとよろめいている。


「…………？」


　アイは訝いぶかしんで構えを少しだけ解く。


「アア……泣かないで……アア……」


「うわーん！」


「ああ、ああ」


　怪かい物ぶつの顔が困こん惑わくに染まる。


「泣かないでぇ……ああ、泣かないでぇ……」


　その時アイは唐とう突とつに気づいた。


　もしかして、マダムは、ただ単純に──、


「……みな、手を出さないでください」


　同じように、なにかに気づいた傷ス持カちーが覚かく悟ごを固めた表情で囁ささやいた。


「ここは、私に……」


　そのまなざしは時ときを動かす者にふさわしい光を帯びていた。アイは傷ス持カちーがなにをしようとしているのかは分からなかったが、それでも彼女に任そうとした。


　なのに、現実は運命を許してはくれなかった。


　がづんっと、


「え？」


　マダムの顔面に、槍やりが真っ向から突き立った。


　アイはゆっくりと振り返った。そこに、絶望が形となって押し寄せていた。


『おおおおお!!』


　ごごごごと大地を揺ゆるがす鳴動と、獣けもののような雄お叫たけび、


　丘の上から死の灰が転がり落ちたように、丘の下から市民の群れが攻せめ上がっていた。先頭を警備隊長たち死者が固め、その後方を生者の主力が追っていた。


　その数、実に三千。


「おおおいアリスー！　助けに来たぞー！」


　警備隊長が叫んだ。


「傷ス持カちーさん！　助けに来ましたよ！」


　フルプレートを着込んだ少年兵が新しい槍を構えている。


「……駄だ目め……」


　血の気が引いていく。足あし下もとの鳴動が手まで伝わってショベルを取り落としそうになる。


　人々は手に手をとって、脚あしをそろえて駆かけ上がった。武器がまるで足りていない。銃じゆうを装備している者など百数名しかいない。甲かつ冑ちゆうを着込んだ少年などまだいいほうだ。中には素手の者さえいる。死にに行くようなものだ。


　だが、彼らは攻め上がる。


　なぜ、なぜ？


　アイは混乱する頭で目の前の現実を見つめていた。どうして彼らはそんな自殺まがいの攻こう撃げきをする？　なにに命を懸かけようとしている？


　決まっている。


　自分たちを助けるためだ。


　キャデラックに箱乗りしたベンドーがディーを見つけて皮肉気に笑い、叫んだ。


「総員！　突とつ撃げき！」


「駄目～～～～!!」


　アイが叫ぶ、だが市民は止まることなく灰の波に襲おそいかかった。グレネードが炸さく裂れつし、機関銃が弾だん丸がんをばらまく、マチェットが本ほん棚だなを切り裂さき、さびた包丁がまな板を割る。


　灰虫達は最初、反応悪く撃たれるままにしていた。だがやがて、煩わずらわしそうに腕うでを振るった。その動きは『攻撃』という意志からはかけ離はなれた、弱く適当なものだった。


　だがそんなものでも、人は容た易やすく命を落とした。


「ああ！　ああああああ！」


　遠くから見る光景は、まるっきり人形遊びだった。


　最初の一人が死んだ。


　あの少年兵が死んだ。


　ベンドーが死んだ。


　アイは発はつ狂きようせんばかりに顔をおおった。


「逃げて！　逃げて～～～～!!」


　そして、そこからが本番だった。


　心臓を刺さし貫つらぬかれた男がニヤリと笑って自らを刺す銛もりをへし折った。左ひだり腕うでを切り飛ばされた女がその左手を武器にして殴なぐりつけた。首を落とされた老兵が自分の頭を左手に、機関銃を右手に抱え込んで撃ちまくった。


　丘おかをこぼれ落ちてきた鉄虫との戦いは、死者三十名で拮きつ抗こうした。


　ではこの、大地のように広がる灰虫とは、何人の死者で拮抗するのか。五十？　百？　それとも千？　万？


「逃げろ！　頼たのむ！　逃げてくれ!!」


　アリスが血を噴ふくように叫さけんだ。その瞳ひとみは血と涙なみだに染まっていた。彼はいま、初めて自分がなにをしてきたのかを知った。他人のために命を懸ける。その他人になってみて初めて、その立場の苦しみを理解した。


「……みんな、マダムの本体が反応しないうちに逃げるよ」


　ひとり、ディーだけが嫌みなくらい冷静だった。涙を振ふり切ってアイは叫んだ。


「ディーさん！　あなた！」


「八つ当たりは止やめて、ボクは最初からこれを望んでいると言ったはずだよ」


　ディーだけが、この〝魔ま女じよ〟だけが、どこまでも冷静に現実を見ていた。


「ガ……チ……ガ……チ……ガチ……？」


　顔面に突つき立った鉄槍を、不思議そうに眺ながめていたマダムの本体がようやく動き始めた。自分がなぜこんなところにいるのか分からない様子で『？　？』と辺りを見て。


『!?』


　その視線が、丘の上をみて凍こおり付いた。足下に広がっていた灰虫がうごめき、まるでおびえているように大地の上で粟あわだった。


「なんだ……？」


　戦いが、一気に生者……いや、死者側に傾かたむいた。ただでさえ攻こう撃げき意い欲よくに乏とぼしかった鉄虫たちは蠅はえを追うのもやめて、のろのろと逃げ始めた。


　それを見て、アイはこの場になにかが足りないことに気づいた。昨日からずっと、灰虫たちと一いつ緒しよにいた、もはや対ついになっている、なにか、灰を灰へと焼き戻もどす炎ほのおが！


『バチバチバチバチ!!』


「見ろ！」


　誰だれかがうれしそうに叫んだ。


「アリスの炎だ！」


　オスティアの坂道、灰の波によって綺き麗れいに浚さらわれた丘の斜しや面めんを、第二の波が下っていた。


「鉄虫を焼きに来たんだ！」


　だが当のアリスは顔を真っ青にして叫び返す。


「逃げろ！　アレはもう俺のコントロール下にない！　何が起きるか分からない！」


　火か炎えん津つ波なみは溶よう岩がん流りゆうのようにゆっくりと斜面を焼きながら終しゆう端たんに達した。





『ガチガチガチガチガチガチガチガチガチガチガチガチ!!』


『バチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチ!!』





　沸わき立つ油に水をぶち込んだような音がして、炎は灰に襲いかかった。


　それはもはやアリスの拳銃喰らいブザービーターでも、マダムの虫でもなかった。


　炎が喰くらい、灰が喰らう。


　己おのれが尾おを咬かむ蛇へびのように。
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　どこをどう走ってあの場を離れたのかは、あまり覚えていなかった。


　ただ必死で逃にげているうちに夜になり、気づけば山の中のモーテルにいた。


　月明かりしかないぼろぼろのデッキで、アイはサッシにより掛かかってぽけーっと街を見つめていた。その横にはさっき拾ったこのホテルのパンフレットが転がっていた。パンフレットにはここからの眺めが写っている。美しい街並み、輝かがやく湖面。『当モーテルが提供するオスティア一の景観』。雨あま漏もりと乾かん燥そうでばりばりになった写真だが、その美しさは変わっていない。


　だが現実の方の景色は、もうずいぶんと変わっていた。


　写真の風景はもう、無くなっている。


　アイの目の前で、街の半分が燃えていた。


「…………」


　すっと右手をのばして、アイはアリスの家があった辺りを指さしてみた。学校から始まり丘を下って旧市街の細道をいくつか曲がった先、


　人差し指の先には、炎しかなかった。


　帰りに寄った喫きつ茶さ店てんも、お気に入りの石いし畳だたみも、


　全部、無くなっていた。


「……………………」


　アイはそっと瞼まぶたを閉じて、欄らん干かんに載のせた手の中に顔を埋うずめた。


「大だい丈じよう夫ぶだよ」


　となりで同じように闇やみを見ていたアリスが言った。


「また復興、するさ」


　いたわるような声こわ音ねだった。心配をかけた事がすこし恥はずかしくて、アイは無理矢理元気に返事をした。


「他の人とは連れん絡らくとれましたか？」


　アリスが黙だまって首をふる。


「……そうですか」


　いつものメンバーとはなんとか一緒にここまで来れた。だが街の人間と、ショーンとは途と中ちゆうではぐれて連絡がつかなくなっていた。


　傷ス持カちーに死者の気配を探してもらおうともしたが、街全体がマダムの気配に包み込まれて市民だけを捜さがすのは不可能らしい。街の反対側まで出れば安全に市民を捜せるだろうが、その間は炎によって分断されて回り込めない。


　この暗くら闇やみと炎の中で行動するのは無む謀ぼうだと、ディーとユリーの意見は一いつ致ちしていた。


　アイとしてはすぐにでも市民と合流したいのだが、そこまで反対されては流石さすがに強弁も出来なかった。


「ディーが言うには、今日はもう動きようもないから、明日あしたのために寝ねてろってさ」


「……こんなときにですか？」


「こんな時だから、だよ。休むのも立派な戦いだぜ」


　アリスが言って、ポケットからチョコを取り出して口の中に投げてきた。


　ミルクチョコだ。


「ん……む……そうですか」


　なんだかとても不ふ謹きん慎しんな感じがしたけれど、今いま更さら断るわけにはいかずに、アイは口の中のチョコをころころと舐なめた。


「でもなんか、あんまり休めない感じです……」


「真ま面じ目めな奴やつめ。少しはディーを見習ったらどうだ」


「ディーさんですか？」


「ああ、あいつ。全力で休む気だぞ」


「はぁ……。そういえば皆みなさん、どこ行きました？」


「おっさんは配管工事だ」


「は？」


「傷ス持カちーはもう捕つかまってる」


「……どういう意味ですか？」


　言った直後だった。


「あ！　アイいた～～!!」


　背後に、見るからにランナーズハイ的なテンションのディーがこちらを指さしていた。


「やーっと見つけた。さ、行くよー」


「え？　は、いや。どこにですか？」


　ぐいぐいと背中を押されながらアイは聞く。


「い、い、と、こ♪」


　なんだかいやな予感がした。


「あ、あの。だったらアリスさんも一緒に……」


「なに言ってんのさこの子は！　アリスなんかと一緒できるわけ無いでしょ！　エロ！」


　ぺしぺしと額をはたかれ、とばっちりでアリスがあかんべーをされていた。


「ほらほら行くよ。悪いようにはしないからさ」


「ま、待って！　アリスさん助けて～！」


　背後でアリスが丁てい寧ねいに手を振っていた。
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　パンフレットに書かれたモーテルの売りは三つあった。一つは風ふう光こう明めい媚びなロケーション。もう一つは地元食材を使ったおいしい食事。残念ながらその二つはもう楽しめない。


　だが最後の一つはまだ、生きていた。


「おお……」


　湯気また湯気。お湯またお湯。


　モーテルの脇わきには天然の温泉を使った露ろ天てん風ぶ呂ろがあった。


「ひゃっほー！」


　と言って真っ先に飛び込んだのは意外にもディー。人がいないのをいいことに、盛せい大だいに水しぶきを上げてお湯をあふれさせている。


「いやーいいお湯だねー。最高ー!!」


「……それは良かったですね」


　アイはあくまで生き真面目に、『ここには無理矢理連れて来られただけで、体を洗ったらすぐに出て行きます』という顔をしてつんとすましている。


「ほらほら、アイもどーんと飛び込んじゃいなさい。っていうかキャラ的にはこういうのはキミの役目でしょ。ほら！　カモン！」


「……もう、いい加減にしてくださいディーさん！」


　ぴゅーぴゅーと指ゆび鉄でつ砲ぽうで飛ばされるお湯を避よけながら、アイは本気で怒おこっていた。


「今どういう状じよう況きようだと思っているのですか！　遊んでる場合じゃないんですよ！」


　それなのにディーはどこ吹ふく風で、


「ああ、ああ。こりゃ駄だ目めだ。完全に頭固まっちゃってる。そんなんじゃ解決するものも解決しないね」


「な、なんですって！」


「──それ！」


「あ！」


　ディーがアイのタオルを全力で引っ張った。一いつ瞬しゆんの隙すきを突つかれて、アイは抵てい抗こうもやむなく大きな水柱をあげて湯船に落ちた。


「ちょっと！　ディーさんってば！　わぷっ！」


「あっはっはー。それそれー」


「や、やりましたねー！」


　淑しゆく女じよの時間はもう終わりだ。アイはこの状況ではしゃぐディーに本気でむかっ腹を立ててとっちめてやろうとして、


「こら！」


　傷ス持カちーにまとめて怒られた。


「二人ともやめなさい！　セリカが真ま似ねするでしょう!!」


　あたしにもそれやらせろー！　と暴れているセリカを抱だいて、傷ス持カちーがぷんぷんと怒っていた。


「まったく、二人ともお姉さんなのだから手本となるような行動をしてください！　こっちに来て、まずは体を洗いなさい！」


「は、はい……」


「なんで私まで……」


　文句なんか言える空気ではない。二人は大人しく体を洗うことにして湯船から上がった。なんだか怖こわい傷ス持カちーからは出来るだけ離はなれたかったが、風呂桶おけの殆ほとんどが割れるか黴かびるかしていて生き残っていたのは一つしかなく、おかげで強制的に電車状態で背中を洗いあった。


「なんですかアイ。その髪かみの洗い方は」


「え。でもいつもこんなですけど……」


「ではその『いつも』が間ま違ちがっているのでしょう。ちょっとこっちへ来なさい」


「あははーアイ怒られてる」


「ディーも。髪に泡あわが残ってます。すすぎが全然できてません。こちらへ」


「え？　い、いいよそんな子供みたく──」


　また捕つかまった。


　アイはわしゃわしゃと揉もまれる後頭部の感かん触しよくにぼーっとしてしまった。なんだかとても気持ちよくて、緊きん張ちようが溶とけていくようだった。


　ようやく解放された時にはすっかり体が冷えていた。アイは体を震ふるわせながら急いで湯船に戻もどった。


　ざばーっと、湯が浴よく槽そうから逃にげていった。細かい傷や打だ撲ぼくだらけの体がぴりぴりと心地ここちよく痛んだ。こわばっていた筋肉が解きほぐされて心が広がっていくようだった。


「ん……」


　アイは鼻の下まで温水につかってフルフルと震え、魂たましいを宇宙まで飛ばしていた。こんなときに風ふ呂ろなんかに入ってていいのだろうか？　という気持ちとは裏腹に、体は温かい湯の愉ゆ楽らくに逆らえなかった。


「ふーんふーんふふーん♪」


　しかし、目の前のディーは、もうちょっとくらい快楽に逆らうべきだと思う。


「……こんな大変なときに、ディーさんはお気楽ですね」


　結局は自分だって甘かん受じゆしているのに、アイは八つ当たり気味にディーを責めた。


「べつにボクが深刻ぶったところで事態はよくならないでしょー♪　それよりもこうして緊張を解いて、柔じゆう軟なんな思考で次の手を考えた方がいいさー♪　むしろ今やることは全身全ぜん霊れいで気を抜ぬくことさ♪」


　ディーは言葉の通りだるんだるんになっていた。たたんだタオルを頭の上にのせ、体をワカメのようにたなびかせて下手くそに歌う。


「なーんかベンドーがきな臭くさいんだよねー♪　ボクの知らないところで誰だれかに囁ささやかれたのかなぁ♪　とりあえず明日はアイと傷ス持カちーを荒こう野やにやってー♪　墓はか守もりを引き込んで奴らと戦わせてみよーかなー♪　っあ、セリカ人ひと質じちにしたらどうだろねー♪」


　とんでもない鼻歌だった。


「そんなことばっかりやってると、いつか後ろから刺さされますよ」


「その時は甘んじて受けいれるさ」


　ディーはびくともせずにゆらゆらしていた。


　かこーんと、傷ス持カちーが置いた桶おけが思いがけず大きな音を立てていた。


　タライを使った専用湯船で、セリカがきゃっきゃっと笑っていた。


　幽ゆう霊れい時代に戻ったようにぷかぷかと、ディーは瞼まぶたを閉じて浮ういていた。


「これも黒面の、ためだもの」


　目を閉じたまま、元幽霊は言った。


「……どうも、よくわかりません。ディーさんがなぜそこまであの黒面に固こ執しゆうするのか」


　ぽたりと、前まえ髪がみから水すい滴てきを落としながら、アイは言った。彼女の苛か烈れつさ、強烈さはよく知っているつもりだったが、それでもこれはやり過ぎに見えた。


「まだ、本当に異世界があるかも分からないんでしょう？」


「異世界はあるさ。だってイソラが作った場所なんだもの」


　水と大気の狭はざ間まに浮かんで、ディーが力強くうなずいた。


「アイはあの子を知らないから、そんな風に思うんだよ」


「そんなにすごい人なんですか？」


　まあ、すごく無いわけがないのだろう。イソラ・エドワーズ十五歳。封ふう印いん世界の秘密に自力でたどり着き、その上で世界の破は壊かいを拒こばんだ少女。生まれたときから死病にさいなまれ、いつも「あと三年」と言われながら生き続けた少女。


　そして死んでも存在できるこの世界を蹴けって、黒面を作り出した少女。


　だがアイが知るのは、そんなうわべだけの情報だった。


「すごいよ。なんとキミに似てる」


「……それだけで全部説明したような顔されるととても困るんですけれど……」


「なんかね、びっくりするくらい超ちようポジティブっ娘こ。明あ日すをもしれない命なのにいっつもにこにこ笑ってた。『ディーおねぇちゃん』『アリスおにぃちゃん』って、……もう殆ど同い年になっても、そう呼んでたっけな……」


　急にイメージに襲おそわれた。マダムの半生をアイが眺ながめたように、イソラの人生の横にアリスとディーが立っている。刻一刻と大きくなるイソラの横で変わらずに、時の流れに取り残される幽霊達がいる。


「幽霊になってからのボクはリセットを恐おそれて殆ど封印都市に近づかなかったけれど、それでもあの子は親友だと、思っている……きっとアイとも、すぐに仲良くなるよ」


「……はい」


　きっと、そうだろう。アイはイソラの事をだいぶ好きになっている自分に気づいた。


「……私も、イソラさんと友達になりたいですね……」


　そっと、ため息のようにつぶやいた。


「…………」


　それを、幽霊は聞き逃のがしはしなかった。浮ふ遊ゆうしていた肉体が寝ね返がえりを打つように湯船に落ち、少しだけうれしそうな、悲しそうな顔で微笑ほほえんだ。


「ディーさん？」


　気配の変化にアイは首をかしげた。ディーはずっと言いたくて言えなかったことを喋しやべるように、


「……なんか良かったね」


「え？　なにがですか……」


「アイが、生き残れてさ。ボク絶対無理だと思ってたよ。キミみたいな人は死んでも夢をあきらめないし、あきらめたら死んじゃうんだと、思ってた」


　へにゃっと、湯船に溶ける雪のようにディーは笑う。


「それは私もそう思ってましたよ」


「へ？　そうなの？」


　ええ、とうなずき、アイはざばりと、両の手を上げて月明かりに透すかして見せた。そこに、いまだ血潮が流れていることが不可思議だった。


「だから、昨日からずっと、私は私が不思議なのです。どうして私は生きているのでしょう？　どうして私は動いているのでしょう？　……そこにもう夢はないのに……」


「夢？　なんでそこで夢なんて言葉が出てくるの？」


　ディーがびっくりして膝ひざを正ただした。アイはまた、自分が変なことを言っているんじゃないかと不安になりながら話を続ける。


「だって夢って、根っこじゃないですか」


「根っこ？」


「行動や判断って『こうなりたい』っていう夢があって初めて行われるじゃないですか。夢があるから努力して、夢があるから前に進む。突き詰つめると、パンを食べるのだって夢のためですよね？」


「極きよく端たん！」


　ディーはざばりと立ち上がって窓の向こうに叫さけんだ。


「こわっ！　この子こわい！　ご飯の度たびにそんなこと考えてたの!?」


「考えてましたね」


　冗じよう談だんめかしたディーの言葉を、アイは冗談にはしなかった。


「このパンを食べれるのは、夢のため。私が息を吸えるのは夢のため。だから私は生きている。そんなふうに、思ってました」


「……そっか」


「それなのにいざ夢がなくなったのに、私はこうして生きていて、お風呂に入って幸せで、怒おこったり笑ったりしてるんですよ」


　彼らの争いをやめさせたい。街を復興したい。死ぬのはいやだ。生きていたい。


　その気持ちは本物だ。


　だが、なぜそんな気持ちが浮かぶのか、アイには分からなかった。


　もう理由はないのに。


「どうして私は、生きていられるのでしょう……」


　アイは両手をちゃぷりと湯船からだして見つめた。温まった皮ひ膚ふの下で、血潮が赤く燃えていた。


　ディーはそんなアイをそっと見守りながら身を寄せて、


「なーんだ」


　こともなげに、言い放った。


「そんなことも知らないでアイは十三年間も生きてきたの？　ほんと抜けてるんだから」


「へ？」


　やれやれと、ディーは大おお仰ぎように肩かたをすくめた。


「ディーさんには、この理由が分かるのですか？」


「当たり前だよ。っていうかキミ以外はみんな知ってるよ」


「そ、そうなんですか？」


　いよいよディーは馬ば鹿かにして、肩をすくめてアイの鼻をつっつく。


「教えてください！　ディーさん」


「うん、いいよ」


　それ以上、ディーはじらさなかった。


「キミの言葉で言えばさ、アイ。それはキミにまだ、他の夢があるからなんだよ」


「へ？」


「その夢が、キミを生かしてるんだ」


　アイは目をぱちくりした。


「……え、でも私もう、夢なんて──」


「それはキミが気づいてないだけ」


「……そうなんですか？」


「そうだよ」


　ディーは湯船から右みぎ腕うでを抜いて、星の世界に手を伸のばした。


「その夢はね、すべての人が抱いだく最初の夢なんだ。僕たちが赤ん坊ぼうのころから、──ううん、そのもっともっと前から抱き続けてきた。古い願い」


　言葉は寝ね物もの語がたりを語るようだった。親が子供に、語るようだった。


「それは夢を生み出す最初の欠片かけら、生き物が生きていく理由なんだ」


　それは子供が大人になる理由。


　そう言って、ディーは柔やわらかく笑った。


　その笑顔を見て、アイのなかで何かが生まれようとしていた。いや、それはもうとっくに生まれていて、ずっと心臓を動かしてくれていた。


　ディーはその夢の名を告げる代わりに、ひとつの質問をアイにした。


「アイ」


　はい、とアイは応こたえた。





「アイはいま、なにになりたい？」





　その質問はゆっくりと血に溶とけた。


「私は……」


　胸に手を当てて、アイは自らの心奥深くに聞いてみた。


「……私は……」


　私はいったい、なにになりたいのか？


「私は……」


　アイ・アスティンは、いったいなにになりたいのか？


　ディーも傷ス持カちーも、じっと、答えを待ってくれた。





「私は、私になりたいです」





　初めて言った言葉なのに、


　その願いは口を出た瞬しゆん間かんから、アイの大切なものになっていた。





　それは初めて空を飛んだ竜りゆうが抱いた夢であり、初めて陸おかを踏ふんだ魚の夢だった。


　それは原始の入り江えで、物質が抱いた夢であり、


　人が生きる、理由だった。





「私は、ちゃんと、アイ・アスティンに、なりたいです……」





　気づけば涙なみだがこぼれていた。


　自分はいままで、どれだけ『私』をないがしろにしてきたのだろう。最初から持っていた大事な夢を、どれだけ手て荒あらに扱あつかってきたのだろう。


　母と父が、命をとして繫つないでくれた、大事な夢だったのに。


「……く……くぅぅぅぅ」


　アイは泣いた。声を張り上げて子供のように泣くことはできなかった。ただ自らを悔くやんで、奥歯をかみしめて泣いた。


　それは恥はじを知り、自分を知る、大人の流す涙だった。


「私は……私は……」


　自分は新しく手に入れた夢がまぶしくて、きれいで、古いそれを投げ捨てていた。


「く、ぅう～～」


　世界を救う夢を見て、自分自身を踏みにじった。


　それなのに捨てたはずの夢はいじましくアイを慕したって離はなれず、


「大だい丈じよう夫ぶ」


　友人がしっかりと拾って、運んでくれた。


「ボクでさえ大丈夫だったんだ。アイも平気だよ」


　ディーは預かっていた夢をそっと返すように、アイの肩をやさしく抱いた。


　そこから先はもう、アイは大人ではいられなかった。


　満天の星空に、子供達の泣き声が吸い込まれていった。
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「夢は叶かなわない方がいいって、前にアリスが言ってたんだ」


　アイが落ち着いた頃ころに、ディーが言った。


「でもそれって間ま違ちがってると、最近のボクは思うわけ」


「スン……どのあたりがですか？」


　おそらくこの湯船の半分は自分の涙だろうと考えながらアイは聞いた。


「あのね！　叶えるためにやってる夢は！　そもそも夢じゃないの！」


「へ？」


「それはただの目標です！」


「ま、まあ、そうですね」


　身も蓋ふたもないが。


「でしょ？　洋服屋さんになりたい～とか、すてきなお嫁よめさんになりたい～とか、そういうのって正しくは『洋服屋さんになれるような自分』になりたいんだよ。分かる？」


「はい……わかります……」


「でもさ、いつの間にかそこから『自分』がとれちゃうんだ。洋服屋さんになれなかったら、別に小物屋さんとか、編み物屋さんの『自分』でも良かったのに、それを忘れてしまうんだ。……そうなったらちょっと不幸だよ」


『自分』がない夢がどうなるのか、アイはよく知っていた。


「自分のない夢は叶っても、ただ空っぽになるだけなんだ……」


「はい……」


「そんで叶わないと、どんどん鋭するどくなってしまうんだ。なかには勘かん違ちがいして、それこそ自分だと思い込んじゃうんだ」


「耳が痛いです……」


「痛くしてんの！　よく覚えときな！」


　ディーはガルルルルと吠ほえると本当にアイの耳をかじったりした。


「世界を救うなんてのもさ、どんなに無理そうなことでもそれは、ただの目標だよ」


「そう、ですね……」


　世界を救うからアイなのではなく、


　アイだから、世界を救う。


　そう言えなければ、おかしかった、はずなんだ。


「……私は本当に、いろんな人に心配をかけたのでしょうね」


　なんだかこれまで会った人たちに会いたかった。ウッラやターニャは、今の自分を見てどう思うのだろうか？　きっと、いや絶対、責めたりしないのだろう。


　夢に破れたアイなんて、ゴミよりも価値はないと思っていたけれど。


　彼らは全然、そんなことを考えないのだ。


　ユリーには本当に、頭を下げたい気分だった。


「……でも、よかった」


　ディーがほっと息を吐はいた。


「アイが、戻もどってきてくれて、本当によかったよぅ。──ボク、幽ゆう霊れい時代に、戻ってこれない人たちを本当にたくさん見てきたんだ。ボク自身も殆ほとんどそっちに行ってたからね。アイはそのなかでもとびっきりだった。これなら世界を救うのくらい簡単にやってのけるだろうと思った。正直、戻ってくるほうが無理だと思ってたし、そっちのほうがいいんじゃないかとも、思ったんだ」


　本当に、今日のディーはよく笑った。まるで誕生日会かお祭りだった。


「でもアイは、帰ってきた」


　微笑ほほえみのまま、ディーの心が沈しずんでいった。


「だからさ、お願いアイ。アリスを、助けてあげて……」


　え？　とアイは身を起こした。気づけばディーは膝ひざを抱かかえて湯船に沈んでいた。まるで氷水につかるように、その笑みから力が抜ぬけていた。


「アリスはきっとまだ、戻れてないんだ。……目標をなくして、だけど自分も取り戻せなくて、夢と現実の間で揺ゆれてるんだ。……当たり前だよね。アリスは『自分を捨てる夢』なんてもののためにずっと、努力してたんだもの」


　アリスの夢もまた、アリス自身から生まれたもののはずだった。〝自らを消しよう滅めつさせることになっても、それでも友人達を解放したい〟というその出発点はやはり、アリス・カラーだからこそ抱けた夢だ。


　だが彼はあまりに長い間その夢を見すぎてしまった。


　自らの消滅を、望みすぎてしまった。


「あのまま消えていたら、アリスの夢はとても美しいまま消えていた……人食い玩具ハンプニーハンバート、みたいにさ……」


　白磁の微び笑しようを震ふるわせて、ディーが謡うたうようにいった。


「でも幸か不幸か、アリスは生き残った……それを、不幸なことにしないためにさ、アリスが戻ってくるのを助けてあげてよ。アイ」


「はい」


　アイはしっかりとうなずいた。


「もちろんです」


「よかったぁ……」


　ディーは肩かたの荷にが下りたように息を吐き、ようやく湯の温度が戻ったようにへなへなと浮うかんだ。


「これで、やり残しは全部、終わったかな……」


「終わった気にならないでください。アリスさんは頑がん固こですから、ディーさんにも手伝ってもらいませんと。まだまだこれからが始まりです」


「ううん、ボクの役目の一つはもう、終わったよ」


　悲ひ哀あいと満足がまざったような顔だった。


「アイだったら──いや、アイにしかアリスを戻せないから、ボクの役目はもうお終しまい」


「……なんでですか」


「だってアイとアリスって、運命の糸でつながってるでしょ？」


　でた。


「……またその話ですか」


　アイはいやーな顔を鼻の頭までお湯に浸つけた。ごぼごぼごぼ。


「運命の糸って言うなら、ディーさんのほうがつながってるでしょう？」


「ボクのはもう無理だよ。自分で切っちゃったもの」


　右手を湯から上げてひらひらと振る。


「ディーさん、アリスさんのことを嫌きらいになったんですか？」


「ううん。……そんなことは、ないけどさ」


「ですよねぇ。世界滅ほろぼそうとしたくらいには、好きですよね」


「あ、改めて言わないでよ！　恥はずかしい……ふんだ。そんなこと言ったら〝生き返らせちゃうくらいには〟アイだって好きなんじゃないの？」


「……それは、よく分かりませんけれど。でも恋れん愛あい感情ではないと思いますよ」


　っていうか、と、アイは小首をかしげる。


「恋愛感情って、どんなのですか？」


「へ？」





「それは私も興味あります」





　そのとき、


　二人の会話をずっと邪じや魔ましないで過ごしていた傷ス持カちーが、満を持して混ざってきた。


　ちなみにセリカはもうお湯から上がって、脇わきの籠かごの中でうたた寝ねしている。


「ディー。恋愛感情というのはどのような感情なのですか？」


「いや、どうって言われても……」


「たとえば、あなたはアリスにどんな感情を抱いだくのですか」


「え、ボク？　ボクがアリスに……」


　ディーは何かを思い出すように虚こ空くうを見つめると、急にほやっとした表情になり、


「……あのね、なんか、すごく優やさしい気持ちになってね、この辺りが温かくなるの」


　両手を重ねて、胸を押さえる。


「それで、とても会いたくなるの……一いつ緒しよにいたいなーって思…………。──って！」


「なるほど」


「興味深いですね」


「きゃ～～～～～～～!!」


　突とつ如じよ、ディーは顔を赤くして立ち上がり、バシバシと水面を叩たたいた。


「なに聞いてんのさ、キミたち!!　なに答えてんのさ、ボク!!」


「ディー。その会いたくなるというのはどのような感じですか？　頻ひん度どは？　強度は？」


「あ、えっとね、距きよ離りとか、そういうことじゃないんだ。遠くにいたら、近くに行きたいって思うし、近くにいたら、触ふれ合いたいって思うの。むしろ近ければ近いほど、強くなる思いで……」


「なるほど」


「～～～～～～～～!!」


　ガンガンガンガンと、岩に頭を打ち付けている。


「ディー、その胸が温かくなる、というのは心臓のことですか？」


「いや、違ちがうんじゃないですか傷ス持カちーさん。心とかそういう意味だと思いますよ」


「や、やめろよぅ！　ボクの大事な恋こい心ごころになんてことすんだよう！　分ぶん析せきすんな！　興味持つな！　こっちくんな─────!!」


　ディーは嫌いや々いやをして迫せまり来る二人の墓はか守もりから逃にげようとした、がアイはともかく一度その気になった傷ス持カちーが止まるはずもなく、


「その恋心とは具体的にどういうものなのですか？」


「……そんなのトキメキとしか言いようがないデス……」


「ときめきはいつ、感じるのですか？　会っているときですか？」


「……会ッテナイ時モ感ジルトキハ感ジマス。一人デソノ人ヲ思ッタ時トカ……」


「どういったことを思うのですか？」


　まずいと思った時にはすでに遅おそかった、そのころにはディーはもう、ぐったりと浴よく槽そうに寄りかかって質問に答えるだけの人形になっていた。一糸まとわぬ姿で虚うつろに宙を仰あおぐディーの姿は、なんだかとっても危なかった。


「しっかりしてくださいディーさん。傷は浅いです」


「……アイ。本当に……アリスのことよろしくね……あと黒面のことも……」


「しっかりしてくださいディーさん。塩昆こん布ぶみたいになってますよ」


　根ね掘ほり葉掘りして、根こそぎまでした傷ス持カちーはようやく満足したようで『ふむ』と重々しくうなずき、


「あまり、参考にはなりませんでしたね」


「ここまでしといて、その台詞せりふか!?」


　怒いかりのエネルギーで復活したディーがバシャバシャと湯を叩く。目を覚ましたセリカが喜んでいる。


「っていうかなんだよもー、参考ってさー。なんの参考だよー……」


「ディーさん落ち着いて」


　アイはぐったりしているディーの頭を撫なでてあげた。


　傷ス持カちーはあくまでマイペースで、


「それはもちろん、私の心の、参考です」


「え？　なに、どういうこと？」


　ぎゅん、と、怒りよりも効率のよいエネルギーを得たのか、ディーは一いつ瞬しゆんで復活して傷ス持カちーのもとに滑すべり込んだ。


「それっておじさまとってこと？　そうでしょ？　それしかないでしょ？」


「はい」


「おお！　で？　で？　どうだった？　傷ス持カちーもこんな気持ちになった？」


「結論から言うと、なりませんでした」


「……そっかー」


　他に言葉もないようで、ディーが苦く渋じゆうに満ちた顔でつぶやいた。


「……ユリーさん、かわいそうですね」


　アイはがんばって車の整備をしているだろうユリーに深く同情した。


「不思議ですね。私はユリーのことが好きだと思っていたのですが。ディーの話を聞く限り、どうやら違うようです」
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　あまりの驚おどろきのためにディーが尻しりを滑らして沈んだ。


「す、傷ス持カちーおじさまのこと好きもごばぁ!?」


「いえ、ですからどうやら違うようだと」


「傷ス持カちーさん、ディーさん助けてから返事してあげてください。聞こえてませんよ」


「ちょ！　待った待った！　どういうことなのさ!?」


　聞こえていた。


「どうっと言われましても」


　ふう、と流石さすがにのぼせてきたのか、普ふ段だん見せない紅潮した顔で傷ス持カちーが小首をかしげる。


「先ほどの二人の会話をきいて、そう思ったのです。墓守はそれこそ『自分』のない存在です。そこから私を私にしたのは、一体何なのかと考えてみたのです」


　人の顔で、傷ス持カちーは微笑ほほえんだ。


「そこにはあなたたちがいました。私を私にしてくれるものを、私はどうやら好むようです。これを恋こいというのかと、思ったのですが」


「うーん」


　ディーは腕うでを組んで大いに悩なやみ、


「たぶん、それは、愛あいなんじゃないかな」


「恋と愛はどう違いますか？」


「…………すみません。ボクにもよく分かりません。似たようなものだけど、たぶんちょっと違うんだ」


「そうですか。なら私はもうすこし、この感情を見守ることにしましょう」


　傷ス持カちーはなんだかうれしそうに微笑んだ。


「……なんかボク負けたーって感じ」


「ディーさんったら、勝ち負けじゃないでしょう？」


「はいはい、いい子のアイさんですね。──じゃなくて、それでアイはどうなのさ？」


「なにがですか？」


「アリス」


　アイは盛せい大だいなため息をつく。もうお風ふ呂ろ上がりたい。


「嫌いなの？」


「……嫌いではないです」


「じゃあ好きなんじゃん」


「好きじゃありません！」


「でもちょっとは気になるでしょ？」


　ぷっつーんと、自分の中で何かが切れる音がした。


「たしかに、気にならないといったら、噓うそになります。私はアリスさんを、生き返らせているのですから」


　アイの心中で戦せん闘とうラッパが吹ふき鳴らされていた。理性と知性が一緒になって突とつ撃げき旗をふっていた。


　そうとは知らずにディーはにやにや笑いで、


「ほら、やっぱり」


「もしかすると私はアリスさんが好きなのかもしれませんね」


「ほ、ほらね」


　本当にディーは馬ば鹿かだと思う。傷付くくらいなら、言わなければいいのに、


「もしかするとの話です、可能性としては低いと思います。──でも、だったら、何なんですか？」


「え、えと──」


　ディーはようやく気づいたようだ。


　アイが怒おこっていることに。


「私が、誰だれを好きだっていいじゃないですか」


「あの、アイ？」


「この気持ちを、どうしようと、いいじゃないですか」


　芽生え始めた自分が素す直なおに、怒っていた。


「なんでみんな、そんな風に大おお仰ぎように言うんですか。ディーさんもユリーさんも、街の人も、みんな私たちをからかって『そういうふう』に見ようとします」


　そのたびに、二人の間にあったなにかがぷつぷつと切れてしまうのに。


「私の中の気持ちに、勝手に名前をつけないでください。ディーさんが今しているのは、ただのお節せつ介かいです。……どうしてあなたがそんなお節介をしたがるのか、今ここで言いましょうか？」


「ごめん……」


　ディーはすぐにあやまった。


「ごめんね、アイ……」


　やれやれとアイはため息をついて、矛ほこを収めた。


「私も言い過ぎました。謝ります。……でもディーさんは早く告白するべきですよ」


「や、なんか、今の聞いたらもっと……無理、って感じたかな。……アリスはきっと、アイよりももっと大変なんだ。アイツはまだ、夢を無くしたままだもの」


　アイは右みぎ腕うでを焦こがし、血けつ涙るいを流すアリスを思い出していた。


「まだ子供なんだ、あいつ。恋どころか、生きるのすらまだなんだ、きっと。だからあんな危なっかしいんだ」


「──だったらディーさんがつなぎ留めてあげたらいいじゃないですか」


「え、でも……アイが」


「私を言い訳に使わないでください」


「ふ、ふんだ、そんなこと言ってアリスがボクのこと好きになっても泣かないでよね」


「上等です」


　そのとき、ディーの中で長い間くすぶっていたものが消えたようだった。


　きっと、さっき自分の中で起きたようなことが、ディーの中でも起きたのだろう。アイは大事な友人に少しでも恩が返せたのがうれしかった。


「よし！　ボクがんばるよ！」


　そう言ってディーは立ち上がった。


「お、ついに告白ですか」


「ううん、それは今やると高確率で失敗するからやらない。あくまで外そと堀ぼりから埋うめてく」


「……とてもディーさんらしくて、いいと思いますよ」


「よし！　そうと決まればボクはいく！」


　へ？　と思うまもなくディーは湯船から飛び出し、のしのしと脱だつ衣い所に向かっていく。


「あの、なにする気ですか、ディーさん？」


「ちょっとアリス堕おとしてくる！」


「おちついて。まずは止まってください」


　これはまずい。


　見ればディーの顔は真っ赤に染まってまともな思考をしていないのは明白だった。どうやら墓はか守もり二人につきあって長湯しすぎたらしい。


「いけません。ディーさん。それは明日あしたの分の後こう悔かいにしかなりません。気まずい思いをしたくなければやめるべきです。っていうか、やめさせます！」


「はーなーせーアーイー。大だい丈じよう夫ぶ、こういうときどうすればいいのかは幽ゆう霊れい時代に散々のぞき見してたから～」


「散々ってなんですか！　あなた無敵の体使ってなにしてたんですか！　この耳年どし増ま！」


　ぺたんとしたお腹にしがみついて止めようとするも、床ゆかが滑って踏ふん張れない。


「ふっふっふ、なんだかんだ言って止めるんだねアイ。そうだよね、色気で比べたらボクとキミじゃ勝負にならないもんねー。ふふん。これならアリスもいちころさ～」


「やめてください、そういうこと言うの！　なんかもう止めてあげよう！　っていう親切心がなくなってくるじゃないですか！」


　ちなみに傷ス持カちーは完かん璧ぺきな傍ぼう観かん者ポジションでお湯につかっている。あの顔は地味に楽しんでいる顔だ。


「はーなーせー！」


「頼たのむから正気に戻もどってください～～!!」


　そしてディーはついに脱衣所までたどり着いて扉とびらをがらりと開けた。


『あ』


　アリスは悪くないと思う。


　のぞきに来たわけではもちろんないし、ノックもちゃんとしようとしていた。


　そもそもディーはこれから彼を悩のう殺さつしようとしていたわけだし、裸はだかを見られたからといって非難するのはお門かど違ちがいだろう。


　だが、そんなものは二重の意味でのぼせ上がった乙女おとめ心ごころに関係はなく。





「きゃ～～～～～～～～～～!!」





　その日、モーテルに残っていた最後の風ふ呂ろ桶おけが砕くだけ散った。
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「用事なら用事って言えばいいのに……」


　ぽかぽかと湯気を上げながら、ディーがかつかつと足音を響ひびかせて歩く。


「悪かったよ……」


　ばっちりと掌てのひらのあとが残った頰ほおを撫なでながら、アリスが続く。


「アリス。貴様には後で話があるからな。……本当に覗のぞきじゃないんだろうな」


　鬼おに一歩手前のユリーが追いかける。


「セリカ、暴れないでください。湯冷めしたらたいへんなのですから」


　やたらと湯冷めを気にしている傷ス持カちーがセリカをもこもこにしている。


　すでにもこもこ済みのアイは湯気をまといながら夜よ霧ぎりを切った。


「それで、用事って何ですか？」


「いやさ、外で車なおしてたら、あいつが来てよ」


　モーテルを出る。うっそうとした森が星空よりも暗く広がっている。ロータリーの石いし畳だたみはさんざんに剝はげ、庭木が野生を取り戻して方々に伸のびている。今日一日でさらに汚よごれた青い車は廃はい墟きよに擬ぎ態たいするように景色の中にとけ込んでいた。


　その横に、しかられた犬みたいな雰ふん囲い気きの青年がいた。


「ショーンさん！」


　アイはぴょんっと段差を飛び越こえて車のもとへ走っていった。


「無事だったんですね！」


「……これみて無事っていうかね君は」


　ショーンは体中が傷だらけで、とくに腕うでがひどい、シャツの袖そでは引きちぎられて包帯がわりにされ、なぜか左右で違ちがう靴くつを履はいているありさまだった。


「これなら死んだほうがましってもんだよ」


　疲つかれ果てた青年は自じ嘲ちようと皮肉の中間みたいな顔で苦く笑しようした。


「そんなことないですよ」


「あ？」


　ショーンがいぶかしげに顔を上げた。


「あなたは死ぬにはまだ早いですよ」


　今のアイはもう、堂々とその言葉を言うことが出来た。


「それで、用事というのはなんなんですか？」


「あ、ああ、実は俺はついさっきまで、街の連中と一いつ緒しよにいたんだが……」


　言ってショーンは丘おかの麓ふもとを指さした。


「連中、今晩中にもう一当てするつもりだ」


　そこに、炎ほのおとは輝かがやきの違う人工の光が満ちていた。


「やつら、義か母あさんの本体を叩たたく気だ」


「え、でもそんなことしても倒たおせる可能性なんて……」


「ああ、だからやつらは同時に、あんたたち墓守も探してるんだ」


　アイはちらりと、車に立てかけられた二本のショベルを見つめた。


　死者を止められるのは墓守だけ。


　また、決断を迫せまられようとしていた。


「俺はその役目を買って出たってわけ。でも目的は違う、あんたら頼むから連中に見つからないうちにどこかに隠かくれてくれ！　連中はあんたら墓守に義母さんを埋め──」


「待って」


　すっと、傷ス持カちーが止めた。


「そこに隠れている者達、出てきなさい。出てこなければ敵対するものと見なし、私が直じき々じきに埋めますよ」


　ショベルの一本を手にとって、近くの茂しげみに刃やいばを向けた。


　言われてアイも気がついた。息づかいも、心臓の音も聞こえないが、確かにそこに、なにかがいる。


「いや、失礼した傷ス持カちーくん。そうだったね、君は死者の場所を知ることが出来たのだったな。驚おどろかせてすまない。私だよ」


　そう言って、その男達はぞろぞろと出てきた。


　ベンドー・グラムと、市民達だ。


「あんたら……俺を見張ってたのか!?」


「もちろんだとも、協力してくれているとはいえ、君は昨日まで敵だったのだ。むしろ見張るのが礼れい儀ぎだろう。……そして案の定、我々とは敵対する人間だったようだな。馬ば鹿かなことをしたものだよ。彼らがそんな説得に応じるわけもなかろうに」


「っく！」


「捕つかまえろ」


　闇やみの中から伸びた手が、ショーンを地面に押しつけた。


「ベンドーさん……」


「おお、アイ君。無事でよかった。会えて嬉うれしいよ」


　封ふう印いん都市の頃ころからアイをかわいがってくれた市長、いつもびしっと皺しわ一つないスーツで決めていたベンドーは、


「君たちを捜さがしていたんだ」


　もう、死んでいた。


「来てくれたまえ。朗報だ。すでにマダムの本体を捕まえてある」
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　前後を市民兵のジープに挟はさまれながら、青い車は山を下った。


「被ひ害がいは大きかったが、これで今回の事件は終しゆう了りようだな」


　ベンドーが上じよう機き嫌げんに言った。


「最初はどうなることかと思ったが！　いやめでたい！」


　助手席から顔をだしたアリスが、


「それよりもベンドー、早く死後処理を受けろ……早くしないと〝我が儘まま〟になるぞ。こういうのは早ければ早いほどいいんだ。……なんだったら俺がやってやるぞ」


「貴様に下の世話を焼かれる筋合いはないぞアリスよ。心配するな。この件が片付いたら、私はすぐに逝ゆく」


「そんな！」


　思わずアイは声を上げた。ベンドーは優やさしく微笑ほほえんで、広がりきった瞳どう孔こうを細めた。


「引き留めてくれてありがとう、アイくん。……だがこれでも、私はずいぶんと無理をしているのだよ」


　憎にく々にくしげにディーを見る。


「そこの小こ娘むすめにたぶらかされて、このように無様を晒さらしているがね。だからといってそこまでねじ曲げるわけにはいかんさ」


　死者の瞳ひとみの先でディーはひとり余よ裕ゆうをもってガムなどふくらましている。


「……私の常識では、これがぎりぎりだよ。死後処理などもってのほかだ。そんなことをされたら私はむしろ〝我が儘〟に近づくだろう」


「そんな……」


「だから、これが最後だ。……最後にこの街を守った記き憶おくを持って、この世を去りたい」


　ベンドーは泣きだしそうなアイの頭を撫でようとしてふと、躊躇ためらった。高潔な彼の魂たましいは、自らをもう、悪あしき者と断じて輝く命に触ふれることを厭いとんだ。


　それをみてアイは頭ず突つきするように頭を突き出し、ぐりぐりと彼の掌に押しつけた。


「……ありがとう」


　そっと、ほんの少しだけ触れた死者の手はすぐに引っ込んで、


「それで、どちらがマダムを埋うめてくれるのかね？」


　そう、屈くつ託たく無く聞いた。そう訪ねる顔には一いつ切さいの疑問がない。


　高潔な彼は高潔故ゆえに、アイが迷っているなどとは夢にも思わない。





　炎の丘はもう、眼前まで迫っていた。
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　丘は地じ獄ごくを具現化したようだった。


「ここからは徒歩だ」


　車から降りたベンドーが言った。


「え、でも、この炎は、どうするんですか？」


　同じく車を降りて、アイは丘を見上げた。炎はそれなりに隙すき間まを空けて燃えているが、かといって簡単に登れるものでもない。


「うむ、それなんだが。……ほら」


「な！　何してるんですか!?」


　いきなりベンドーが炎に手を突っ込んだ。


「あわてる必要はない」


　するといかなる不思議か、炎は押された分だけ遠ざかって、ベンドーの手を焼くことはなかった。


「……どういうことですか？」


「アリスが言う、変成というやつだろう」


　アイはおっかなびっくり炎に触れる。同じように、炎は逃にげるように遠ざかった。


「この炎はもう、誰だれ彼かれかまわず襲おそいかかったりはしない。ただ──」


　言ってベンドーは懐ふところからナイフを抜ぬき、炎に向けて投げつけた。


　それまで無反応だった炎は即そく座ざにナイフを迎げい撃げきし、すさまじい温度で芯しん鉄てつまで溶とかした。


「といった具合にな、この炎はいま、ある概がい念ねん──『暴力』にだけ反応し、迎撃する存在となっている」


「それって……」


　銃じゆう弾だんを打ち落とすアリスの力と、


　法規を守るマダムの力。


　二つの力は変成してしまったというのに、かえって願いの原点に返ったようだった。


「……もっと早く分かっていれば無む駄だな死者も出ずにすんだのだがな……おかげでマダムを探すのは比ひ較かく的てき楽だった」


　そのとき後方のジープで騒さわぎが起こった。


「たのむ！　頼たのむよ！」


　両手を繫つながれ、連行されようとしていた男が訴うつたえていた。


「俺も連れて行ってくれ！　せめて最後だけでも！　会わせてくれよう！」


「ショーンか」


　ベンドーが目を細める。


「なあ、市長さん！　たのむよ！」


　アイは肩かた入いれしているのをばれないように、なるべく固い声を出した。


「……私からもお願いします」


「ふむ、まあいいだろう……おい！　そいつも連れて行く！　こっちへよこせ！」


　疲れたため息を吐ついて、ベンドーが丘の頂上を見た。


「行こう、夜明け前に決着をつけたい」
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　炎は肉体を焼くことはなかったが、その光景は代わりに精神を削けずるようだった。


　煉れん獄ごくの丘にはまるで現実感がなかった。中ちゆう途と半はん端ぱに再生された灰の街が逆に気味悪い。自分が炎に溶けたよう。ふと、死後の世界とはもしかしたらこんな風な場所をいうのかもしれないと思う。炎は登山者の足を一切妨さまたげず、ゆらりゆらりと人ひと魂だまのように一行を誘いざなって丘の上まで案内するようだった。


　そして一行は丘を、登り切った。


　そこはおとぎ話の場所だった。


『オオオォォ……オオォォォ……』


　不知火しらぬいの揺ゆれる頂いただきで、鉄と灰で出来た巨きよ大だいな老ろう婆ばが青白く燃える炎えん骨こつと、質量さえ感じられるほどの光こう槍そうによって捕とらわれていた。


　それらを煉獄の炎がとり囲み、知らぬ顔の黒面がすべてを超ちよう越えつして浮ういていた。


　なんて現実だろう。アイはしばし心を抜かれた。


　そして、


　その場所には、思わぬ人物が待っていた。


「来たか。待ちくたびれたぞ」


　光輪を纏まとって浮かぶ少年が言う。


「…………」


　炎のドレスをきた貴婦人が眦まなじりを上げる。


　彼らの姿を見て、ディーの顔色が初めて変わった。


　裁判の陪ばい審しん員いんとして姿を現し、いつの間にか姿を消していた二人の異能者。


　フェルミゴーラ外周貴族、ノイレフェーン。


　オルタス独立大使、塵ダストビリーバー。


「ノイレフェーンに塵ダストビリーバー。どういうことだ、ベンドー！　なんでこいつらがここにいる！」


「口を慎つつしむがよいぞ娘むすめ」


　少年がディーの事など知らないかのように典てん雅がな言葉で語った。


「我はぬしらが首長と契けい約やくした、同盟者だ」


「聞いてない！」


「当然であろ、なぜ国と国との語らいを、ぬしのような小娘に聞かせねばならない？」


「～～～～!!」


　ディーが言っていたきな臭くささとは、これだった。ベンドーは彼らと勝手に何か取り交かわしたのだ。


「ベンドー！　こいつらと何を約束した！」


「市民の保護と物資の提供だ。彼らはマダムの打だ倒とうと、黒面の譲じよう渡とで請うけ負ってくれた」


　生者の大国であるフェルミゴーラと、死者の大国であるオルタスは当然こんな辺境の戦いになど興味はない、彼らは『新世界へ繫がるかもしれない』などという自分たちの権力基き盤ばんを崩くずす存在を葬ほうむるためにこの場に来たのだ。


　それにしても、たったの二日。


　その速度はディーの予想を超こえていた。


「ベンドー!!」


　唯ゆい一いつ、彼らと同じ視点で黒面を評価していたディーがかみつくように名を呼んだ。それは生死に価値無しとのたまったディーが戦う、唯一の理由だった。


　だが、この場の最高権力者はこゆるぎもしない。


「謝りはしないぞ、ディーよ。薄うす気き味み悪わるい穴ひとつと市民の命だ。比べるべくもない。私はこれを正しいことだと思っている……」


　ディーの視点は高すぎるが故に、彼らの共感を得ることが出来なかった。この場では一番彼女に傾けい倒とうしている警備隊長でさえも目を逸そらしていた。


　あと、数日、それだけあればその常識すら壊こわしてみせたものを……。ディーは奥歯をかみしめて逆転の術すべを探り始めた。


　だが時は止まりはせず、


「それで長よ、死者を埋められる者とはだれじゃ？　はようしてくれ。この炎がさっきから我らを焼こうと舌を伸のばしておる」


「すぐにでも」


　ベンドーが視線を転じてショーンを見つめた。


「別れはすんだかね？」


　一いち縷るの望みに賭かけていたのだろう。ショーンがマダムの姿を見て首を振ふるった。


　彼女に復調の兆きざしはなかった。


「さあ」


　ぬっと、背後から人差し指が伸びた。


「さあアイくん。あとは頼む」


　慈じ悲ひの表情を浮かべて、ベンドーがマダムを指さしていた。


『さあ』


　生者が指さした。


『さあ』


　死者が指さした。


　さあ、さあ、と、彼らは小さな墓はか守もりを促うながした。


　アイは、なにかとてつもなく恐おそろしいものを思い出しかけていた。


「ま、待ってベンドーさん！　あれはたしかにマダムさんの本体ですけど、埋うめたからってこの状じよう況きようが良くなるわけじゃないんです！　もしかしたら悪化するかも──」


「知っているよ。だが可能性があるのなら、試ためしてみてもいいだろう」


「でも」


　アイは言うつもりだった。マダムがセリカと対たい峙じしたとき、この炎の変化に何か感じたこと、自分がもう、人を埋うめたくないこと。


「悪化のほうも、可能性は薄うすいだろう。どうやらこの本体と炎は完全に別の存在になってしまったようでね、先ほど本体が煩わずらわしげに攻こう撃げきしてきたが、炎はそれにも反応した。大だい丈じよう夫ぶ、安心して埋めていい」


「でも」


　アイは反論するつもりだった。


「さあ」


　それなのに、


「さあ」「さあ」


　と、


　炎の中で揺らぐ人差し指が、


　アイの遠い記き憶おくを撫なでていた。


　アイが、これまで埋めてきた死者は二人しかいない。


　一人は、キヅナ・アスティン。アイの父。


　そしてもう一人が──、ハナ・アスティン。アイの、母。


　その時のことを、アイは覚えていない。


　ただ、熱に浮かされたように、村人達の指示に従っただけだ。


　さあ、さあ、と墓穴の闇やみを指さす、手に、


　暑い、まるであのときのように、


『さあ』


　アイが限界に達しようとした、その時だった。





「ここは、私に」





　銀の刃やいばを携たずさえた、もう一人の墓守が立ち上がった。


「任せてください」


　傷ス持カちーは左手にセリカを、右手にショベルを持ってアイを守るように前に出た。


「アイ！」


「しっかりしろ！　おい、ベンドー！　こいつに何した！」


　ハッと気づいた時には仲間に囲まれていた。背中を支えられ、頰ほおを叩たたかれている。


「いや、何もしていないのだが……大丈夫かねレィディ？」


　ベンドーが、まったく、普ふ通つうの表情で言った。


　たぶん、あのときの村人も、そんな顔をしていたのだろう。


「待って！　傷ス持カちーさん！　マダムさんは──」


　あわてて立ち上がり、傷ス持カちーを止めようと袖そでを摑つかむ。


「大丈夫です、アイ」


　だが傷ス持カちーは全すべてを包むように優やさしく笑うと、アイの手をそっとはずした。


「あなたの気持ちは分かっています。言ったでしょう？　ここは私に任せてください」


　その表情は気高く、墓守であったころのように澄すんでいた。


　マダムがこちらに気づいた。


『ショオオオオオオオンンン!!』


　それまでの無関心が噓うそのように、マダムはぎしぎしと炎骨を揺すって駆かけ出そうとした。セリカが再び泣き始める。


「あなたたち、彼女を放してください」


　上空を仰あおいで、傍ぼう観かん者しやを気取っている両名に語りかける。


「──なに？」


「さあ」


「…………ま、よかろう」


　超ちよう常じようのなかに生きる二人は傷ス持カちーになにかを感じたのか、素す直なおにその縛いましめを解いた。


「ショオオオオオオンン!!」


　途と端たんに巨きよ体たいがはいずり出いでて、セリカに向かってひた走った。


　そしてやはり、


「うわーん！」


　ピタリと、


　巨体は、すぐにとまった。


「泣かないで……ああ、泣かないで……ああ」


　マダムは苦く悩のうしたように刃の手で頰をぐちゃぐちゃにし、まるで赤ん坊ぼうをあやすかのように戯おどけて見せた。


「うわ──ん！」


「アア……アア……ショーン。……泣かないで……」


　アイは確信する。やはり、彼女の行動が敵意からでたものでは無かったのだ。


　彼女はただ、泣いている子供のもとへ駆けつけたかった、だけなのだ。


「……ショーン。泣かないで……ああ」


　マダムは慈じ愛あいと狂きよう気きの表情で顔をくずす。


「私の、赤ちゃん……」


「いいえ」


　まるで土台のように無視されていた傷ス持カちーがはじめて、マダムの視界に入った。


「この子は、あなたのものではありません」


　怪かい物ぶつの背筋が凍こおる。


「……っ！　が、ががが！」


　ガラクタの体がざわめく。


　一同に緊きん張ちようが走る。マダムは不定形のアメーバのようにその心証を肉体で表し、再び狂気に戻もどろうとしていた。


　そんななかで傷ス持カちーだけが、堂々と言葉を紡つむぐ。





「この子は、この子のものです」





　そう言って、傷ス持カちーは泣きやまないセリカにそっと微笑ほほえんでやった。


「大丈夫ですよ、セリカ。怖こわい人ではありません。普通の、やさしいお婆ばあさんですよ」


「──が、がが!!」


「あなたを心配して見に来てくれたのですよ」


「あ……ああ」


　凶きよう器きの体がぐらぐらと揺ゆれていた。ガラクタの結合がゆるんでいた。鉄さびと折れた刃で出来た顔が安定を失い、ふいに福笑いのような戯けた表情を作って見せた。


　それを見て、セリカがふと、泣きやんだ。


「あ……」


　福笑いはさらに戯けて、泣き笑いのような表情をつくった。


　そうなればもう現金なものだ。セリカはあっという間に涙なみだを忘れて目の前の玩がん具ぐをまじまじと見つめた。さっき泣いたカラスがもう笑っている。セリカはマダムの百面相がよほどおもしろいのか、きゃっきゃっと手を叩いて喜んだ。


「あ……あ……ああ……」


「……抱だいてみますか？」


　手を伸ばすセリカを助けるように、傷ス持カちーが赤ん坊を差し出した。思わず飛び出しかけたアイとアリスを、なんとユリーが止めていた。


「う……あ!?」


　歓かん喜きと困こん惑わくのモザイク画となったマダムは、ぞろりと、両手を突つきだした。


「あ…………」


　しかしその手は鈍にぶい刃で出来ていて、赤ん坊を抱けるものではなかった。


「ああ！　ああああ！　ああああああああ！」


　狂気が息を吹ふき返していた。マダムは凶器を自らの顔に押し当てて世界を呪のろった。


　マダムはまた、バラバラになろうとしていた。吸収しすぎた物質に精神を散らして自己を失いそうになっていた。





　ぱし、





　だが今度はそう、ならなかった。


　カシャンと、マダムの手を形作っていた刃が大地に落ちた。


「じっとして」


　ぱし、ぱしと、


　背についた雪を払はらうような、そんな音が響ひびいていた。


「こんなに重たいものを背負って、大変だったでしょうに……」


　それは遠い旅から帰った者の背を払う家族の手だった。傷ついた者の肩かたに置かれる友の手だった。


　それは子の頭をなでる、母の手だった。


「あ、あああ……」


　マダムを鎧よろっていたガラクタがガシャガシャと音を立てて落ちていった。墓はか守もりの目と手が、彼女の本体と物質をより分けてガラクタだけを切り離はなしていった。


　死者を埋める終わりの御み手ては、このとき確かに終末以外のものを生んでいた。


「あ……ああ…………あああ………………」


　マダムは髪かみに櫛くしを通される幼子のようにされるがままになっていた。その体はだんだんと小さくしぼんでいき、やがて、ひとりの、小さな老ろう婆ばとなった。


「ああ……ああ……」


「さあ」


　傷ス持カちーは老婆にセリカを渡わたしてやった。


　その表情に、知性の色が戻っていた。


「……ぁりがとう……ありがとぅ……ぉお、よしよし……」


　老婆は笑って、セリカの頰をくすぐってやった。とても慣れた手つきだった。


「ぁりがとう……お母さん似の、美人さんねぇ……」


　ひとしきりセリカを遊ばせると、マダムは赤子を母に帰した。


「もういいのですか……？」


「はぃ」


　マダムは一人立ちつくして瞼まぶたを閉じた。


「…………すべて、思い出しました」


　声も、体も震ふるえていた。


「炎ほのおに焼かれたあの日からのことを、すべて」


　老婆はしわくちゃな両手で顔を覆おおった。


「私は……なんてことを……！」


「義か母あさん……！」


「あ、貴様！」


　見張りの手を振ふり切って、ショーンが転がり込んできた。老婆は瞳から灰を流し、


「……あなたにも、申し訳ないことをしましたね……ショーンなどと……空想の子の名を、呼んだりして……罪深いことをしました……」


「俺だって！」


　もう、少年ではない男の拳こぶしが、わなわなと震えた。


「俺だって、あんたたちにひどいことをしたんだ……それを隠かくして、あんたの息子むすこ面づらをして……罪深いっていうんなら、俺だって、そうなんだ！」


　アイは、ようやく全てがうまくいくのだと思った。マダムは心を取り戻し、みんなと仲直りして、明日あしたへと向かっていけるのだと思った。


　それなのに、


　ばしん！　と鉄の槍やりがマダムを地面に押さえつけた。


　ベンドーが率いる、死者達だった。


「ベンドーさん！　なにを！」


「それはこちらの台詞せりふだ、アイくん。これは一体どういうことだ？」


　ベンドー・グラムと、死者達が、恐おそるべき表情で立っていた。


「君たちは、まさか、彼女を埋うめる気がないのか？」


「ええ！」


　こんどこそアイは宣言した。


「マダムさんはもう無害です！」


「だからなんだと言うのかね？」


「な！　何を言っているんですか！」


　アイには一いつ瞬しゆん意味が分からなかった。


「だ、だから！　無害だからこれ以上戦う必要はないんですよ！」


「……どうも先ほどからおかしいと思っていたが、君はこの戦いを勘かん違ちがいしているな」


　ベンドーは本当に、疲つかれ切ったように頭をもたげた。


「これは戦争なのだよ、アイくん。彼女が殺し、我らが殺す。戦いなのだ」


「で、でもマダムさんはもう無力に──」


「無そ力れはむしろ僥ぎよう倖こうであって、振り下ろす拳を妨さまたげるものではない」


「で、でも、これはただの憂うさ晴ばらしじゃないですか！　そんなの止やめてください！　許してあげたっていいじゃないですか！」


　ふ──っと、もはや必要のないため息を、ベンドーは長々と吐つき、





「我々は殺されたのだ」





　その言葉は地じ獄ごくの丘おかにふさわしい禍まが々まがしさを含ふくんでいた。


「あ……」


　言いよどんではいけないのに、そんなのなんの意味もない、はずなのに。


　アイは、言葉を失ってしまった。


「で、でも」


「我々は殺されたのだ」


「……っ」


「そこの化け物に、殺されたのだ」


「…………」


「〝それでも〟と言うのかね、アイくん。それでも許せと」


　ごぼりと、空気を通された肺はい胞ほうが嘔え吐ずいてベンドーは真っ黒な血を吐いた。


「……かまいませんよ、アイさん……」


　そっと、慰なぐさめるようにマダムがアイの背を撫なでた。


「私はそれだけの事をしました……むしろ罰ばつがあるのなら、それは救いです……」


　彼女はもう、運命を受け入れていた。


「……君達が埋めぬと言うのなら、それも良かろう。彼女を荒こう野やに運び、そこで別の墓守を待つとしよう……我々もな……」


　どん、とベンドーがアイを突いて歩き始めた。周囲の死者達も同じように動く。そこに暴力はひとつもなく、炎はただ泰たい然ぜんと燃えるのみだった。


　ベンドーの言うことなど、ただの恨うらみだったはずなのに、マダムが罪として受け入れただけで、それは正しさになってしまった。


　アイにはもう、なにもなかった、理知も、正義も、大たい望もうも、なにも、





　それでも、





「……ベンドーさん」


　アイは、


「まだ、なにかあるのかね？」


「私……夢があるんです……」


　アイは、夜を見ていた。炎に縁ふち取どられた満天の星空を見ていた。


　視界の端はしでアリスとユリーがびっくりしていた。





「私は、私になりたいのです」





「だからなんだと……。──っ！」


　ダン！　足あし下もとの灰を巻き上げて駆かけ、アイは一瞬にしてマダムを掠さらった。


「アイくん！　なんのつもりだ！」


「でも、それだけじゃないんです」


「何を言っているんだ！　きみは我々と敵対するつもりか！」


「ええ！」


　そしてアイはショベルを向けた。


「だって私は皆にも皆になってほしいんですもの！」


「なにを──」


「今のベンドーさんはベンドーさんじゃありません！」


　アイは叫さけんだ。


「ベンドーさんも隊長さんもみんな全員！　偽にせ物ものです！　私の知っている本当のみんなは恨みに負けたりしません！　オスティアっ子は誇ほこり高いんですもん！」


　その言こと霊だまは人々を縛しばった。


「マダムさんもそうです！　罪を償つぐないたいというのなら！　消えるなんて楽らくしないでください！　ちょっとはそこのディーさんを見習ってください！」


　傷ス持カちーが墓守の手でマダムを祓はらったように、アイは人の言葉で死者を祓おうとしていた。


　アイは泣いていた。悲しいことが起きたように、涙なみだすべき事が起きたように泣いていた。


「死んじゃったくらいで！　自分を投げ出さないでください！　それが出来ないなら！」


　アイはショベルを大地に刺さして、彼らの前に立ちふさがった。


「私が……止めてあげます」


　悲しくて切なくて、それでも止まれなくて、アイはショベルを構えた。これで通じないというのなら、そのときはもう……。


「つきあうぜ」


　いて欲しいなと思った場所に、アリスがいた。


「おまえってほんと、一いつ緒しよにいて飽あきないな」


　ぞろぞろと、いつもの仲間達が背後を固めた。


　それだけではない。ベンドー達と一緒にいた人たちの半分ほども、目が覚めたようにこちらに来てくれた。


　そのときベンドーは確かに悩なやんでくれていた、いつもの瞳で、彼らしく考え直して口を開こうとしていた。


　それなのに、


「……これは異いな事よの」


　アイは憎ぞう悪おを込こめて空を見上げた。


「首長。どうやら反乱のようじゃな」


「いや、これは──」


「ふむ、こまったの。これではおぬしを代表として交こう渉しようしていいのか分からなくなってしまったのぅ」


「……そのようね」


　この場でただ二人だけ、傍ぼう観かん者しやの視線で浮うかぶ二人が全すべてを台無しにしようとしていた。





「しかたあるまい、この街ごと占せん拠きよしよう」


「それしかないわね」





　煉れん獄ごくの淵ふちで、天使と悪あく魔まは地獄にふさわしい話をしている。


「ディー・エンジー。ありがたく思うがよい。この場所は我らが皇こう帝てい陛下の庇ひ護ご下に置かれる」


　なにを言っているのだろう。


「待ちなさいノイレフェーン。なぜ生者どもが管理することになっているのだ。ここは我々死者が管理するのが道理でしょう」


「馬ば鹿かを言うな死し鬼きよ。貴様らこの場所を第二のオルタスにでもするつもりか？」


「なにが悪い。ここは姫様に座してもらうのが一番いいではないか。そうすれば誰だれも生きて黒面を越こえられぬ」


　アイは、結構がんばったと思う。


　攻こう撃げきされても、無視されても、手を出さずにちゃんと耐たえた。ディーに説得の言葉を考えてもらって、一いつ生しよう懸けん命めいプレゼンした。相手の立場も思いやって、悪口とかは言わないようにしてきた。


　だけど、これは、もう、


「……止めないでくださいよ」


　アイは硬こう質しつの声と不ふ穏おんの気配を纏まとって一歩進んだ。


「止める？」


　二丁の銃じゆうをぶら下げてアリスが言う。


「誰が？」


　ビキビキと額に血管を浮き上がらせたディーが進む。


　もう、いい。


　アイはざくりとショベルを深く差し込んだ。


「マダムさん、下がって」


　一気に引き抜ぬく。銀の刃やいばに土いっぱいを盛りつけて、世界に向かってまき散らした。


　ざぁぁとスコールのように土が降る。辺りの炎ほのおに降り注ぐ。


　不ふ滅めつの炎はそれだけで消えた。





「みなさん」





　残心を解かぬまま、ショベルを正眼に構えてアイは言う。
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「改めまして名乗りましょう。私は墓はか守もり、アイ・アスティンです」


　バチバチと、絶えず爆はぜていた炎の音がかき消えて、その声は清せい涼りように響ひびき渡わたった。


「私にはすべての死者を埋まい葬そうする力があります」


「……っく！」


「ほう、おもしろい。ではその力でここの死鬼を埋うめるがよい、褒ほう美びはとらすぞ」


　この期ごに及およんで見当外れなことを言う口を、こんどは銀の銃じゆう弾だんがねらった。


「同じく改めまして。俺はアリス・カラー」


　銃弾は唇の寸前で光の柱に蒸発させられた。だが、


「ぐはっ！」


　防げたのはそれだけで、あとの二発はそれぞれ両りよう肩かたに食らっていた。


「投げた物を必ず当てる力がある。どうやら危なっかしい男だ」


「ちょっと、分かってるならやめてください」


　命をねらって蒼そう白はくになった顔で、アリスは言い訳するようにアイにむかってウィンクした。つづいてディーが、


「ディー・エンジー。彼らのボスだ」


「ちょ」


「ユリー。アイの養父だ」


「いや、それ認めて──」


「墓守もしております、傷ス持カちーです、こちらは娘むすめのセリカ」


　なぜかみんな自己紹しよう介かいをしていた。マダムとショーンが、自分たちもやるべきだろうか？　と悩んでいる。


「……ほう」


　墓守二人という死者に対する切り札を前にして、ノイレフェーンはアイと向き合った。


「なにが望みだ？」


「さっきからずっと言ってます。帰ってください」


「それは出来んとも言っている」


　交渉相手と認めたのだろう、ノイレフェーンは自らの理由を説明した。


「のう、童わらしよ。主は我らの行いを悪あしきものと思うか？」


　フェルミゴーラは現在の国家構造を維い持じして死後の世界に行くこととしている。そのために邪じや魔まな黒面を管理しようと言うのだ。


「……我らにも切実な理由があるのだ。墓守の子よ……」


　オルタスの考え、すでにこの世界で永遠を目指し始めた若い国家は貴重な死者候補が新世界に流出するのを恐おそれている。


「……悪いとは、思いませんよ」


　説得される側になって、アイはほんの少しだけ彼らの気持ちを理解する。


　絶対に譲ゆずれないという、気持ちを。


「あなたたちが、あなたたちの世界を守りたいだけなのだとは、理解できます」


「ならば──」


「でも」


　アイは顔を上げて世界に向けた。


「だったらあなたたちも、分かるでしょう？　あなた方が踏ふみにじろうとしているものもまた、誰かの守りたい世界なんです……」


　黒面を見上げる。


「この黒面は、まだ見ぬ私の友達が作ったものです」


　イソラ・エドワーズ。


　三万人の市民がすべて帰き還かんした中でただ一人、自らの意志で違ちがう世界に行った少女。


　死の病やまいを抱かかえて生き、それでも誰も恨うらまなかった人。アリスを破は壊かいできたのに、その縁ふちできちんと踏みとどまった聡そう明めいな人。夢名菊エウリスが好きな、あったことすらない、アイの同志。


　友達扱あつかいしたら、怒おこるだろうか。


「──これは、あなたたちの希望でも、絶望でもありません。これは彼女の夢です。あなたたちと同じように、守りたかった世界です……」


　怒られたら、謝ろう。


　ショベルを構える。


「……これでもまだ、かかってくるというのなら、来なさい……」


　そこがアイのぎりぎりだった。





「私も世界わたしを守るために、戦いましょう」





　仲間達が背後を固めた。破壊の気配に気づいて灰はい炎えんが震ふるえた。それが彼らの本気を表していた。


「……まさか、こんなところで死ぬことになろうとはの」


　天使が長い沈ちん黙もくの末に答えた。


「ま、致いたし方あるまい。本国の阿あ呆ほうどもの目を覚ますよい薬だ」


「あなたほどの者が捨て身か、死後はオルタスで引き取って差し上げましょう」


　塵ダストビリーバーがくすくすと笑った。


「だまれ塵。貴様こそ消しよう滅めつの危機だぞ」


「造作もないことかと」


「で、あろな」


　ぎろりと、彼らはアイを見た。その目には不退転の決意があった。


　しんと、不意に沈黙が下りた。アイはショベルを構えたまま瞳ひとみをうつむかせ、天使は羽をピンと広げる、骨は炎を収めてしゃなりと立った。


　戦場の風が凪ないでいた、まるで平和が訪おとずれたようだった。


　だがそんなものは見せかけだけで、辺りは刺さすような敵意と攻撃性で埋め尽つくされていた。


　ごぼごぼごぼ、と、


　灰炎が敵意に反応して、かつて無い炎えん上じようを起こしている。火か炎えんはもはや泡あわのように沸わき立って全てを喰くらう瞬しゆん間かんを待っていた。


　そして時はゆっくりと動き出した。


　天使が大樹のごとき光柱をひっつかむ。


　骨が炎のドレスを振ふり回してダンスを踊おどる。


　アイがショベルを握にぎりしめて体重を深く沈しずめる。


　生者が天使に続いて異能の限界へと突つき進む。


　死者がちぎれた手足を武器に、ひた走る。


　仲間達がアイの背中に鼓こ舞ぶを投げる。


　それを、報復の火が取り囲み、


　全てを無視した黒面がただ、異世界のように広がっていた。





　誰も、止める術すべを持たなかった。アイのショベルも天使の光も、貴婦人の骨も抑よく止しの炎も、この争いを止めることは出来なかった。あとはただ、爆ぜるだけだった。


　そうなるはずだった。


　人と炎がぶつかりあう。混乱がさらなる混乱を呼ぶはずだった。


　しかし、





　ただじっと宇宙の深しん淵えんのように人々を見ていた黒面が、その瞬間に揺らいだ。





　破壊のほんの一瞬前。百の死と消滅が吹ふき荒あれるその直前の高まりだった。


　揺らぐはずのないものの揺らぎに、止まるはずのない戦いが止まっていた。


　アイはショベルを握りしめたままポカンと気を抜いて黒面を見つめた。誰も彼もがスタートの合図を無視して全く関係のない場所を見ていた。


　黒面に波は紋もんが立っている。一いつ切さいの干かん渉しようを拒こばんでいた境界が揺れている。


　それは、こちらから向こうへ、生者が通るときだけに起こる現象だった。


　だがいま、黒面のそばには誰だれもいない。暗黒の面はただその内側から揺られていた。


　そして、





「とっとっ──」





　まばゆい光が乱らん舞ぶすることも、大地が轟ごう音おんを発して割れることもなく、


　その少女は、顕あらわれた。
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　ふわふわとまとまりのない銀の髪かみ、泣いているようにも笑っているようにも見える垂れた瞳、お気に入りなのだろう、着古してだるだるになったセーターとかっちりとしたチェックのスカート。そしてその頭に飾かざられた一輪の夢名菊エウリス。


　いままでずっと沈黙を守ってきた黒面から出てきた人物は、一見、ただの少女に見えた。


「よかった……ちゃんと、通れた…………」


　……誰だ？


　皆みんなの顔にその質問が踊っていた。彼女を知るものは、誰もいなかった。


　だが、アイはなぜか、少女の姿に既き視し感があった。見たことも、喋しやべったこともないのに、もう十年の友のように親近感を覚える。


「イソラ……さん……？」


「あ、私のこと知ってる人がいた。わ、すごく、かわいい……あ、アリスおにいちゃんにディーおねえちゃんもいた。わーい……じゃなくて……」


　少女は人々の注目が恥はずかしいのか、顔を赤くし、


「初めまして。イソラ・エドワーズです」


　それは彼かの黒面を作り出した人間の名だ。


「この度たび、不束ふつつかながらこちらの世界に帰ってきました」


　そう言ってイソラはぺこりと頭を下げた。


　再び困こん惑わくの沈黙が下りた。だが、今度の困惑にはイソラも含ふくまれている。


「あの、なんか、忙いそがしいときに来ちゃったみたいで、すみません……」


「……そんなことはいい」


　天使が聞いた。


「ぬし、いまそこな黒面から出てきたか？」


「あ、はい。──わぁ、天使さまだ。浮ういてる。さすがだなー」


「……そんなこともいい……」


「す、すみません」


　こやつも童か……とノイレフェーンはうんざりと頭かぶりを振り、


「ぬし、どこから来た」


「あ、ええと、異世界って言って分かりますかね。私が作ったんですけど……」


　ざわり、


「ねぇ！　その世界って、イソラしかいないの!?　ボクらこっちから千二百二人送ったんだけれど！」


　困惑の隙すきを突いてディーが挙手。


「うん。ちゃんと来てるよディーおねぇちゃん。千二百二名。ぴったり。みんなはいま、あっちの世界で普ふ通つうに生活してるよ」


　ざわりと、すべての人間が揺れた。


「そ、その世界というのはまさか十五年前の──」


「はい、墓守も歩く死者もいない世界です」


「だったらそこでは子供も──」


「はい」


　イソラはにこりと微笑ほほえんだ。


「他の奥様で受精卵の発生を確かく認にんしました。これなら妊にん娠しんもできるかと」


　絶句。


　規律ある兵士達が自らの役目を顧かえりみずに聞き、あまつさえ、戦いの中で無防備な姿をさらしていた。


「ただ、私もお医者様の話を聞いただけなので、実際にどうなったのかは、これから来る人に聞かなければ分かりません」


「これから？」


　アイが聞いた。


「これからってことは……向こうとこちらは、行き来できるのですか？」


「行き来は出来ません。行くか、来るかだけです。……この黒面はオリジナルと同じように、一人の生しよう涯がいでただ一度だけしかくぐることが出来ないのです」


　つまり、今現在向こうからこちらに来れるのは最初から向こうにいたイソラだけ。


「ですからたぶん、次に向こうから人が来るのは数十年後。向こうで生まれた子供達が、死期を悟さとったときになると思います」


　その言葉はゆっくりと、人々の心にしみこんでいった。


　この世界を覆おおう最たる絶望。


　子供が、自らに続く人間がいないという恐きよう怖ふが。


　この瞬間に、消えた。


「おお……」


　がしゃりと、武器が落ちた。


「ああ、ああ！」


　生きる者は体で、死せる者は心で泣いた。


『おおおおおおおおおおおおおおおお!!』


　止まるはずのない戦いだった。


　それなのに。


「やった！　おい聞いたか！」


「ああ！　なんてこった！　こんな日がくるのかよ！」


　世界が、救われたわけではない。この世界がいずれ死者だけになることはなんら、変わらない。


　だがそこには確実に、違ちがう風が吹いていた。


　アイは呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。





　世界が、救われていた。





　目の前で、世界が救われていた。


　ただただ衝しよう撃げきが体を貫つらぬいていった。うれしくも悲しくもない、心がなにを感じていいのか分からなくなったように震ふるえている。


　歓かん声せいが響ひびいていた。


　うおおおお！　と生者も死者も一丸となって拳こぶしを掲かかげている。


「ここで見たことをみんなに知らせて！　黒面は生者も死者も救うんだって！」


　ディーがさっそく〝囁ささやき〟始める。おおおおお、という歓声を聞きながら、アイは熱ねつ狂きようから離はなれてイソラのもとへと歩いていった。


「あなたが、アイさんね」


　線が細く、カリカリにやせていた。本当に、なんの変へん哲てつもない少女だった。


　それなのに世界を、救っていた。


「アイさん。すごい」


「え？」


　その人がいま、アイを褒ほめていた。


「あなたがアリスおにいちゃんを救ってくれたのね……ちゃんと、死からも」


「……イソラさんのほうが、すごいですよ」


「そう？」


「はい。あなたは世界を救いました」


「うーん、でも私はおにいちゃんを救うことは出来なかったから、やっぱりアイさんはすごいと思うの」


「そう、ですかね」


「うんうん。リスペクト」


「……なんだか、あべこべですね」


「ふふふ、ほんとね……あ、おにいちゃん……」


　アイの背後に、アリスが来ていた。


「久しぶりね」


「……らしいな」


　アリスはちょっとつらそうに微笑んだ。イソラにとって、彼は兄にも等しい人物だが、何度も肉体をリセットしてきたアリスにとっては初対面に近い。


「いいよ。気にしなくて。思い出はこれから作れるもの。……やっと、スタート地点にこれた……」


　そう言ってイソラは体をいっぱいに伸のばして深呼吸し、赤らんだ頰ほおをほわりとゆるめ、


「時間はたくさん……あるんだもの」


　うるんだ瞳ひとみで、世界を見つめた。


「本当に……たくさん……」


「イソラさん？」


　様子がおかしい。


　緊きん張ちようによるものだと思った紅潮が急激に引いて頰が紫むらさき色に変わっていく。それなのに筋肉がまったく動かずに、はーはーと浅く遅おそい呼吸を繰くり返すばかり。


「イソラさん！」


　少女がぐらりとかしいだ。


「……間に合って、よかった……本当に……」


「ど、どうしたんですか!?　いったいなにが！」


「びっくりさせてごめんね……でも、安心して……ただ、寿じゆ命みようが来ただけだから……」


「！　病気が！」


　アイはイソラの病やまいを思い出した。成長とともに筋肉がなめらかさを失い、最後には心臓さえ止まる、先天性の病。


「とにかく、横になって……」


「だめ……お願い……もう少しだけ、世界を見させて……」


　イソラはアイとアリスに支えられながら、それでも倒たおれることを拒きよ否ひした。


　夜が、明けようとしていた。


「ああ、綺き麗れい……」


　イソラが最後の涙なみだを流していた。


「いつも……朝日を見る度たびに、明日あしたが見れるだろうかと、怯おびえていたわ……」


　唇くちびるが乾かわき、瞳の輝かがやきが失われていく。


「でももう、そんなふうに怯えなくていいんだ……また明日も、見れる……」


　ほっと、母の胸に抱いだかれるような笑えみ。





「ここが、天国なのね……」





　天国。


　その言葉は人々を貫いた。


　もはや狂きよう乱らんは終わっていた。生者も死者も、兵も将も、みなイソラの言葉を聞いていた。


　いま、世界は逆転した。


　失われた生は復活し、しかし元に戻もどることはなく、混じり合わずに寄り添そった。


　もはや現実は黒面の向こうに運ばれて、この場所は死後の国となった。


　その国の最初の一人がいま、泣きながら新世界に根を下ろそうとしていた。


　だが、その顔がふとゆがんで、


「もしくは、地じ獄ごくかも、しれないけれど……」


　と不安そうに囁いた。


「いいえ」


　アイの心臓が言っていた。


「ここは、あなたの言うとおり、確かに天国です」


　唇が震えていた、まるで世界の代表をまかされているかのようだった。


　天国を背負って、アイは真っ正面からイソラの瞳をのぞき込んだ。


　涙が勝手に流れていた。


「地獄には、私たちが、させません」


「……………………そっか……ありがとう」


　いよいよ、イソラの命が尽つきようとしていた。肌はだが張りを失い、瞳の輝きが消え失うせようとしている。


「あなたは天使様みたいね……」


　その瞳どう孔こうに朝日が差し、瞳の中でダイヤモンドが踊おどった。


　瞳そこには世界の全てが映っていた。


　空には七しち翼よくの天使と炎えん骨こつの悪あく魔まが踊り、


　大地には生きる者と死ぬ者がはびこっている。


　世界の淵ふちには全すべてを包み込む炎が踊り、


　月と太陽と黒面だけが変わらず超ちよう然ぜんとたゆたっていた。





　その先頭で、輝く瞳の女の子が、イソラのために泣いていた。





（なんて綺麗……）





　思いはもう、言葉にならなかった。





（ああ、そうだ、これを言いたかったのに……）





　最後の力を振ふり絞しぼる。瞳だけで思いを伝える。





（ねえ、アイさん……もしよかったら──私と────……）





　そこで、イソラは息を引き取った。








　だから、二人が友達になるのはもう少し後のことになる。
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　死後処理を買って出た塵ダストビリーバーの手術を受けるため、イソラはすぐに丘おかを下りていった。何十人がかりで、まるで御お神み輿こしでも運ぶような大おお騒さわぎは見ていてちょっと笑ってしまうようなものだった。


　丘の炎は朝の風にあおられて旗のように鳴っていた。いつの間にかほどけてしまった髪かみを風に遊ばせて、アイはのぼり行く太陽をぼうっとながめていた。


　イソラに言った、この世界が天国だという言葉は、噓うそだ。


　この世界は天国でも地獄でもなく、ただの現実の続きでしかない。そこに生きるのは天使でも悪魔でもないどこまでも普ふ通つうの人間たちだ。


「おつかれ」


　沈しずんだ頭を乱暴に撫なでて、アリスが隣となりに座ってきた。


「マダムは、結局、告発されることになったよ」


　ハッと、アイはわれに返った。自分が感傷的になっているあいだも、世界は変わらずに動いていたらしい。


　アリスの視線の先で、ベンドーとマダムがひっそりと話し合っていた。そこには理り不ふ尽じんな暴力はもう、なかった。


「負うた子に教えられたようだって、ベンドーが言ってたよ。……全まつとうに手続きを踏ふむことにしたってさ、魔女旅団カヴンは法によって裁かれる」


　ここから見るマダムは口元を押さえて震ふるえ、嗚お咽えつをこぼしているようだった。


　それは誰だれよりも法を愛し、それゆえにほしいままにしてきた彼女が求める、裁きだった。


「よかった……」


　アイはほっと息を吐はき、どさりと後ろに倒れ込んだ。降り積もった灰が雪のようにぱっと跳はねた。アリスが笑ってまねをして、同じように倒れ込んだ。


「なんか、前にもこんなことありましたね」


「そうなー」


　あれは世界塔とうの時だった。こうして同じように疲つかれ切って空を見ていた。


　いま、視線の先には漆しつ黒こくの面がそびえていた。


「……世界、救われちゃいましたね」


「そうな」


「アリスさんはどうです。新世界、行きたいと思いますか？」


「びみょー」


「微び妙みようなんですか」


「なんか、よくわかんねーもん。……ただ興味はあるよ、新世界ってのは、動く死者も墓はか守もりも、異能もないっていうからさ」


　言ってアリスは黒面に向かって手を伸ばした。


「もしかするとそこに行けば、生きる実感を取り戻せるんじゃないかって、気がするんだ」


「……そうかも、しれませんね」


「そういうお前はどうなんだ？」


「……うーん。微妙、ですかね」


　でも、とアイは言葉を繫つないだ。


「私はきっと、行かないと思います。この世界の一員として、最後までいると思います」


「そっか」


「はい」


「じゃあ、その時が来たら、俺等は別れ別れになるかもな」


「そうですね。その時が来たら、私たちは離はなればなれになるかもしれませんね」


　二人はまるで、明日世界が滅ほろびるとしたら？　というたとえ話のように戯おどけた調子で話し合った。


　もしかしたら、その日はすぐそばまで迫せまっているのかも知れない。


　でも、


「ま、いまは帰ろうぜ」


　アリスが立ち上がって、手を伸のばした。


「ええ、アリスさん」


　その手を摑つかんで、アイもまた、立ち上がった。


　世界が滅びるのも、永久の別れも、


　まずは寝ねてから、考えよう。














　あとがき







　──私は世界を救います。





　あの真白くけむる丘の上で終わり、また、始まった物語ももう七巻になりました。思えば遠くにきたものです。なんて感かん慨がいにふけるのには早いですが（シリーズぜんぜん終わってないですからね）ここは雰囲気に飲まれて感慨にふけることにいたしましょう。


　たまには自分で書いたお話、の話でもね。


　今回はちょっとだけそんなあとがきです。





（※ネタバレには気をつかってますが、本編後に読んだ方がいいかと思います）








　もしもお話が一本の糸で、そのひとつをえいやとつまんで引っ張ったなら、蜘く蛛もの巣よろしく繫つながりあった他の本達がぐいと引かれて浮きあがることでしょう。本は網あみのように縦じゆう横おう無む尽じんに広がって、やがてその個性ひとつひとつを色彩としたタペストリーとなり、あなたの瞳に映し出されます。


　そこに描かれるのはあなたが今まで読んできた本の連つらなり。あなたが見出したあなただけの世界の模様です。


　いま、「神さまのいない日曜日」も幸いなことに、こうしてその一部になりました。


　どうでしょう？　「神ない」という糸は、あなたの世界ではなにを描いていますでしょうか。


　おどろおどろしい怪物のぴょこんと伸びた髭ひげの一本でしょうか。それとも戦士が抜き放つ白しら刃はの切っ先でしょうか。


　銀のショベルを持った女の子の、瞳の緑かもしれません。


　あるいは醜く寄った掛け違いの糸。出来れば抜いてしまいたい染みのような汚い色かもしれません。


　または漫まん然ぜんと余白を埋める白か。


　なかにはとてもありがたいことに「何本も通し、何回も読んだ」とか「一番目立つところで夏の緑を担っている」とか「最初の一本がそうだった」というようなお便りをいただいたりもしてとてもうれしく思っており、この場を借りて深くお礼申し上げます。（注。「夏の緑」とか「最初の一本」などの部分はもちろんファンレターには書いてありません。ポエム部分は作者の意訳です。ちなみに夏の山の鮮やかな緑は僕がもっとも愛する色です）願わくば、あなたとあなたの出会う本の世界に、鮮やかな緑がありますように。


　糸とインクの彼方からお祈りしております。





　さて、そのような個人のタペストリーはもちろん僕にも存在し、僕はその模様を眺めては「どうもこの糸に似たのが好きだ」とか「なるほど、自分はどうやらこの模様ジヤンルに興味があるな」とうなずいては欲しい糸を探し歩いて楽しんでいました。


　ところが皆さんご存じの通り、なかなかそんな理想の一冊、理想の糸には出会えないものです。「これは！」と思ってよく見ると色が少し違ったり、長さが足りなかったりとかそんなのばっかりです。





「だったら自分で紡ぐか」と考えるのは、多分、私が思うよりは普通の事でしょう。





　そうして年月がたって編み上がったのが「日曜の人達」でした。（そうなのです、投稿時の神ないはそんなタイトルだったのです。ちなみにある先輩作家さん達が最終選考作品の表題だけを見て受賞作を当てる遊びをやったところ「とりあえずこれは無いよね」と満場一致で外されたタイトもこちらになります）


　で、理想の糸を求めて作り上げられた神ないですが、ところがどっこい不思議なもので「理想」は出来上がった瞬間に、すぐにずれてしまうのです。


　人生の一冊。という言葉があります。読んだ瞬間に心を奪われ、その後の一生で何回も読み直すことになる一冊です。あなたにも「無人島に持って行くならこの本」という、それこそ何十回も読み、何十回でも読める本があることでしょう。


　読みと、書き、の立場は違いますが、僕が書くお話は全て僕にとっての人生の一冊でもあります。


　でも、いくら理想の一冊だからといって、何百回もは、何千回もは、何千の次の「もう一回」は、人は読まない物なのです。読まないで別の、新しい一冊に行くはずです。


　それは、書くほうも同じなのだと思います。


　目的地につくと否応なしに見る景色が変わってしまうのです。





　いまのアイがそうであるようにね。





　それがいまの、彼女と僕とあなたの現在地なのです。


　その瞳に映る物はなにか、──それは八巻以降で語ることとして、〝そんなあとがき〟ひとまずここまで。








　──お？　良い感じに話がまとまった。よかった。さっきからどうしようこれと思ってたんですよね。筆の運びのまま書いては止まって、かといって消すのもむずかしい、なぜなら締め切り明日の朝なので。……いや、もう今日の朝だ。うわぁ。


　こほん。


　さて、そんなこんなで長々と書いてきましたがつまり結局のところ何が言いたいかというと。「まだつづきますよ」ということです。


　や、なんか担当さんと「想像以上に最終回っぽいぞ七巻……」という危機感が出てきて、これは一巻の時と同様、あとがきで続きが出ますアピールが必要だということになったのですよ。したらばフォーマット整える意味で作品に触れた話からやるかと書き始めたら、なぜかあとがきまで最終回っぽくなるという自縄自縛。……どうしてこうなった。目指せ、最終回っぽくない後書き。








　さて、そしたらちょっと空気を変えていつもの感じに戻しましょう。っていって本当にいつもの感じにしちゃうと腰痛とストレッチの話になっちゃうからそこは置いといて。





　とはいってもあまりネタもないんですけどね、困った。それなのにまだ書かなければいけないページがいっぱいあります。今回はなぜか後書きが９ぺージと最長で、それなのに締め切りは一番短かったりします。皆さま右手をご覧ください。朝日がのぼり始めております。わーい、締め切りの朝だー。溶とけるー。








　そういえば四巻の頃から尾を引いてしまった総集編発言ですが、おかげさまでようやく一応の収集がつきました。（いや、シリーズは続きますけど）なんでこんなことになったのかというと、僕の最初のプロットが５、６、７巻まとめて一冊になっているという意味の分からないものだったからなんですよ。わーい、殴なぐりたーい。ほんともう当時の僕は一体何を考えていたんでしょう。とかなんとか書いといて、この後書きでも実はなにかやらかしてて九巻くらいの僕が「殴りたい……」とか言ってたら笑えますね。あっはっはっ。………………ここは間を取って今の自分を殴っておくべきだろうか……うーむ。








　そうそう、これを書いておかないとだった。


　先ほども少しふれましたが、お手紙を送ってくださった方。本当にありがとうございます。返信はなかなかだせていませんが、内容はすべて読ませていただき、日々キーボードを叩く糧かてとなっております。この仕事をしていると、ときどき自分がどちらを向いているのか分からなくなるときがあります。そういったときにとどく皆さんのお手紙はそっと背中を押されるようで、多大な助けになっております。


　本当にありがとうございます。








　さて、それでは告知のコーナーです。


　じゃじゃーん！　遠からん者は音に聞け！　近くば寄って目にも見よ！　お近くの書店でお求めあれ！　祝！　肋あばら兵へい器きさんによるコミックス版「神さまのいない日曜日」二巻！　本巻と発売月を同じくして発売となりました！　わっふー！　なお一部ショッキングなシーンがあるのはすでに一巻を読んだ読者諸兄ならご存じのことと思う。なかには「絵にして大丈夫かな……」と僕と同じ心配をされる方もいると思われますが、なーにご案じめされるな。ほら、肋さん絵ぇ綺麗だし。ゼンゼンダイジョブ。モンダイナイ（ところでなんで僕はなにかの宣伝するとき講談調になるんだろう）


　とまあ、冗談めかすのはやめにして、正味な話、僕はまだ雑誌連載版しか見てませんが。その段階からものすごく丁寧に「空気」を書いてくれているのが紙面から伝わってきます。これは地味にものすごいことです。茨乃さんのあの、吹きすさぶ風に色が付いたような色彩も好きですが、肋さんの光と影の妙技もすげぇですぜ。是非、ご堪能あれ。





　そしてさらに！　小説＆コミック電子書籍版も絶賛配信中です。お求めはお手元の携帯などから「ＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲ」にて。おそらくここで宣伝しても神ないの七巻ダウンロードする人はいないでしょうが（立ち読みからの流れならありかもですがそうすると書店さんかわいそうのジレンマ）。「ＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲ」には他にも多数の作品があるので、ちょっとでも触ってみてください。すごく便利ですから。





　以上！　またぞろ企画が動いたら報告いたしますので、よろしくお願いします。


　……そう、近いうちにね。ふふふ。





　最後になりましたが三百六十度全方位謝辞を。担当のＫさんことケイティ、いつもお世話になっております。お互い体に気をつけましょう。タッグ三年目の相棒茨し乃のさん、今回の表紙も決まってました。サンキュー。肋さんにはもう一回感謝の言葉を。ありがとうございます。


　本に連綿とまつわる全ての人に、その片隅から感謝を。


　そしてもちろん、あなたと、あなたの本達にも。


　ありがとうございます。


　ではまた、バイバイ。







入江君人
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神かみさまのいない日にち曜よう日びVII





入いり江え君きみ人ひと
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